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　心しん臓ぞうがはね上がった。

「今日きようの18時、東校舎の屋上に来て　　　ユイナ」

　件名のないそのメールを見た瞬しゆん間かんに。




　薄うす暗ぐらい陸上部の部室で、羽は立だて慎しんは携帯電話を握りしめた。

　放ほう課か後ごの部活は終わったばかり。狭い空間にひしめく仲間の熱ねつ気きを意い識しきの隅で気にしつつ、慎は液晶の画面から目が離はなせない。

　いま何時だろう？　画面上部に表示された時刻を見る。

　17：56。見つめる間に末尾の数字は７になる。

「げ、やばい！」

　慎はドアを開け放って飛び出した。

「おい、帰るんじゃないのかよ、慎！」

　誰だれかの声を背中でふり捨て、七月の熱気が残るグラウンドを駆け抜ける。

　昇降口から階段へ全力疾走、ひいたはずの汗が噴ふき出し制服のシャツにじわりと染みた。

　上階へ駆け上りつつ、頭の中で不可解なメールの意味を考える。

　……ユイナ。

　差出人の署名が本当なら、ユイナという名の人物はただひとり。

　天あま音ねユイナ。一ヶ月前、桜おう菱とう中学にやってきた同じクラスの転校生だ。

　──どうしておれは呼び出された？

　仮定そのいち。メルアド間違い。一番簡かん単たんで一番ありうる話。

　仮定そのに。誰だれかに強制された罰ゲーム、あるいはジョーク。情けないけど納得できる。

　仮定そのさん。……慎しんくん、突然でごめんね。思い切っていうけど、実はあたし、

「ありえない！」

　そこまで慎はうぬぼれていない。

　どこをとっても平凡タイプ。背丈も成せい績せきも学年で中位。陸上部だから一般人より少しは速力体力持久力に自信があるけどタイムは平均辺りで停滞中。たったひとりの家族である姉の真ま由ゆ子こは「慎ちゃんは可愛かわいい顔してるわよ」とよくいうが、身内の身びいきな証言だ。

　自分の平凡さは自分が一番知っている。

　選ばれる、なんて縁えんがない。だからうぬぼれない。期待もしない。けど──────




　行く手を閉ざすひとつの扉で、階段は前触れもなく終わった。

　慎は息を荒げて立ち止まり、無む機き質しつな金属の冷たいドアノブをつかむ。

　ぐい、と思い切り引いた。

　屋上の真上、夕暮れに向かい陰りを帯びる青空が、慎の瞳ひとみめがけて飛びこんだ。

　一歩、踏み出す。強い風が吹き抜けて、汗で湿った髪を激はげしくかき乱した。

「羽は立だて、慎……くん？」

　自分の名を呼ぶ心地ここちよい響ひびきが耳じ朶だをくすぐった。慎は顔をその声の方角に向ける。

　視し線せんの先に、美しい少女が立っていた。

「メール読んでくれたんだ……。来てくれるか、心配してた」

　遠えん慮りよがちにそういって、少女はかすかに伏し目がちになる。

　彼女が、天音ユイナ。ハーフとも噂うわさされる、類たぐい稀まれな美少女。

　熱ねつ気きをはらんだ夕暮れの風に、彼女の明るい色の長い髪がなびく。

　夏服ブラウスの襟えりもとに結ばれた赤いリボン、短いスカートもはためいた。

　少女は、白くなめらかな頰ほおにかかる髪を細い指でそっとはらうと、黄昏たそがれに移り行く空を背景に優ゆう雅がな動きで歩き出した。

　思わず息を吞のんだ。映像のような光景だった。

　強い鼓動が自分の胸骨を震ふるわせる。無む意い識しきに胸を押さえた。

　信じられなかった。彼女の姿を目まの当あたりにしてもまだ、現実だなんて思えなかった。

　彼女が転校してきて以来、言葉を交わした記き憶おくはほとんどゼロ。接点もない共通点もない。なぜ自分がここにいるのかなぜここに呼ばれたのか、さっぱり見当もついていない。

　けれどいま、こちらに向かって歩いてくるのは、まぶしいまでに美しい少女だ。

「あの、天あま音ね、さ」

　必死に声を絞り出したそのとき、気づいた。

　歩んで来る彼女の表情が………………怒って、る？

　不ふ機き嫌げんに引き結ばれた口。きつく寄せられた形のいい眉まゆ。長いまつげに縁ふち取どられた瞳ひとみも、強い光を放っている。

　──なぜ？　なんで？　どうして怒ってるんだよ？

　心中混乱する慎しんの至近距きよ離り、すぐ目の前で少女は立ち止まる。

「羽は立だて慎くん!!」

「は、はいっ！」

「突然だけど」

　少女は硬直する慎を、不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳でにらみ、一いつ瞬しゆん深く大きく息を吸った。

　次に聞こえた言葉に慎は驚おどろきで大きく目を見開いた。

　自分の聴ちよう力りよくを疑った。視力を疑った。感覚を疑い自分を疑い世界全部も疑った。




「君、あたしの〝王〈レクス〉〟になって」

　彼女が、そういったから。
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　美少女が来るぞ。

　ささやきが校舎中を駆け巡ったのは、一ヶ月前の六月初め。

　２─Ｂ担任の教きよう諭ゆ・藤とう堂どうが廊下を進むにつれて、教室の窓が開き生徒たちが争うように身を乗り出した。もちろん注目の的は、いささか得意げな藤堂の背中ではない。

　その後ろを緊きん張ちよう気味に歩くひとりの小柄な少女だ。




　天あま音ねユイナです。

　教きよう壇だんで彼女はそう名乗ると一礼した。

　礼をした拍子に明るい色の長い髪が肩から滑り落ちる。

　くっきりとした大きな瞳ひとみ。勝ち気そうな、細く綺き麗れいなカーブの眉まゆ。すっと通った鼻筋と柔らかそうでふっくらとした透明感のある唇。ほっそりとした可か憐れんな肢体。
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　テレビかビデオか映画かグラビアでしか見たことないような美少女。

　そこにいるだけで華はながあり、そこに立つだけで光がある。そんな存在だ。

　よろしくお願ねがいします。ユイナは緊きん張ちようからか頰ほおをほんのり赤く染め、そういった。

　慎しんは自分の机でぽかんと口を開けていた。他ほかのクラスメートも同じく間抜け面づらだった。

　いかにも彼女は、〝絶世〟なんて形容詞がふさわしい美少女だった。

　そうだ、自分なんかとは縁えんがない。同じ教室で同じ空気を吸って同じ言語を話していても、自分たちみたいな平凡な人間とは違う世界の存在で、属する場所はきっと天上だ。

　教きよう壇だんに立つ彼女を見ながら、そんな風に──────慎は、感じていた。
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「あ、あの…………えと、」

　慎は、つばをごくりと飲みこんだ。緊張からか口の中が乾いている。陽ひの陰りはますます濃こくなり、夕ゆう闇やみが目の前の少女の姿を暗く沈ませていく。

　かすれる声を無理やり絞り出し、慎は彼女に聞いた。

「ごめん。いまいった意味、おれ、よくわかんなくてその」

「あたしの〝王〟になって」

　ぶっきらぼうな、怒ったような口く調ちようで彼女はあっさり同じ言葉を繰くり返す。

　まるで〝君、あたしの足踏んづけてる〟といったにも等しい、いい方だった。

　慎は額ひたいに手をあてぼうぜんと頭をふった。

　──さっぱり、わけわかんね……やっぱ彼女は別世界の人間なんだ、いましゃべった言葉は日本語に聞こえて日本語じゃないんだ。誰だれか翻ほん訳やく切実希望……！

「いやその……悪いけどさ、もーちょっと、一般人にわかりやすい言葉で説明」

「黙だまって」

　いいかけた慎の口を少女の手のひらがふさいだ。目をみはる慎の前で、少女、ユイナの顔が緊張にこわばる。唇に当たる柔らかな彼女の手のひらの感触を慎が意い識しきしかけた、

「!!」

　突然ユイナが無言で慎に抱きつき横っ飛びに倒れこむその瞬しゆん間かん────

　すぐ間近で目もくらむ強烈な光が炸さく裂れつ!!

　地面と大気とが激げき震しん、吹き飛ぶなにかの欠片かけらが倒れたふたりに盛大に降り注ぐ。

「な、なん……なんだ？　いまのっ!?」

　慎はかろうじて顔だけ起こす。たったいままで自分が立っていたコンクリートの床が、深くえぐれて割れているのが見えた。思わず血の気が引く慎に、ユイナが焦りの響ひびきで叫ぶ。

「立って。逃げる！」

　手首をつかまれ無理やり引き起こされてわけもわからず引っぱられるままに慎しんは、屋上から出る扉へ走らされた。

　だから彼は、気がつかなかった。

　閉まる扉に閉ざされる自分たちの背後。

　かすかな漆しつ黒こくのゆらぎと、暮れ行く空に飛び去る翼つばさのはばたきとが…………あったのを。
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　闇やみの底へ駆け下りていく気がした。

　冷える空気と見えない視界の中で、彼女がつかむ自分の手首だけが熱あつい。

　薄うす暗ぐらい階段を走り下りて三階の廊下へふたりがさしかかったときだ。

「うわああああっ！」

　凄すさまじい破砕音とともに、廊下の窓ガラスが一斉に割れた。

　走っていた慎は、降り注ぐ破片に顔を背けて硬直する。

　その体をユイナが手近な教室に引っ張りこんで床に押さえつけた。

「……ふざけんな、ヴィヴィのばかっ！」

　ユイナが怒りの口く調ちようで吐き捨てる。床に身を伏せていた慎は、おそるおそる顔を上げた。

　──ふざけんな？　え？　こんな美少女が、〝ふざけんな〟？

「いつまで轢ひかれたカエルみたいにへたばってるの。起きて逃げる！」

「は、はいっ！」

　ユイナに怒られ、慎はあわてて体を起こした。

「あ、あのさ、この状況、おれ全然わかんないんだけど。だからちょっとでいい、説明を」

「している間に死ぬ。来て。窓から出る」

「いや、ここ三階！　それも死ぬ！」

「三階ぐらいじゃ死なない」

　きっぱりいい放つとユイナは慎の腕をつかんで窓際に近寄り、窓を開け放った。

　東校舎と西校舎に囲まれた、噴ふん水すいと芝しば生ふのある中庭が見下ろせる。すっかり陽ひは落ちかけて、緑の芝生の上に空から闇が降りて色を消す。

　ユイナは地面を指し示し、短くいった。

「飛んで」

「は!?　あのそのそんな、なにげにさりげなくいわれても…………わあ!!」

　突き落とされた、

　と思う間に深い芝生の上に着地。死ななかった、怪け我がもなかった。柔らかい地面で助かった。けれどキツイ衝しよう撃げきが足の裏からひざを震ふるわせ慎の顔を痛みで歪ゆがませた。

　ユイナがひらりとかたわらに飛び下りた。衝しよう撃げきすら伝わらない。

「中庭つっきるのは上階から狙ねらわれる。壁かべ沿ぞいに走って渡り廊下を目指して抜けて」

　鋭するどく命じて少女は問答無用で走り出す。痛む足に心の中で悲鳴を上げつつ、慎しんも続いた。

　走るふたりを追いかけるように、中庭の照明が点灯していく。時刻は間もなく十八時半、時間がくれば自動的につくシステムになっているのだろう。だがいまの慎には、どこかにひそむ襲しゆう撃げき者しやの仕業に思えて恐怖がつのる。

　前方に渡り廊下が見えた。あと少しで中庭から出る。

　と、いきなり無言でユイナが身をひるがえし慎を突き飛ばした。

「うあっ!?」

　バランスを崩して倒れる慎の頭髪をかすめて黒い風がよぎった。

　芝生に尻しりをつく慎を守るようにユイナが立ちはだかる。その前に、

「宣言。逃亡は、無む駄だです」

　鋼はがねにも似た、硬質の声こわ音ねが降る。

　慎はその方角をふり仰いだ。ユイナが唇を嚙かんで見返す。

　いつの間に現われたのだろう。ユイナの前に、黒のミニドレスの小柄な少女が立っていた。音もなく気け配はいもなく、少女は慎とユイナを静かに見つめたたずんでいる。

　彼女は黒一色だった。闇やみのように夜のように、深い黒。

　肩で切きり揃そろえた髪もひじまで覆おおう手袋もみな漆しつ黒こくで、その手が握るのも黒刃の剣だ。切っ先のない漆黒の両りよう刃ばの剣は、縁ふちだけが鋭く銀ぎん色いろに光り、切れ味の恐ろしさを物語る。

　彼女の左手が剣を軽々と持ち上げた途と端たん、黒刃に細かな金の装飾文様が浮かび上がった。

　同時に長い前髪の下の黒い瞳ひとみが、かすかに光を放つ。

「宣言。処刑にまいりました。〝王〟を定めぬあなたにこれ以上の猶ゆう予よは与えられません」

　ユイナは鮮あざやかな色の瞳で闇の少女をにらみつけ、挑むようにいい返した。

「……カナメ、通して。一方的な宣言なんて聞かない！」

「では勧告。退路はすでに存在しません。抵抗と逃亡の意思をただちに放棄してください」

　突然、ユイナが無言で走った。

　一いつ瞬しゆんで黒衣の少女に肉にく薄はく、彼女が身をひるがえすより早く腹を目がけてひじを打ちこむ。

　食らう寸前カナメが身を引き避けた。すぐさま黒剣が縁を光らせユイナを襲おそう。

　ユイナの細い肢体が沈む。髪一筋を切り裂き剣が空を切る、次の瞬間！

「くっ！」

　下からユイナの掌しよう底ていがカナメのあごを見み舞まった。黒衣の少女がのけぞる。一瞬無防備になるその前面を革靴を履はいたユイナの脚が舞い、鋭い回し蹴げりで狙ねらう。──────だが、

「…………なっ！」

「警けい告こく。仮にもわたくしは〝裁定人〟です。素す手でで挑むのは愚ぐ昧まいと断定します」

　革靴を黒刃の平で受け止めて、カナメはいうが早いか剣でユイナを弾はじき飛ばした。

「ああっ！」

　芝しば生ふの上をユイナの体が転がり滑った。

　慎しんは動けない。硬直したまま、ただ目の前のできごとを見ているしかできなかった。

　その慎のすぐそばで、ユイナは瞬しゆん時じに体勢を立て直し黒衣の少女に叫んだ。

「侮あなどるな。裁定人の名を出せば、あたしがひるむと思うか！」

「警けい告こく。眼前の敵に我を忘れ、状況を把握できないのはさらに愚かです」

　はっとユイナが上方をふり仰いだ。慎も驚おどろいてそれにならう。

　頭上は夕ゆう闇やみ深い空。その空から、真しん紅くの色が忽こつ然ぜんと現われる。

　あ然と慎が見守る中を、ゆるやかなウェーブの赤い長髪を宙に広げ、緋ひ色いろのジャケットドレスに美しい肢体を包んだ気丈な顔立ちの美少女が、カナメの背後に舞まい降りた。

　血色の天使。

　陳腐だが、慎がとっさに思い浮かべたのはそんな表現だった。なぜなら。

　その少女の右肩からは、淡い燐りん光こうに輝かがやき折り重なる何層もの白い翼つばさが生はえている。

　いや、肩というより右腕だ。さらにいえば腕でなく、腕と一体化して装着された少女の半身以上の長さの、真っ白な巨大な筒から─────────

　それは優ゆう美びだが異い形ぎようの外見から察するに、武器だ。火砲のようだ。屋上の床をえぐり廊下の窓を全すべて割ったのは、おそらくこの火砲がなせる業だろう。

「なにやってるの、裁定人・カナメ。処刑するなら一瞬でしょ」

　紅あかい紅い唇が開いて、そういった。

　緋色の手袋をつけた左手で血色の髪をかき上げて、少女はユイナを冷たく見据える。

「それとも使命を忘れるような子どもに、ふるう剣はないってこと？」

「うるさい、ヴィヴィ。あたしと二つしか違わないくせにオトナぶるな！」

「むやみに憤いきどおるのも、子どもの証拠」

　嚙かみつくように叫ぶユイナに、ヴィヴィと呼ばれた少女は悠ゆう然ぜんとした態度で答える。

　慎は地面に尻しりをついたまま、ぼうぜんとそれを見ていた。

　ありえない、ことばかりだった。立て続けに目の前で繰くり広げられた非現実的な光景は、彼の思考力も判断力も理性も分別も軽く奪って遠くへ吹き飛ばしていた。

「ところで」

　ヴィヴィが血色の瞳ひとみを慎に向けた。慎はすくんで心の中で悲鳴を上げる。

「この無様に倒れてる少年って、なに」

　──なんでもない！　なんでもないです、ほっといてえぇぇえ！

　と、いう慎の心のおたけびをさっくり無視して台無しにする一言が聞こえた。

「あたしの〝王〈レクス〉〟」

「………………………………は？」

　ヴィヴィが美しい眉まゆをしかめた。カナメもかすかに目を細める。

「本気？　それって真剣に本気なの？　ユイナ」

「要よう請せい。それは真実ですか。詳細をご説明願ねがいます」

「詳細もなにも、いった通り。彼があたしの〝王〟だから！」

　違う、違います！　と手をふり回して抗こう議ぎしかけた慎しんなど少女たちは一いち瞥べつもしない。

　カナメの声が、さらに硬質の響ひびきを帯びた。

「疑問。主従の宣言とリングの授与は完了済みですか」

「……確たしかに、宣言も授与もまだ。でも、あたしがそう決めた。だからそれで決定だ！」

　ユイナがいい返すのを無視して、ヴィヴィが氷のまなざしで慎を見る。

「とても認められない。こんな〝普通〟の少年がアナタの〝王〟なンて。ちょっと可愛かわいい顔だけど、それ以外なンにも特徴がない。腰を抜かしておびえるばかりで戦せん闘とうはアナタまかせ、臆おく病びようなだけでも標準より劣るこの彼の、どこが良くて〝王〟に選ンだの？」

　うわあ、と慎は口を開けた。初対面の少女にここまでいわれる道理はまったくないが、いい返せないのもまた紛れもない事実だったりするので情けない。

「黙だまれ！　あなたにわかってもらおうなんて思わないっ！」

　ユイナが火のような怒りをほとばしらせた。

　だがヴィヴィは、そんなユイナを一切顧かえりみずにカナメに告げる。

「言葉を交わすのも時間のムダ。いいわ、〝王〟というなら好都合。この場で裁定よ」

「了解。それでは宣告。わたくしの職しよく分ぶんをまっとうさせていただきます」

「な……待って！　彼はまだ〝普通〟の人間だ。戦いはできない！」

「戦えない彼でも〝王〟といいはるのなら、その身をもって資格を示しなさい……さあ」

　冷たい声とともに白い翼つばさが広がった。燐りん光こうの輝かがやきが増し超自然の風が巻き起こり、緋ひ色いろのドレスと血色の髪を宙に舞まわせる。ヴィヴィは瞬しゆん時じに空中に浮かび上がると右腕の火砲の先を慎とユイナに向けた。同時にカナメも黒剣をかまえる。

　慎は硬直したままだった。腕も足も体も全部震ふるえている。唇は開くが声も出ない──！

「逃げてっ！」

　座りこんだままの慎を、ユイナが思い切り突き飛ばした。

　鼓膜を震わす発射音と閃せん光こうが襲しゆう撃げき、慎のすぐ足先の地面が破裂する。

　爆ばく発はつの激げき風ふうが起こり慎を襲おそって吹き飛ばす。

「うああああっ！」「慎くん！」

　地面に叩たたきつけられた慎に、ユイナが叫ぶ。その背中に、

「断言。経けい験けんと教訓から学べぬ者はさらにさらに愚かです」

　ふり下ろされる黒い風。

　ユイナは紙一重の間で身をかわした。だが即座、動体視力を超えた速さで剣が来る。

「くっ！」

　突きをかわそうとユイナはバックステップで慎しんの前まで後退した。

　しかしカナメも下がる。それに乗じて進もうとしたユイナの足が止まった。

　カナメがすい、と一歩横によけるその背後────舞まい降りる翼つばさのはばたきと少女。

　なびく髪とドレスが死を告げるように真しん紅く。

「馬ば鹿かね……一いち撃げき二撃しのげても、ふたり相手は絶望的だって思い知らせてあげる」

「だめ！　やめて、ヴィヴィ！」

　空中から向けられた砲口の前に、ユイナが立ちはだかった。

　──無理だ、そんなことしたって。あんな火砲の前に、女の子ひとりで立ったって。

　慎の頭のどこかで声がささやく。だが体は動かない。意い識しきだけが乖かい離りしている気がする。

　ユイナがふり向き、凍りつく慎を抱きしめた。

　こんなときなのに、彼女の髪から、甘く優やさしい花の香りがするのに気づいた。

　慎は目をつぶる。恐怖の中で、自分を抱くユイナの体温だけが確たしかな救いだった。

　目の前で強烈な光が生まれる。閉じたまぶたを透かして見えるほどの強烈な。

　死ぬ───────────！

　そのときだ。




「──　雷壁〈パリース〉　──」

　全てを鎮しずめる鮮せん烈れつな言葉が響ひびき渡り突如、




　激げき音おんが轟とどろいた！

　空より落とされた雷撃のごとき轟ごう音おんに、慎は一いつ瞬しゆん、なにも聞こえなくなる。

　皮ひ膚ふが電流に触れたようにしびれ、肌の産うぶ毛げがちりちりと焼けた。

　…………一瞬の間のあと、おそるおそる慎は目を開けた。ユイナもふり返る。

　誰だれかが立っていた。上背のある、ナイフのように引きしまった体たい軀くの少年だ。彼は無言で右手を空のヴィヴィへと突き出している。中指に、きらりと武骨なリングが光った。

　放たれたはずの砲撃の光は消えていた。慎は目をみはる。

　……まさか彼が、その右手で？

　緋ひ色いろの少女は少年を射い殺ころすような視し線せんで見据え、叫んだ。

「カナメ！」

　黒衣の少女が黒剣をかまえ、命令の前に走った。だが少年は身じろぎもしない。

　彼へと黒の刃やいばがふり下ろされる────！

　その刹せつ那な、耳に痛い金属音が炸さく裂れつした。

　少年を守るように、ひとりの銀髪の少女が出現していた。

　カナメの剣は、少女の左手が握る一本の短剣で止められていた。短剣の刃は櫛くし状じようで、黒剣はその刃にからめ取られて動けない。少女の左手の中指に、少年と同じ形の指ゆび輪わが見える。

「クリス！　それに、慶けい介すけ！」ユイナが叫んだ。

「……クリス……」ヴィヴィがつぶやいた。

　それを見て、無言で黒衣の少女・カナメが剣を引く。

　対たい峙じしていた少女も短剣を下ろし、ユイナをふり返った。

　綺き麗れいな少女だった。年は十五、六か。無む雑ぞう作さに切りそろえた銀の髪が照明を受けて輝かがやく。モデル系のシャープな顔立ち、ブルーの瞳ひとみと洗練されたパンツスーツの服装は大人おとなっぽい。

　銀髪の少女はユイナに右手を差し伸べた。

「あ……ありがとう、クリス。でもなぜ、来たの」

　ユイナがその手につかまり立ち上がって聞くが、彼女は無言で答えない。

　ぼうぜんと眺めていた慎しんを、背後から誰だれかの力強い手が助け起こす。

「え、……！」

　慎はあわてて足をふんばり身を起こし、首をねじった。

　慶介と呼ばれた少年がそこにいた。鋭するどい武器を思わせる顔立ちと、スタイリッシュなブルーブラックのジーンズから下がる、シルバーのウォレットチェーンが目に入る。

　どことなくクリスと似ていた。顔立ちや服装でなく、大人びて洗練された雰囲気が。

　慎は礼をいおうとしたが、緊きん張ちようと恐怖でこわばる唇からは吐息も出せない。自分に向けられた慶介の鋭い一いち瞥べつに、言葉はさらに封じられた。

「……ふたり増えたって無能のふたりをかばうなら、戦力的にはこちらが有利よ」

　前方からヴィヴィのよく通る声がした。カナメが呼応するように黒剣の柄つかを握り直す。

　ユイナが唇を嚙かんでヴィヴィを見据える。

　慶介もクリスも、静かな態度は変えない。しかし空気に緊張の糸が張る。




「もうひとり、プラスしてくンねぇかな」




　突如、張りつめた空気が断ち切れた。

　それは緊張感のない声だった。ゆるい、くだけた声こわ音ねだった。

　慎は辺りを見回した。

　誰かがいる。中庭の暗がりに影かげが立っている。

　照明を受けて細く長く校舎に影が伸びている。長い、蜘く蛛もにも似た手足の影だ。

「九く条じよう!!」

　ヴィヴィが激げき烈れつな声音で叫んだ。冷静な彼女が初めて見せた、激はげしい怒りだった。

　影かげは歩む。足音がしない。不自然なまでに音がない。

　照明が、芝しば生ふの上に投げて作る光の輪わの中に、影は足を踏み入れる。

「よぅ、────ヴィヴィ」

　男だ。細く、背の高い。

　くしゃくしゃの髪。マンガ的なまでに細長い手足。わずかに猫背の体が身につけたブラックスーツの下は、真しん紅くのシャツとグリーンのネクタイというイカレた配色。鋭いあごとシャープな眉まゆの端正な顔立ちなのに、かもし出すいかがわしさでまったく目立たない。

　一見して年ねん齢れい不詳だ。十代か二十代かあるいはもっと上なのか、さっぱり不明だ。

　うさんくさい。それが、慎しんが彼に抱いた第一印象だ。

　ポケットに両手をつっこみ、男はくったくのない態度でヴィヴィに挨あい拶さつした。

「おひさ、だな。相変わらず過剰なまでに美び々びしくて、俺おれは心しん臓ぞうつぶれそう」

「……そうなの。結局〝天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉〟が介入するのね」

　ヴィヴィの声が急に冷めた。

　静かにその体が地上に降りてくる。彼女が右腕をひとふりすると、火砲がふっと消滅した。かすかな燐りん光こうが一いつ瞬しゆん残るが、それもすぐさま宙に消える。

　少女は男に歩み寄り、至近距きよ離りから見上げると、全すべてを凍りつかせる声音でいった。

「もうひとりプラスって、無能の方に？」

「どっちでも。とりあえず俺は、オマエに手ェ出すほど勇気もないし自信過剰でもないよ」

「これをアナタの宣戦布告と考えて、かまわないってわけ」

「オマエがなにをどう呼ぼうと定義しようと、俺は一向かまわンね。お好きなように」

「…………そう」

　ヴィヴィはすいと一歩下がる。次の瞬間─────────────────




　鞭むち打うつ激げき烈れつな音がした。

　同時に男が見事に吹っ飛んだ。




　ひ、と慎は体を縮ちぢめた。恐ろしいまでに痛々しい音だった。

　鞭ではない。ヴィヴィが男を渾こん身しんの力でひっぱたいたのだ。

[image: ]

　慶けい介すけは呆あきれたようなため息をついて肩をすくめ、クリスはかすかに蒼あおい瞳ひとみをみはる。

　ユイナは両手でこぶしを作って握りしめ、ヴィヴィをにらんだ。

　カナメだけはまったく変わらない。硬質な態度も感情のない表情もそのままだ。

「これがアタシの宣戦布告。本当は、もう二、三発、布告したいぐらい」

　そういうとヴィヴィは沈ちん黙もくの中にたたずむ黒衣の少女をふり返った。

「ユイナは〝王〟の候補を選んだみたいね。どうする？」

「断言。誰だれが介入しようと、わたくしの職しよく務む遂行になんの支障もありません。ですが」

　黒い瞳ひとみが慎しんを見る。見つめられた時間は数秒だったが、慎には恐ろしく長く思えた。

「提言。この方が選ばれた理由に興きよう味みがあります。ゆえにそれを証明する一いつ時ときの猶ゆう予よは与えてもよいかと、わたくしは思考します」

「わかったわ……それじゃユイナ、裁定はまた後日。もっとも結果は見えてるけど」

「うるさい」

　いい放つユイナを、ヴィヴィは真まっ直すぐ見返した。冷ややかに、残酷に。

　唐突に、緋ひ色いろの少女が身をひるがえし歩き出す。彼女がカナメの横を通り過ぎる瞬しゆん間かん、黒衣の少女もくるりと機き械かい的てきな精せい緻ちな動きで背を向けた。

　やがてふたりの少女は二つの校舎をつなぐ渡り廊下にさしかかり──────

　消えた。闇やみに埋もれたのでも明かりの届く範はん囲い外がいに出たのでもなく、突然に、消えた。

「…………あ、は、」

　がくん、と慎のひざの力が抜けた。芝しば生ふの上に両手をつく。

　足どころか全身に力が入らない。震ふるえる言葉が慎の唇からこぼれ落ちる。

「な、な、な……なん、なんだ？　なんなんだ、なにが起こったんだ、い、いったいぜんたいなにがなんだってどういうわけでどうしてなんでこのおれが」

「……で、彼がユイナの選んだ〝王〟っつこと？　そーだな、一言でいわせていただくと」

　だるだるなまでにゆるい緊きん張ちよう感かんのかけらもない声がした。慎しんは頭上を見上げる。

〝九く条じよう〟という名の男が、両手をポケットにつっこんで見下ろしていた。ぶっ倒された名残なごりかブラックスーツのあちこちに芝の切れ端がいっぱいくっついている。赤シャツと緑のタイの、季節外れのクリスマスカラーが慎の目を射る。

　にや、と彼はいたずらっぽく笑うと、いった。

「普通、だよなぁ。見た感じ」

　──うわ、またいわれた。

　脱力姿勢のままそう思う慎の横で、慶けい介すけが鋭するどい一いち瞥べつをくれると低い声でいった。

「確たしかに。目立つ特徴はないですね」

「だろ？　そーだろ？　なんでこの少年なンだ？　ヴィヴィやカナメでなくたって不ふ思し議ぎに思うぜ。ちょこっと可愛かわいい顔してっから？　そーじゃないよな、いくらなンでもな」

「待って！　あたしの選択にいいがかりでもつけるわけ!?」

　ユイナがぐい、と男の体を押しのけて、慎をかばうようにその前に立った。

「いやいやいやいやいやいやぁ、別にいいがかりも不満も異存も異い議ぎもなーンにもない、よ。……でも、疑問は、あるよなぁ？　選別の理由についてのさ。どうよ、クリスは？」

　銀髪の少女に男が話をふると、ユイナは背後の彼女に食ってかかった。

「クリス！　あなたまであたしの選んだ相手に文句があるの!?」

「ユイナ。カナメたちを納得させたいなら、先にわたしたちを納得させて。でなければ」

　少女の、薄うすいブルーの瞳ひとみが慎を見下ろす。

　慶介のような鋭さはない。ヴィヴィのような蔑さげすみもない。しかしその視し線せんには、

「彼を、あなたの全すべてを託すにふさわしい相手とは…………認められない」

　不ふ審しん。こちらを見つめる彼女の瞳には、不審の光がたたえられている。

「…………あ、あ、あの、あのですね！」

　慎は叫んだ。震ふるえる声がみっともなかった。だがそのみっともなさに怒りがつのった。

　いまだ恐怖で痙けい攣れんするひざをなだめつつ、懸けん命めいに彼は立ち上がった。

「さ、さっぱりわからないんですけど！　おれのこと、普通とか認めるとか全然！　勝手にふり回して理由も説明もなしで危ない目にあわせて、ひ、人のこと変な目で見て」

「少年」

　びく、と慎の言葉が止まった。

　九条がすぐ目の前で顔をのぞきこんでいる。

　思わず体を引こうとして、九条の黒い瞳に見入られ動きが止まる。

「おめでとう。そして御ご愁しゆう傷しようさま。少年、君は」

　ニヤリ、と九条は端正な面に意味深な笑えみを浮かべた。




「〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟に選ばれた、〝門の王〈レクス〉〟だ」




　──ふと、慎しんは気づいた。

　九く条じようが両手をポケットにつっこんだままだということに。

　最初に現れてからいままでずっと、両手を隠して見せていないということに。

　本当に、どこまでもどこまでも存分に十二分に彼は、

　……………………うさんくさかった。
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「……あの、天あま音ねさ、」

「ユイナでいい。さんもいらない」

　──いきなり呼び捨ては、ちょっと、なぁ……。

　慎は自転車のハンドルを引きつつ、口ごもった。




　住宅街を貫く路地を、ふたりは並んで歩いていた。灯ともる街灯が、ふたつの影かげを道路に落とす。言葉を交わせないまま、気づけばいつの間にか慎の自宅のマンションに着いてしまった。

　エントランスに続く階段前で慎は立ち止まり、

「あ、家ここなんだ。その、」

　いいかけて言葉が止まる。いいたいことも聞きたいことも、山ほどあった。なのにどこからなにをいえばいいのか聞けばいいのか、さっぱりまったくわからない。

　ぎこちなく口を開いて、慎は頭に浮かんだ最初の疑問をうつむくユイナにいってみた。

「あ、あのさ……〝王〟になってって、なに？　あの、おれ、全然わけわかんな」

「少しずつ説明する、から」

　その問いに、少女が顔を上げる。決意を伝えるように、彼女は真剣なまなざしで告げた。

「今日きようみたいなみっともない真ま似ね、もう絶対にしない。あたし全力で君を守る。だから、だから…………考えておいて、欲しい」

　その懸けん命めいな様よう子すに、慎は問いが続かなくなる。黙だまりこむそこに、彼女が唐突に聞いた。

「明日あした、何時に家出る？」

「え？　あ、あー、七時から部活の朝練あるから、六時半には出る、けど」

「その時間に迎えにくる。…………それじゃ」

　ふ、と少女は目をそらして視し線せんを落とした。

　そして小さな、慎の耳に届くか届かないかの小さなささやきで、いった。

「……………………ごめんね」

　急にユイナは背を向けた。髪がふわりと一いつ瞬しゆんなびいて、かすかな花の香りを残す。

　あっけにとられて言葉もない慎しんの前で、少女の細い背中が走っていく。見る間にその姿は街灯の届く範はん囲いを走り過ぎ、闇やみの中へと消えていった。

「……………………………………………………………………………………は、」

　慎は我われに返る。

　そうだ。自転車、置き場に戻さなくちゃ。とハンドルを持って歩き始めた途と端たん、

　気が抜けたのか、ずる、と足下が滑った。

「うわ、わぁ────────────っ！」

　コケた。べしゃ、と地面につぶれてその上に自転車が倒れた。

「いでぇっ！」

　情けない声が夜の虚こ空くうに響ひびき渡る。

　慎は仰あお向むけで、星空をぼうぜんと見上げた。背中の石畳が冷たい。胸に乗る自転車のハンドルが痛い。起きないと、と思いつつ動けない。

「…………なんなんだよ、いったい…………」

　鮮せん明めいな色の髪と瞳ひとみの美少女。

　恐怖の黒剣を持った黒衣の少女と、空から舞まい降りた血色の天使。

　無口で鋭するどい印象の慶けい介すけという少年、クリスという名の銀髪の少女。

　ひっぱたかれてぶっ飛んだ、うさんくさい変な男、九く条じよう。

　そして、門の王と境界守護士────レクスとディフェンソル。

　慎の脳裏でぐるぐると、今日きようのできごとが次々浮かんで消えてまた現れる。

　そのとき、ぐぅ、と腹が鳴った。

「どんなときでも腹が減るって、人間て偉大……とりあえずメシ、食うか……」

　慎は自転車を体の上からどけて起き上がり、制服の汚れを払う。

　ふと、ユイナが残した花の香りと、自分の胸に感じた、彼女の柔らかさを思い出す。

〝……ごめんね〟

　耳じ朶だに残る彼女のか細い声もよぎる。

　思いついて慎はポケットから携帯を取り出し、件名のないメールを開いた。

　ぶっきらぼうでそっけなくて短くて唐突で、わけのわからない彼女からのメールを。

「ぜんっ、ぜん……わけ、わかん、ねえ……………………」

　意図せず慎はつぶやいた。

　まるで、彼女みたいに理解不能で不可解だった。

　このメールが。自分の身に起こったできごとが。

　いまのこの…………状況が。
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　親指にはめたリングが、窓から射さしこむ月光に光る。

　整せい然ぜんと机の並ぶ室内で、男は宙に右手を広げ、満足気に指ゆび輪わを眺めた。三つの細い輪を組み合わせたスマートなフォルムのそれは、男の大きく武骨な指にあまり似合わない。

「この指輪、このひとつの指輪が、なにをもたらしてくれるのだ？」

　声が響ひびいた。聞く者を打ち据えて従わせる、支配者の強い声こわ音ねだ。

　男の目の前の闇やみに、ひとつの気け配はいが現れる。

　それはグレーの瞳ひとみと髪の、青白い肌の少年だ。目をみはるほどの美しい造作の顔は、美少女といっても通るほどだ。なのにうつろな灰はい色いろの瞳のせいで、生気も存在感も希き薄はくで頼りない。細い首には黒革の、首輪にも似たチョーカーがつけられている。

「答えろ〝黎れい明めい〟。我わがしもべ。明めい瞭りように答えろ。なにをくれる？」

「…………ご主人さまの、望むものを。ご命令のままに」

「それでは〝命令〈オーダー〉〟だ」

　男は、大柄な体を見せつけるがごとくゆっくりと立ち上がり、重い声で告げた。

「我が教きよう導どうにひれ伏す虚心のしもべどもを。そしてさらなる絶大なる力を、我が手に」

「…………かしこまりました。ご主人さまの、望む通りに…………」

　無感情な、弱く消えそうな声で答えが返る。

　それを聞く男の口角が、にぃ、とつり上がった。

　怖おぞ気けが走るほど、見る者の背筋を凍らせるほど、不気味で陰惨な笑えみだった。

　男は歩み、息がかかる距きよ離りまで少年に近づくと、尋ねた。

「答えろ。称号を。このリングを持つ者に与えられる称号を答えろ」

　少年はなんの表情も浮かべない。感情を奪われたように無気力で、いまにも消えそうだ。

　赤い唇がつぶやく。

「……〝輝映主〈スキアスレイブ〉〟。影かげの支配者、全すべての王の上に立つ王……」

　その言葉を聞いた男の顔に、獰どう猛もうな笑みがさらに浮かぶ。誇るように雄々しく彼は両腕を大きく開いた。巨大な男の影が少年の頭上と室内を覆おおうばかりに広がる。

「それでは、では、では……全ての哀れな迷い惑う者を導みちびこう。我が指し示す先に乱れなく進み、我が号令のままに声をそろえ歩みをそろえて従うように」

　男は大きな手のひらを宙に差し出した。指輪のはまる指をにらむ。

　そして突然、固く強くこぶしを作り握りしめた。




「この凄せい絶ぜつなる異い域いきの力を、もって─────────！」
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「うわああああああああっ！」

　慎しんはベッドから転げ落ちた。

　枕まくら元もとで大音量アラームを鳴らす携帯をつかみボタンをめちゃくちゃに押した。止まった。

「もう、朝…………？」

　朝だった。時刻は六時、起きて支し度たくをしなければ朝練に遅刻する時間だ。なぜか激はげしく疲れている気がして、慎は力いっぱい大きく伸びをし大あくびもして洗面所に向かう。

　顔を洗い歯を磨き、タオルで顔を拭ふきながら洗面所の鏡かがみをのぞきこむ。

　いつもの顔がそこにある。寝ね癖ぐせ頭あたまでちょっと童顔ぽい、見み慣なれた自分の顔だ。

「そ、だよなあ。取り立てて特徴っつーか……やっぱ普通？」

「………………し～……ん、ちゃあ…………ん」

　突如床から青白い手が伸びて洗面台の端をつかんだ。

「うぉわああああああ────────────っ！！！！！！」

　本日二回目の情けない悲鳴が響ひびき渡った。

「な、なんだよ、姉ねえちゃんか！　おどかすなよっ！」

「……なぁに……よう～……いつもの……ことでしょ……」

　ずるり、と床の人物は洗面台につかまって身を起こした。

　ばさばさの長い髪、疲れ果ててぐったりとした青い顔、廊下で寝ていたためにしわくちゃになったスーツ──慎はあんまり認めたくなかったが、これが自分の姉の羽は立だて真ま由ゆ子こだ。

「また朝帰りかよ？　寝るならちゃんとベッドで寝ろよな」

「化粧、落とさないとさ～……おなかも空すいた……しんちゃん、朝ご飯～……」

「わかった！　わかったから顔洗え！」

　慎はため息をついて姉に洗面台をゆずると、ダイニングキッチンへ向かった。

　焼いてないパンとジャムをテーブルに並べ、コーヒーだけは舌を焼くほど熱あついのをいれる。姉が現れたとき、すでに慎は一枚目のパンを食べ終わっていた。

「トーストぐらいしてよね～。ほーんと、カレー作り以外に情じよう熱ねつ注そそがないんだから」

　顔を洗い髪をとかして部屋着に着替えた真由子がいった。そうすると、けっこう魅み力りよく的てきで明るい感じ。いつもこうしてればマシなのにと思いつつ、慎は答えた。

「時間ないの。朝練遅れる。用意するだけありがたいと思ってくれよな」

「朝帰りするほどがんばって働いてる姉に、感かん謝しやの気持ちは～？」

「ありがとう。いつか返す」

「いつかじゃなくていま返せっ」

　彼女は軽口を叩たたきつつ、熱あついコーヒーを慎しんと自分のマグカップに注ぐ。

　真ま由ゆ子こは二十五歳、慎より十一も上だ。三年前両親が事故で亡くなって以来、彼女が慎を養っている。弟思いでがんばりやな姉に、慎は憎まれ口は叩くがひそかに頭が上がらない。

「ひさしぶりに慎ちゃん特製カレーが食べたいなぁ～。トマトとチキンのね、希望！」

「そんな余裕ない。大会あるし。去年出られなかったから今こ年としはおれ、記き録ろくきっちり出したい。だから当分練習に身ぃ入れて遅くなるし休日も練習。無理」

「ええ、作ってよ～。お姉ねえちゃんはそれだけが楽しみで生き甲が斐いなんだ～じたばた」

「二十五歳がじたばたするな！　……わーかったよ。簡かん単たんなヤツでよければ作っとく」

「ありがと！　ありがと慎ちゃ～ん、やっぱ慎ちゃんいい子だな～、可愛かわいいな！」

「全然嬉うれしくない……」

　調ちよう子しのいい姉の返事に、慎はまた吐息をついた。

「あれかな、おれの流されやすい性格って、姉ちゃんのせいかなあ」

「なーによ、人のせいにしないのよっ。流されてるもなにも、それって自分で選んでその状況になってんじゃないの？」

「…………う、」

　確たしかにその通り。でも選ぶ余地もない場合はどうすればいいんだろう。

　なんてことを思っている内、昨日きのうの記き憶おくが徐々によみがえってきた。

　マグカップを手に動きが止まる慎を、真由子は全然気にせず話を続ける。

「そんなんじゃお姉ちゃん心配。慎ちゃんが立派に一人前になるのが生き甲斐なのに～」

「おれのカレーが生き甲斐なんじゃないの？」

「慎ちゃんのカレーもよっ、当然よっ！」

「そんなしょぼい生き甲斐より、もっと他ほかに楽しみ見つけてください。頼む……」

「しょぼいってなによ。あ、あとね、慎ちゃんが彼女をつれてきたら、いろいろ教えてあげるのも楽しみかな。面おも白しろい過去とかね～、たとえばほら、」

　真由子はマグカップの縁ふちを口につけてほくそ笑えんだ。

「お姉ちゃんのパンツかぶって道路に飛び出したりしたこととか」

「がぼ」

　コーヒーにむせて咳せきこみつつ、慎は真まっ赤かな顔で真由子にいい返した。

「や、やめてくれよっ！　それはおれが五歳のときの話だろ！」

「お母さんのブラを両手でふり回してたことも」

「やめろバカッ！　それも四歳だ！　ああもう、おれ行くからな。カレーはナシ！」

「あ、わ！　うわあん慎しんちゃんごめんっ！　うそ、噓うそだってばっ」

　真ま由ゆ子この泣き声を無視し、慎はシューズバッグと鞄かばんをつかんでさっさと玄関に走る。「行ってらっしゃ～い」という姉の声にぞんざいに手をふると、慎はドアを開け一歩踏み出し、




「おはよう」




　開けた姿勢で凍りついた。

　ユイナが、そこにいた。明るい朝の光のもとで見る彼女は、極上に綺き麗れいで可愛かわいかった。

「……慎ちゃ～ん？　なに、そこに誰だれか、」

　バン！　慎は勢いよく背中でドアを閉めると急いでユイナの手首をつかんで走り出した。

「どうしたの」「いやあの！　いいから早くっ！」

　けげんそうなユイナの問いに慎は言葉を濁にごし、彼女をつれて必死で走る。ぐずぐずしてるとうっかり姉に、パンツ仮面だのブラ二刀流だのという過去の武勇伝を暴ばく露ろされかねない。

　自転車置き場でやっと慎は大きく息をつく。ふと、彼女の細い手首をつかんでいたのに気がついて、あわてて手を離はなした。ユイナが驚おどろきの顔で慎を眺めている。

「いや、あ、あの、天あま音ね──ユイナ、さん」

「さん、いらない。なに」

「えと、なんでおれの家の部屋番号知ってるの？」

「調しらべたから。携帯アドレスと一いつ緒しよに。…………勝手にして、ごめん」

「え、……いやその、おれは別に……あー、う、うん。えと、そろそろ行こうか」

　ぶっきらぼうな口く調ちようながらも素直に謝あやまられ、慎は困惑する。ぎこちなくなる空気をはねのけるように、慎は自転車のスタンドをはねあげ押して歩き出した。ユイナもあとに続く。

　訪れる沈ちん黙もくに耐えかねて、必死で話題を探す慎の背後から、ユイナの声がした。

「あのね。これから当分、朝も夕方も送ってくから」

「え？　で、でもしばらく朝早いよ？　夕方も遅いよ、部活で」

「いい」

　頑固なまでにすっぱりきっぱりした返事だった。慎は内心頭を抱える。

　──自分よりずっときゃしゃで細くて背も低い一見か弱そうな女の子に守って送って迎えにきてもらってる十四歳男子……って、どうよ。

「あの、ええと……説明して欲しいんだけど、いいかな。その、いろいろ」

　うん、とユイナがうなずく。

　慎は心の中で質問を整せい理りすると、息を大きく吸い、思い切って聞いた。

「なんども聞いたけど…………〝王になって〟って、どういう、意味？」

　空白ができた。ユイナは黙だまっている。慎は息を吞のんで歩き続けた。

「…………どこから話していいのか、難むずかしい」

　ユイナはつぶやき、おもむろに胸元から銀ぎん色いろの細いチェーンを引っ張りだした。

　チェーンには三つのリングがぶら下がっている。その内ふたつは大きくひとつは小さい。細身の銀の輪わに金のラインが二本入り、その間に文字列が刻まれた、シンプルで美しいデザインだ。文字列はアルファベットだが英語ではなさそうで、慎しんには意味が読み取れない。

「あたしは境界守護士〈ディフェンソル〉。神語の指輪〈デイ・ロタ〉を守る者」

「……神語の指輪？　境界守護士……？」

「〝Deus erat Verbumデウス　エラト　ウエルブム〟……言葉は神なりき。それが、この指輪の文字の意味。〝ヴィジョン〈啓示〉〟を受け取り、掟おきてに従って主人たる〝門の王〟を選び、神語の指輪を託して守しゆ護ご士しとして仕え、その命に服従する──それが、あたしたちの存在理由」

　…………………………………………………………電波？

　と思わずにはいられない。説明になってない、さっぱりわからない。

　だが実際、現実を超えたできごとが昨日きのう起こった。超えているからこそ慎には現実感がないのだが、あれが幻覚でないのなら、彼女の言葉を信じなければ先に進まない。

　九く条じよう。あのえらくうさんくさい男がいった言葉を思い出す。

〝境界守護士〈ディフェンソル〉に選ばれた門の王〈レクス〉〟

「て、ことはもしかしておれが…………その、〝門の王〟って、こと？」

「そう。でもまだ正式な〝門の王〟じゃない。裁定人の裁定を受けてないから」

「裁定人……って、昨日会ったふたりの女の子のことか。彼女たち、選別の理由がどうとかっていってたよな。よくわかんないけど、〝門の王〟ってのはつまりその、〝王〟なんてたいそうな呼び名にふさわしい、優すぐれた人間が就くべき地位かなにかなんだろ？　だったら」

　慎は困惑と熱ねつ意いを声にこめ、ユイナに問いただした。

「──────なんで、おれ？」

　少女は口をつぐんだ。きゅ、と真まっ直すぐに唇を引き結び、少し不ふ機き嫌げんな顔になる。

「……いえない」

「へ？」

「いえない。いえないったらいえない」

　きっぱりと強い調ちよう子しでいうと、彼女はぷいとそっぽを向いた。可愛かわいい顔にすねた表情は似合っていたが、慎には不機嫌の理由がわからなくて非常に焦る。

「え、えと、いえないって、ああ、あの、なんで？」

「おーい、おはよう、慎！」

　慎はふり返った。ユイナもそちらを見る。

　ひとりの少年が脇わき道みちから出て、手をふって走ってきた。陸上部で同じクラスの浅あさ黄ぎ洋ひろしだ。

　茶髪でちょっと軽けい薄はくだが、慎にとっては気のいい友人のひとりである。

「よ、朝練だろ？　一いつ緒しよに行こ、」

　洋ひろしの声が凍りついた。慎しんの背後にいるユイナを凝ぎよう視ししている。

　ユイナはすねた表情を引っこめ、彼に頭を下げて「おはよう」とあいさつした。

「お、おはよ……って……なんで!?　なんで天あま音ねさんが慎なんかと一緒にいんの!?」

「〝なんか〟とかいうなっ！」

「や、だってそうじゃん！　なんでおまえが天音さんと一緒に登校なのよ？」

「うるせーよ、黙もく秘ひ。行くぞ」

「お、おい！　ちょと待てって、慎！」

　早足で歩き出した慎を洋が追いかける。ユイナも少し足を早め、あとからついてくる。

　洋が追いつき慎の肩を腕でがしりと抱きかかえると、声をひそめて聞いてきた。

「おいおいおい、あの超絶美少女とどういうワケ？　理由聞かせろよ、慎くーん」

　────それはおれがご主人様で彼女がしもべだから。

　といってみたい気もしたが、こっちが電波と思われること確かく実じつだから、慎は黙だまっていた。

　早足で歩く内、だんだんと不ふ機き嫌げんな気持ちが腹の底にわいてくる。

　確たしかに正直、彼女みたいな超絶美少女と接点ができたのは嬉うれしい事実。けれどこんな不可解な状況に置かれて素直に喜べなんてのは、慎には無理だった。しかも勝手にふり回して勝手に危険な目にあわせているくせに、ユイナは理由もいわない説明もしない。ふり回される自分がバカらしくもなるし、つのる不信にもやもやとした怒りもたまっていく。

　気け配はいを察して洋が心配そうにのぞきこむが、慎は無言を通した。うかつに口を開けば、あからさまに不機嫌な声が出そうだったから。

　やがて自分たちが通う桜おう菱とう中学の校門が見えた。慎はさっさと一足早く門をくぐる。グラウンドに朝練の生徒がちらほらいる以外は、辺りにまだ人ひと気けはない。

　自転車置き場に自転車をつっこむ。乱らん暴ぼうにスタンドをかける音が響ひびく。鞄かばんとシューズバッグをつかんで歩き出す背後で、洋の狼ろう狽ばいした声こわ音ねが聞こえた。

「おい慎、待てよ！　あー、天音さん。俺おれたち部活なんで──えと」

　慎はふり向いた。息をかすかにはずませて、ユイナがそこに立っている。早足の慎のあとを必死に追ってきたのだろうか。頰ほおもわずかに赤かった。

「…………じゃ、朝練だから」

　不機嫌な気持ちの残る慎は顔をそむけ、そういって歩き出し、

「待って」

　小さな、か細い声がした。ぎゅ、と柔らかな細い指が、慎の指に絡からんで引き止める。

　慎の鼓動が早くなる。その指と手のひらの感触に緊きん張ちようして汗が噴ふき出す。

　横で洋があ然としてふたりを見ていた。信じられない光景を見た、という顔だ。

「────悪い、洋。すぐ行くから先行っててくれる？」

「お？　おー……おう、わかった」

　洋ひろしはこそっと慎しんに「……がんばれよ」とささやいて走っていった。

　誰だれもいない自転車置き場にふたりだけになる。校舎の陰で、ここは少し薄うす暗ぐらくてひんやり涼しい。だからよけいに、ユイナの指から伝わる体温が気になる。

　緊きん張ちようでこわばる体を無理やり動かし、慎はふり返った。

　どきりとした。ユイナが、必死な様よう子すでこちらを見上げていたから。

「……あ、」

　は、と気づいたように少女はぱっと手を離はなし、赤くなってうつむくと、いった。

「説明しなくてごめん。でも、君を選んだ理由以外なら話す。だから……」

　語尾が消えた。哀かなしげな余よ韻いんが残った。

　うつむくユイナの表情は見えない。けれど、まるで泣いてでもいるような印象を受けた。

　慎はふと、まじまじと彼女を見つめた。

　ぶっきらぼうでつっけんどんで、急に不ふ機き嫌げんになったり昨夜ゆうべのように威勢よく怒って乱らん暴ぼうな口く調ちようで人につっかかったりするくせに、こんなか弱い風ふ情ぜいも見せる彼女。

　もしかして、もしかしたら…………すごく、不器用…………なのか？

　こんな絶世の美少女だから、人より優すぐれて超越していると勝手に思っていたけれど。

　ひょっとしてもしかして、感情的で自分の想おもいに素直で、噓うそも隠しごとも計算で動くのもヘタなタイプ……なのかも、しれない。

　もちろん、それはあくまで〝かもしれない〟だ。

　けれど慎は、憤いきどおりがしずまるのを感じる。そして自分の短気が恥ずかしくなった。

「う、うん。いいよ。少しずつでいいから、説明してくれれば」

「……ありがとう…………あの、あのね」

　ユイナが顔を上げ、思い切って、という面持ちで聞いてきた。

「陸上部の練習、いまから見にいっても、いい？」

「え？　ええ？　えとその、部外者が見て、面おも白しろいかな。退屈かも」

「いい」

　慎は迷った。困惑した。でも、

「…………わかった。いいよ」

　そういった瞬しゆん間かんだ。ユイナの表情が急に明るくなった。

　まるで花が開くように陽ひが射さしたように、彼女が立つそこだけ光が灯ともった気がした。

「うん」と、うなずく声まで明るかった。

　────うわ。

　うわ、可愛かわいい。どうしよう。

「じゃ、じゃあ行こうか！」

　熱あつくなる頰ほおを隠すために、慎しんは声を張り上げ歩き出した。ユイナも一いつ緒しよに。

　慎は歩幅を彼女に合わせた。少女の小柄な体が自分の横に来る。

　夏服の袖そでから出た彼女の腕が、自分の腕に触れる。

　ほんの、一いつ瞬しゆん。けれどその一瞬の優やさしい感触が、いつまでも慎の肌に残った。




　だが慎は、練習に彼女を連れていったのを激はげしく激しく後悔、した。

　あの美少女はなんだどういうことだ埋める絞める倒すコロス、オマエだけスタートダッシュ一万本できるまで帰るなこのヤローうらやましいヤツ行くぞ死刑宣告、

　死ねえぇえええぇ────────────────────────────っ!!

　先せん輩ぱいと同級生と後輩とに袋だたきにされかけた。

　ダッシュは百本で許してもらった。…………残りは、放ほう課か後ご。
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　予よ鈴れい十分前に、慎とユイナは昇降口に着いた。行いき交かう生徒がそろってふり返る。

　もちろんユイナを。ユイナと一緒に歩く慎を。

　恥ずかしい。すごく恥ずかしい。ひとりスタートダッシュを見られたのも恥ずかしくて死ねる気がしたが、これもけっこうな拷ごう問もんだ。

　けれどユイナは気づかず瞳ひとみを輝かがやかせ、慎を質問攻めにしていた。

　どうしてひとりでダッシュしていたの？　毎朝こんなに練習するの？　夕方はどんな練習するの？　大会があるってほんと？　それっていつ？

　…………見に行っても、いい？

　わぉ。

　慎はこっそり悶もん絶ぜつする。今日きようのみんなの視し線せんは痛かった。この上大会にまで来られたら自分はきっとコロサレル。でも心の片隅で、自慢に思う気持ちがあるのは事実だった。

　と、廊下を歩きながら慎がにやにやしていると、廊下の窓を覆おおう青いビニール、そしてその前で難むずかしい顔をしているなにかの業者の大人おとなたちが見えた。ここの窓全部が壊こわれていたのだと、周囲でひそひそ話す声が聞こえる。

　慎は首をすくめて冷や汗をかいた。昨日きのうのできごとは、夢ではなかったのだ。誰だれかに見られなかっただろうか。自分があそこにいたことを────とそのとき、

「おはようございます。羽は立だて君、天あま音ねさん」

　いきなり横から声をかけられた。

　あわてて慎は相手を見る。日直の日誌を持った眼鏡めがねの少女が、にっこりとほほ笑えんだ。

「羽立君と天音さん。とても珍しい組み合わせですね」

「お、委員長……あー、おはよう」

　あいさつする慎しんの横でユイナが軽く頭を下げる。洋ひろしにしたような、そっけない仕し草ぐさだ。

　眼鏡めがねの少女の名前は丹に々に儀ぎ乃の要よう子こ。二－Ｂのクラス委員長で、慎とは隣となりの席同士だ。前髪をカチューシャで上げた知的な雰囲気の少女は、おかしそうに慎を見上げていった。

「いつの間に仲良くなられたのですか？　おふたり一いつ緒しよに登校なんて」

「う……！　見られてた？　いや、そのあの、別にこれはその」

　つっかえながら弁明する慎に、丹々儀乃がくすりと笑った。

「いえ、揶や揄ゆしてるつもりはありません。ただ、昨日きのうまではふたりで会話されてる様よう子すもなかったので、不ふ思し議ぎに思って」

「……うん、まあ、そう思うよな、普通」

　どう説明していいか困って頭をかくと、慎は思いついて話題をそらした。

「あ、そうだ。午前中の授業のノート、見せてくれよな」

「また授業中睡眠を取られるおつもりですか？」

　眼鏡の奥の瞳ひとみを丸くして、丹々儀乃はいった。

「や、だって、朝練あとの授業なんて起きてろって方がムリだってば」

「ご自分で先生の話を聞いてノートを取らないと、学力向上には結びつきませんよ」

「頼む！　委員長のノート見やすいから当てにしてるんだよ。今度ジュースでもおごるし」

「ジュースですか？　ん、もう三回以上見せてます。昼食ではどうです？」

「わかったわかった！　ジュースと購こう買ばいのパンつけるから」

「そうですね。そこまでおっしゃるなら、」

「あたしが見せる」

　いきなり横からユイナがいった。

「…………え？　えー……えと、いやいいよ、もう委員長に」

「見せるったら見せる。じゃあ、午後のノート見せる」

「天あま音ねさん、羽は立だて君を甘やかしてはいけませんよ？」

　だだっ子みたいなユイナと反応に困って汗をかく慎の間で、丹々儀乃がほほ笑えんだ。

「そんなことをしたら、羽立君は午後まで寝るに決まってます」

「あ、それいいなあ、午後の部活も元気でやれそう」

「だめ。ちゃんと起きてる！　起きてたらノート見せる」

「そ、そんなぁ、おれ絶対無理ムリ。つうかそれって意味ないしっ！」

　いい合う三人の後頭部に、力強い声が降ってきた。

「なにやってる。ＨＲ始まるぞ、三人とも」

　慎は背後をふり仰いだ。

　背の高い、スーツをぴしりと着こなした若い男性が見下ろしていた。担任の藤とう堂どうだ。

「おはようございます、藤とう堂どう先生」

「ああ、おはよう委員長」

　丹に々に儀ぎ乃のが丁てい寧ねいにおじぎし、ユイナは無言で頭を下げた。慎しんも急いで礼をする。

「珍しい三人組だな。天あま音ねと丹々儀乃と……ふむ？　羽は立だて、か」

　先生にまでいわれた。慎は少しばかりがっくりする。

　藤堂は慎の内心などまったく気づかぬ様よう子すで、ユイナにいった。

「どうだ天音。クラスには慣なれたか」

「…………はい」

「本当に？　こうして誰だれかと一いつ緒しよにいるのを先生は初めて見たな。丹々儀乃も」

「わたしもですか？」

「ああ。もう少しふたりとも同級生と交流した方がいいな。先生は見ていて心配だぞ────お、もう予よ鈴れいか。ほら教室に入れ」

　藤堂はユイナと丹々儀乃の肩を大きな手で親しげに叩たたき、教室に入った。

　三人もあとに続いて入室する。ほかの生徒たちが藤堂を見て急いで着席した。

　なかなか終わらないざわめきの中、藤堂の張りのある声が響ひびく。

「おはよう」

　一いつ瞬しゆんで教室に静けさが満ちた。

　藤堂が教卓からゆっくりと教室を見回す。堂々として、自信あふれる態度だ。

「期末テストが終わったばかりでゆるみすぎだな。私語が多過ぎる」

　ぴん、と空気が緊きん張ちようする。藤堂の声こわ音ねの力強さに、生徒たちは自然に背筋を正した。

　その様子に藤堂は声音をわずかにやわらげると、いった。

「まだこのあとにテストの返却と、成せい績せき表ひようが控えてる。それに備えて余裕はとっておけよ」

　生徒たちの緊張がほっとほぐれた。

　藤堂は生徒たちの表情を読み、的てき確かくに空気をコントロールするのが巧みだった。

　堂々とした態度と、国語担当なのに体育教師に間違われるほどの体格の良さも相まって、彼の前では誰もが圧倒される。今こ年とし赴任したばかりにもかかわらず、風紀に厳きびしく指し導どうに熱ねつ心しんなこと、名家の出であることから、他ほかの教師や保ほ護ご者しやたちに非常に評判が高かった。

　すごいよな、と慎は思う。ああいう人も世の中には存在するのだ。

「今日きようは特に伝達事項はない。ＨＲはここまでだ──っと、羽立」

「は？　はいっ！」

　突如呼ばれて慎はびくっと腰を浮かしかけた。

「部活に熱心なのはいいが、授業はしっかり聞け。他の先生方から、おまえが一時間目に起きているのを見た覚えがないと苦言をいただいたぞ」

「げ！　す、すいません……」

　わはは、と笑いが起こった。慎しんは赤面する。ちら、と窓際のユイナの席に目をやった。

　起きてないとだめだぞ、という風に、彼女はこちらを軽くにらんでいる。

　うう、と慎はうめく。どうあっても寝るわけにはいかなくなった。




　慎は起きていた。とりあえず午前中いっぱい。なけなしの根性を見せた。

　漢おとこだったぜおれ、と自分では……思う。
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　長い長い煉れん獄ごくのような午前中が終わり、待ち望んだ昼休みが訪れた。

　ユイナを昼食に誘うべきか慎は迷った。だが誘う文句が見つからず、結局洋ひろしと、同じクラスの友人の田た上がみ宗そう司じに誘われるままに、いつものように購こう買ばいに向かう。

　パンを買いこんで戻った慎は、真っ先に窓際の席に目をやる。ユイナがひとりで席に座って紅茶の缶を持ち、窓の向こうの景色を眺めている光景が、見えた。

　…………自分の意い気く地じのなさに、慎はちょっと、自己嫌悪。

　仕方なく、洋と宗司と三人で、洋の席を囲んで昼食に入る。

　カレーパンを力なくほおばる慎に、いちごヨーグルトを飲みつつ洋が聞いてきた。

「んでさ～、天あま音ねさんとどーゆー仲よ。はっきりしてくんね？　慎くーん」

「まさか本当につき合ってるのか。羽は立だてはこういうのに疎うといと思ってたんだがな」

　眼鏡めがねをかけた宗司がクールな声で追い打ちをする。七月の蒸し暑い昼、彼はきっちりシャツのボタンを上まで留めていた。隣となりの洋がだらだら着くずしているのと対照的だ。

「あ、わかるぜー、わかる。慎はさ、なんつうの。疎いっつか、天然級にニブイんだよね」

「おまえらうるせって。疎いだのニブイだの好き勝手にいうなっ」

　反はん論ろんする声にも元気がない慎に、宗司がさらに聞いてきた。

「どうやって天音と仲良くなったんだ、羽立。理解不能だぞ」

「……そんなに変かな？　確たしかに不釣合いだけど。あんな美少女と平凡なおれとじゃ」

「不釣合い？　そんなことはいっていない。接点がないっていってるだけだ。普ふ段だん、天音が誰だれかと一いつ緒しよのところを見ないからな。よけい不ふ思し議ぎで目立つ」

「そそ、フツーの少年と超絶美少女ってのがいいの。どっちも美形だと腹立つだけだし」

「どーせおれは普通で平凡で取り得がねーよっ！　ほっとけ洋っ！」

「ね、そこでひとり怒ってる話題の人」

　後ろから誰かが慎の背中をぽん、と叩たたいた。

　今日きようはつくづく誰かに声をかけられる日だ、と慎は他ほかのふたりと一緒にふり返る。

　くりっとした大きな瞳ひとみの少女が、興きよう味み深ぶかそうに後ろから慎をのぞきこんでいる。前髪を横にとめる星形ヘアピンが、アクセントのようにキラリと光った。

　同じクラスの女子だ。名前は咲さき屋や香か奈な未み。慎しんとは小学校からのつき合いだ。

「咲屋か。なんだよ、話題の人って」

「無自覚なの、羽は立だてくん？　ただいまキミは桜おう菱とう中ちゆうでもっともホットな人物なのだよ」

「う……どうせ、天あま音ねがらみだろ」

「わかってるじゃない。あんな美少女、どうやって落としたの？　それともやっぱり羽立くんが落とされた？」

「うぉおお、みんな勝手なこというなっ！　落としも落とされもしてない！」

「そのわりに詳しいことなんも話さねーじゃん。咲屋さーん、もっとつついてやってよ」

「浅あさ黄ぎくんこそ聞き出してよ。羽立くん、口堅いからな」

　なぜか少しすねた口く調ちようで、香奈未がいった。

「すごいよね、羽立くん、急に注目されちゃって。今け朝さだって廊下でさ、天音さんと要よう子こちゃんに挟まれて、なんかバトル勃ぼつ発ぱつ寸前って感じだったし」

「は!?　バ、バトルってなんだよ。そんなんじゃないって！」

「オマエ天音さんだけじゃなくて委員長とも!?　ちょっといっぺん痛い目見ろよ！」

　慎につかみかかる洋ひろしを無視して、香奈未が慎の横に椅い子すを引っ張り割りこんだ。

「ね、羽立くん。一いつ緒しよにご飯食べてもいい？」

「え？　おれは、別にいいけど……なんで、今日きように限って」

「調査です。みんなから、〝羽立慎が天音ユイナを落としたいきさつ〟を聞かれてるの」

「咲屋は顔が広いから大変だな」

　サンドイッチを口に運んで宗そう司じがいった。特に大変とも思ってないような口調だ。

　だが香奈未は気にしない。いそいそとちっこいお弁当箱を広げ、彼女は続ける。

「うん、質問攻めで大変。こっちは全然知らないのに。てことで羽立くん、協力してね」

「あのな、いっとくけど、おれに聞いてもなんにも得られないからな」

「あ、そっか。一方だけに聞いてもね……天音さんは、ご飯に誘わないの？」

　う、と慎は言葉につまった。そっと横目で窓際を見る。

　ユイナは相変わらずぽつんと座っていた。

　紅茶の缶を両手で持って、窓の外を眺めながら、静かに飲んでいる。

　本当にひとりだ。宗司のいうとおり、彼女は決して誰だれかと積せつ極きよく的てきに会話したり、クラスの輪わに入ろうとしない。まるで、この場をかりそめの居場所と決めてでもいるかのように。

「いやその……つーかさ、なんで女子は誘わないんだ？　いつもひとりだよな、彼女」

　ん、と香奈未は一いつ瞬しゆん言葉を止めると、苦笑いして答えた。

「あれだけ美少女だと、ちょっと気後れするっていうか……雰囲気的に近寄りがたいし。嫌ってるわけじゃないよ？　ひとりでいたがってる感じもするしね」

「丹に々に儀ぎ乃のもいつもひとりだよな」

　ぼそ、と宗そう司じが口をはさむ。慎しんは、自分の席の方を見る。

　眼鏡めがねの委員長が、席で本を読んでいた。そういえば、彼女も毎日休み時間ひとりで読書をしている。ユイナと異なるのは、誰だれかと話をしている光景はよく見かける点だが。

「あ、要よう子こちゃんとは違うと思う。要子ちゃんはね、ひとりでいられる人なの」

「ひとりでいられる？」

「うん。群れなくても平気なの。強いっていうのかな」

　女子はよく見てるなと、慎は内心感心する。そしてまた、ユイナの方に視し線せんを移した。

　…………不可解な彼女。

　現実と思えない危険なできごと。怪しい人々と不ふ明めい瞭りような状況。話されない隠しごと。

　慎の胸に、あらためて疑問と不信感が浮かんだ。

　自分は、やっぱりだまされているのか？　彼女はなにを隠しているのか？

　しかし、たとえユイナたちが自分をだましてからかっているのだとしても────

　…………なぜ、〝おれ〟なんだろう？

　わからない。さっぱりわからない。あまりの不透明さに、慎は暗あん澹たんとした気持ちになる。

　そんな慎を眺めていた香か奈な未みが話し出した。

「ね、最近さ、陸上部って練習熱ねつ心しんだよね。もうすぐ大会だったっけ。羽は立だてくんも出るのかな、大会？　去年は確たしか出てなかったよね」

「ああ。去年はホント、慎のヤツ惜しかったからなぁ。今こ年としに期待ですよ」

　洋ひろしの答えに、香奈未はもの思いにふける慎を横目で見る。ん？　と慎は気づいた。

「ふぅん……あのね、友だちからね、知り合いが出るから一いつ緒しよに見に行こうって誘われてるの。だからわたしも、大会に応援に行こうかなって」

「は？　なに、咲さき屋やまで大会に来んの!?」

「わたしまでって……え？　他ほかに誰か行きたいっていったの？　あ、まさか」

「なっっっにぃー!?　てめ、慎！　まさか天あま音ねさんかよ！」

「むむ、これはやっぱりつっこんで聞かないといけないよね。よし、天音さーん！」

　と慎たちの返事も待たず、彼女は窓際に走っていった。

　ひとり座っていたユイナに香奈未は話しかけ、強引に手を引っ張って立ち上がらせると、なんのつもりか丹々儀乃にまで声をかけて連れてくる。

「さて役者もそろって、これで羽立くんにインタビューができるよ」

「おい、なに勝手にやってんだよ、咲屋」

「いいじゃん、慎。男三人だけよりゴージャスな雰囲気！　さ、ふたりとも座って座って」

「浅あさ黄ぎ、席が足りない。その辺の椅い子すひったくれ」

　ぼうぜんとする慎をほったらかして、洋も宗司も香奈未も席を作り始める。

「それでは遠えん慮りよなくおじゃまします。羽は立だて君」

　丹に々に儀ぎ乃のがにこ、と慎しんにほほ笑えみかけて腰かけた。インタビュアーは要よう子こちゃんの隣となり、と宣言して香か奈な未みが座る。洋ひろしも宗そう司じも席を作ってすでに位置についた。

　ユイナだけがとまどう様よう子すで立ちすくみ、慎を見ている。助けを求めるように。

　それに気づいて、慎はわずかに体をずらし、自分の横の椅い子すを軽く叩たたいた。

「えっと……ほら、ここ」

「…………座って、いいの？」

　慎がうなずくと、ユイナはほっと安あん堵どの息をついて、少しはにかんだ表情を見せた。その仕し草ぐさに彼女の純粋な気持ちが透けて見えた気がして、慎は思わず見つめてしまう。

　────やっぱり、だまされてるのかな、おれ。

　いや、たとえだまされているのだとしても、もしかしたらだましているのは彼女以外の人間で、自分と彼女はそろって被害者で、なんて都合のいい考えまで脳裏によぎり────

　いきなり机の下で足を蹴けっ飛ばされた。

　慎が驚おどろいて顔を上げると、対面の宗司が眼鏡めがねの奥から呆あきれたようなまなざしで見ていた。

「見つめ合ってんなよ、羽立。うらやましいぞ？」




　もうそのあとは、インタビューでなくて尋問だった。

　慎もユイナも丹々儀乃と香奈未に言葉巧みに丸めこまれて誘ゆう導どうされて、ふたりが一いつ緒しよに登校して来たのもユイナが朝練を見に行ったのも大会を見学に行きたいといったのもバレてしまって、横で洋が大おお騒さわぎで宗司は肩をすくめて見ているだけで止めない。

　慎は嘆息する。

　今日きようの放ほう課か後ごには、どこまで尾ひれのついた自分たちの話が広まっているんだろう、と。




　　　　　　　４




　校舎の壁かべの巨大時計が夕方六時を指す。

　下校のチャイムに追われ、部活を終えた生徒たちが連れ立って校門から流れ出た。

　傾く陽ひ射ざしの下、長く濃こい影かげを道路に落として。

　その群れる影に重なる、さらに長い長い影。

　校門の赤茶けたレンガ壁にもたれる、ひとりの男の影だ。

「…………んンー、いいねーいいねー、若い群れだねぇ」

　笑えみを浮かべて男は、そんな少し不ふ穏おんな発言を唇に乗せた。




　七月の蒸し暑い夕方なのに、ダークスーツをだらりと着てポケットに両手をつっこみ、男は門を出る生徒たちを観かん察さつしていた。

　年ねん齢れい不詳だが当然生徒ではない、関係者っぽくもない、保ほ護ご者しやにはとうてい見えない。

　赤シャツと緑のタイのイカレた配色が非常にうさんくさい。

　帰宅する生徒たちがちらちら横目で彼を盗み見る。そんな彼らに男はニヤリと笑い、「さよーなら～」とあいさつをした。生徒たちはあわてて視し線せんをそむけ小走りになる。

　なまじ顔が整ととのっているだけに、そのニヤリ笑いは非常に変。変態。変質者。

　かなりやばい。通報されるのも時間の問題だ。

「おーっ、と、いたな」

　顔だけ出して校内をのぞいていた男は、誰だれかを見つけた。男の視線に乗るように、ふたり連れが歩いて来る。自転車を引いた少年と、長い髪をなびかせて歩く美少女と────

「…………え、」少女が気づいた。

「…………あ、」少年も気づいた。

「よ、元気ぃ？」男が軽い調ちよう子しでいった。

「な────なんで団長がここにいるの!?」

　ユイナが走り寄った。声がいささか焦りを含んでいる。

「いや、たまには保護者がお迎えも良くない？　しかし、久々の学校はいいよな。なンつうの、若くて幼いエネルギーに満みちあふれてるっつかさ。やっぱ子どもは群れて育たないと」

　男は辺りを見回して、またもやそんな不ふ穏おんな発言をした。ユイナの後ろで自転車を引いた少年がそれを聞き、うさんくさげに眉まゆをしかめる。ユイナが困ったように男にいった。

「でもあたし、これから彼を送って家まで行くんだけど」

「まあ、ちょっと一いつ緒しよにおいで。お、どーも少年。俺おれのこと覚えてる？」

「………………ども。九く条じようさん、ですよね」

　警けい戒かい気味に少年、こと慎しんがあいさつした。よっぽどうさんくさいと思っているらしい。

「そう引かないでくれって。怖くないよ？　食べないよ？」

「……怖くないっていわれてもですね……あの、なんの用なんですか」

「そーだな。色々聞きたいことも、説明したいこともあるし。たとえば」

　九条は一歩、慎に近づいた。ポケットに両手を入れたまま歩み寄る彼に、慎は反射的に身を引きそうになってこらえている。

「〝門の王〟と〝境界守護士〟に、ついて」

　慎の目が見開かれる。身を引く体勢を戻し、興きよう味み深ぶかげな表情になった。

「説明してくださるんですか」

「ま、その他ほかイロイロね」

　その言葉に、ユイナが横からつっかかった。

「団長！　いい、それはあたしが話すから！」

「いや良くない」

　九く条じようが即答。

「オマエ、彼にろくに説明してないだろー。昨日きのうの様よう子すでわかったね。ン？　どうよ？」

「そ──それ、は」

「ユイナは説明ヘタだしな。っつうわけでここはひとつ弁の立つ俺おれ様さまがですよ」

「失礼、ここでなにをされてるんでしょうか」

　とがめる声が九条の弁舌をさえぎった。三人はふり返る。

　慎たちの担任の藤とう堂どうがそこにいた。いぶかしげに厳きびしく眉まゆを寄せている。

　彼は九条を足の先から頭頂部まできついまなざしでねめつけると、いった。

「下校する生徒から、不ふ審しんな人物が校門のところにいると聞きまして」

「あー、先生ですか。いやいやいやぁ、お疲れさまです」

　軽口気味に九条が返すと、藤堂の視し線せんの厳しさが増した。

「関係者でないのでしたら、早々にお引き取りいただけますか。子供たちが不安がる」

「関係者です。天あま音ねの保ほ護ご者しやでして」

　しれっと九条がいった。

「な!?　……本当なのか、天音？」

「本当です」

「本当に？　天音、脅されてでもいるんじゃないのか？」

「うーわ、人聞き悪いですね、先生。本当に保護者ですよ。ま、一応ですけど」

　口をはさんだ九条を、藤堂はユイナと交互に見比べた。きつい表情は戻らない。彼は九条を横目でうかがいつつ、ユイナの肩に親しげに手を置いていった。

「天音がいうなら仕方ないが……なにかあったら先生にいうんだぞ。いいな」

　ユイナは黙だまってうつむいている。九条が愉快そうにその様子を眺め、口を開いた。

「やだな、そこまで疑いますか、先生？」

「ああ。人と話をしているときに、両手を隠したままの人間は信用ならないですから」

　藤堂がびしりといった。彼と、九条の目線が交差する。

　その場の緊きん張ちように、慎の顔がこわばる。ユイナも口をつぐんで見守っている。下校する生徒たちも、おびえた風に様子をうかがいつつ背後を通り過ぎて行く。

　へらっ、と急に九条は緊張を和らげるように、笑った。

「さすが先生。学外の者にもご指し導どうとは、恐れ入ります」

「恐れ入るなら今後気をつけるべきだ」

「確たしかに。ご指導の通りに……したいところですが、できかねます。なぜって、」

　藤堂の眉み間けんのしわが、不審と憤いきどおりでいっそう深くなる。

　それを見る九条の笑えみに、かすかに───────

「まともな手じゃ、ないンでね」

　ぞっとする凄すごみが、加わった。

「…………………………！」

「失礼。それでは」

　絶句する藤とう堂どうに頭を下げると、九く条じようは慎しんとユイナを促して歩き出す。

　三人を、藤堂はしばし見つめていた。

　だが彼らが視界から遠ざかる前に自ら身をひるがえし、校内へ歩き去っていった。




　慎は黙だまって九条のあとを歩いた。背中に絡む視し線せんを感じたが、ふり向くこともできない。

「……団長、あんな風に疑われて腹立たないの」

　ユイナがつぶやいた。あきらかに不ふ機き嫌げんな口く調ちようだ。

　九条のことを団長と呼ぶんだな、と慎はいまさら気づく。

「生徒思いで良い先生じゃないの。熱ねつ血けつで。それに俺おれがうさンくさいのは見て一発だ」

「そういうのは自分でいわない。っていうか、わかってるならちょっと直す」

　呆あきれたようにユイナがつぶやいた。学校にいるときよりも、はるかに彼女は饒じよう舌ぜつで自然体で、あきらかに身内の前でのくだけた様よう子すだった。

　どんな関係なのかと、慎は後ろから彼らを観かん察さつする。顔立ちは似ていない。兄妹でも親しん戚せきでもなさそう。保ほ護ご者しやなのかもしれないが、まさか年ねん齢れい的てきに親子なわけは────
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「ウチの事務所に来てもらおうと思ってさー、慎しんくんに」

　話の中に自分の名前が出て、ドキ、と慎の鼓動が一いつ瞬しゆん大きくなる。

　ユイナが心配げに慎をふり返り、九く条じように聞いた。

「……変なこと、しない？」

「なンだ、変なことって。オマエの〝王〟なら、いずれ案内しなきゃならなかっただろ」

「それは、そう……だけど」

　少女は不安そうにうつむくと、九条の歩く横から離はなれて慎の隣となりに並んだ。

「時間、いい？　家に連絡する？」

「あ、いや……うち、姉しかいないんだ。不規則な仕事してるから、たぶん今日きよう中じゆうには帰ってこない。だからちょっと遅くなったぐらいじゃだいじょうぶ」

「ん。遅くなってもちゃんと送ってく」

「いや、いいって！　自転車もあるし、遅くなったらそっちの方が危ないから」

「いいの。送ってく。ひとりでなんて帰せない。絶対、送ってく」

　強情に繰くり返すユイナに、慎は笑いがこみ上げる。つくづくこれじゃ逆だよな……と。

　そのとき、ドン、といきなり歩く足が誰だれかにぶつかった。

「あ、すみませ、」

　見下ろしていいかけた慎の眉まゆがしかめられた。

　浮浪者だろうか。異様な風ふう体ていの男がガードレールにもたれてぐったりと座っている。

　薄うす汚よごれたスーツ、ぼさぼさの髪、疲れたような前まえ屈かがみの猫背の姿勢と生気のない瞳ひとみ……。

　その男のすぐそばを、小さな灰はい色いろの姿が走っていくのも同時に見えた。グレーのパーカーのフードをかぶった子どもだ。子どもは追い抜き様にちらりと慎をふり返った。

　────フードの奥の闇やみから一瞬、色のない瞳がのぞいて光る。

「慎くん！」

　鋭するどく呼ばれ、慎はふり返った。

　少し離れた先から、九条とユイナが立ち止まりこちらを見ている。九条の面おも白しろがるような表情は変らないが、ユイナの態度はこわばるように固い。

　ユイナが厳きびしい、けれど少し当惑した声でつぶやいた。

「団長、いまの……！」

「ン……〝領りよう域いきの間あわい〟だね。まだ片へん鱗りんだ。手出しはできない」

「あ、あの、なんのことで……」

　困惑して慎は口を開きかけたが、いまのふたりが気になってもう一度背後を────

　その顔がこわばる。

　誰もいない。空っぽの空間を前に、慎はぼうぜんと立ち尽くした。

　ほんのわずかな間に角を曲がり歩き去ったのか？　それしか考えられないが……。

「おーい、置いてくぞ」

　だるげな九く条じようの声に慎しんは我われに返り、急いで自転車を引いて追いついた。

　不ふ思し議ぎな男と子どもの記き憶おくは、その一いつ瞬しゆんで脳裏から消えた。




　いつしか三人は学校のある住宅地域を抜け、駅前の繁はん華か街がいにさしかかった。

　沈みかけの陽ひに照らされて、辺りはまだ完全に夜ではない。だが駅前に林立するビルや併設するショッピングモールに、真昼のような照明が灯ともる。

　ガード下をくぐり、駅裏にひしめく薄うす汚よごれた雑居ビル群に着いた。周囲は暗く人通りもまばらで、その場にいるのは慎たち三人だけだ。

　九条は、中でもひときわ古びたビルの前で立ち止まると慎をふり返り、

「てきとーにその辺に自転車置いて。あ、鍵かぎは当然かけろな」

　といって階段に続く狭く暗い入り口に入っていった。

　てきとー、といっても停とめるに適当なスペースなどない。迷ったあげく入り口につっこんでチェーンで施せ錠じようすると、慎は階段の上がり口で待つユイナと九条のもとへ急いだ。

　狭苦しく急な階段を三人は昇る。ビルには誰だれかがいる気け配はいはない。話し声も足音もない。

　頭上の電灯は弱く足元は暗く、いまにも転げ落ちそうで、慎は内心少し怖かった。

　四階か五階を過ぎた辺りか、踊り場の途中にあるひとつのドアの前で、九条は止まった。

　古びたインターホンが、錆さびの浮いたドアの横についている。

「ユイナ、押してくれ」

　ポケットに手を入れたまま九条がいうと、うなずいてユイナが後ろから手を伸ばした。

　ブザーが鳴る。呼び出し音はむやみに大きく割れていて、かなり旧式だった。

「…………なんの用だ。セールス訪問販売宗教新聞占いチラシ、みんな無む駄だだから速やかに回れ右していますぐ帰れ」

　ものすごく尊大で偉そうだがどこか幼さの残る、おそらく少年の声が出た。

　九条がインターホンのマイクに顔を近づける。

「お、ウィル？　俺おれオレ」

「詐さ欺ぎも帰れ」

「誰が詐欺だっ！　いいからここを開けろ。苑そのちゃんはいるか」

「フン、先ほどからお待ちかねだ。いま開けるから急いでくれよ」

　がちゃ、ぎぃい、とドアがきしんで開いた。九条が足をひっかけ開いたドアを止める。

「どーぞ」

　促されて慎は狭い踊り場で無理やり体を移動すると、九条の脇わきから中をのぞきこむ。

　わずかに開いた隙すき間まは真っ暗だった。さっきの声の主はどこだろう。

「ほら少年、遠えん慮りよしないで入れって」

「うわ！」

　背後から蹴け飛とばされた。慎しんはバランスを崩してドアの中に転がりこみ、

「……………………なっ!?　こ……ここ、は？　ここはどこだ!?」

　思わず声が出た。

　辺りは明るく、夕暮れ間近の空が見える。

　そこは、どこかの古いマンションかなにかの解放廊下だった。慎は廊下の手すりをつかんで身を乗り出す。真下は公園で、走り抜ける自転車、揺れるブランコ砂場に滑り台、帰り支じ度たくをする子どもたち……そんなありふれた光景が見えた。

　背後をふり返る。出てきたドアは、あの錆さびの浮いたそれではない。「鈴すず木き」と表札が出ている。家族の名前も表札に並んでいる。ごく普通の家庭がそのドアの向こうにあるに違いない。絶対に賭かけてもいい、あの雑居ビルの階段には通じていない。

　慎は無む意い識しきに首をふった。信じられなかった。自分の視力も思考力も信じられない。

「はいはい、案内人が来たぜ、少年」

　すぐ横に立つ九く条じようがニヤリと笑うと、あごをしゃくって廊下の方角を指し示した。

　慎はおそるおそるそちらに顔を向ける。

　彼方かなたまで続く白いコンクリートの廊下の真ん中に、ひとりの子ども──少年がいた。

　十歳ぐらいだろうか。手入れの行き届いた金髪にハシバミ色の瞳ひとみと白い肌、タータンチェックの半ズボン、校章のついた半はん袖そでシャツにワインレッドのタイという容姿は、いかにもインターナショナルスクールに通うお坊ちゃまの外国人子弟だ。

　見栄えは非常にいい。しかしその口く調ちようは、

「貴兄がユイナの王か？　ああ、紳士のたしなみだから、こちらから名乗ってあげるよ。僕はウィル。フルネームはウィリアム・オシアン・マクファーソン。苑その茉まつ莉りの〝守護士〟だ」

　イヤミったらしく金きん色いろの前髪をかき上げ腰に手を当てて、超々尊大な口調で少年は名乗った。髪をかき上げた左手の小指に、キラリと小さなリングが光る。

　慎は軽く頭を押さえた。これは…………なんというか、リアクションに困る相手だ。

「それじゃ案内するよ。はぐれると面めん倒どうだから、ちゃんとついて来いよな」

　綺き麗れいな動きで少年は背を向けた。同時に九条が、「遅れるなよ」と慎にいって、やっぱり両手をポケットに入れたまま、すたすたと長い足で歩き出した。

「だいじょうぶ、だから」

　ユイナがいった。慎は、はっと隣となりを見る。彼女は励ますようにうなずくと歩き出した。

　その背を見つつ慎は息を大きく吸いこみ、意を決して足を踏み出した。

　…………だが、今度の道順もめちゃくちゃだった。

　昇る、廊下を端までつっきる、降りる。「竹たけ下した」の表札のドアを開け「松まつ山やま」の表札のドアから出る、管理人室のドアに入りだだっ広い高級マンションらしき場所に出てエレベータに乗り、扉が開くとそこは薄うす暗ぐらい廃工場で、錆さびの臭においがする放置された機き械かいの間を抜け事務所のそっけないスチールドアを開いて中に入ると──────

　慎しんの足が止まる。

　中は、明るい吹き抜けのフロアだった。

　真っ白な床、真っ白な壁かべ。天てん井じようから柔らかい光が落ちる。慎は見上げた。

　頭上の天窓から太陽が見えた。高い天井にはゆっくりと回るファンが設置され、空気をかき回している。壁かべ際ぎわにはいくつもの観かん葉よう植物が置かれ、緑が部屋の白に映はえて目に染みた。

　フロアの中央に置かれているのは、液晶モニタとキーボードとＰＣの載ったいくつかの大きなデスクと、スマートなデザインの応接セットだ。それがあるだけで、ここがオフィス的な意味合いを持つ場所だとわかる。

　白いレースのカーテンがかかる大きな窓からは、青い真昼の空が見える。窓の外には空だけで、他ほかの建造物はここからは見えない。日本でなく異国の見知らぬテナントビルの最上階とでもいわれれば、慎は納得してしまっただろう。

　慎は茫ぼう然ぜん自じ失しつの態で立ちつくす。

　ほんのさっきまでいた、自分が見み慣なれて馴な染じんだ場所とはかけ離はなれすぎていた。

「お、苑そのちゃん。悪いねー、待たせて。突然だけどつれてきちゃいましたよ」

「いいえ、かまいませんわ。ユイナさんの王であれば、いつなりと」

　九く条じようの言葉に、澄すんだ音色の楽器を奏かなでたような響ひびきが答える。

　慎はその声に意い識しきと視し線せんを向けた。

　視線の先に、純白のワンピースを身につけた少女がいた。

　白のヘッドドレスの下からのぞく巻いて垂らした髪は栗くり色いろだが、瞳ひとみは黒。顔立ちはドールのように愛らしく、外国人にも見える。彼女が着ているホワイトロリータ調ちようのフリルとレース造りの可か憐れんなワンピースは、そんな日本人離れした容姿にとても似合っていた。

　少女はレースの手袋をはめた両手でスカートの裾すそをつまむと、品よくおじぎをした。

「あたくしは苑茉まつ莉り。あなたを迎えて光栄ですわ────ユイナさんの〝門の王〟」

　茉莉はにっこりとほほ笑えんだ。その彼女の横にウィルが並び、腕組みをしてこちらをにらむ。親しみやすい茉莉と対照的に、えらく生意気な態度だ。

「……結局、連れてきたんですか」

　チャリ、と鎖くさりが鳴る音がして、誰だれかの言葉が割りこんだ。

　昨夜ゆうべ出会った、ナイフにも似た体つきと顔立ちの少年、慶けい介すけだ。銀のウォレットチェーンを変わらずジーンズの腰に下げている。その背後に、銀髪のスーツ姿の少女が立っていた。

「おー、ケイ。そ、イロイロあれこれ、説明してあげようかなと」

「団長が説明すると、いらないことも教えませんかね」

　少年はわずかに肩をすくめると、慎しんに視し線せんを移した。

「自分は才さい木き慶けい介すけ。……こっちは自分の〝守護士〟、クリス」

　言葉少なに自己紹介をする彼の後ろで、クリスが頭を下げる。かすかなよそよそしさと警けい戒かい心しんが、その青い瞳ひとみに浮かんでいた。

「というわけで、こうして面子メンツはそろい踏み────」

　九く条じようは慎をふり返った。彼の後ろに慶介、茉まつ莉り、クリスとウィルが並ぶ。

　高い高い吹き抜けの天てん井じようの真下、真昼の陽ひ差ざしを跳ね返す真っ白なフロアにおいて、まるで配下を従えた悪の首領のようにダークスーツの男はニヤリと不敵に笑い、




「ようこそ少年。〝天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉〟へ」




　慎は息を吞のんだ。

　そのかたわらに、ユイナが口をつぐんで立つ。慎の腕に、寄りそう少女の腕が触れた。

　現われ出いでた非日常の片へん鱗りんを前にして、自分があるべきごく普通の世界から遠ざけられた場所にいて、ただすぐそばに感じる彼女の存在だけが─────────

　現実と自分とをつなぐ、たったひとつの支えだった。
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　マンガ雑誌を小こ脇わきに浅あさ黄ぎ洋ひろしが書店から出たのは、夕暮れも過ぎた十九時。

　背負ったリュックの中から、携帯の着メロがかすかに聞こえる。たぶん母親だろう。

「どーせどこほっつき歩いてんだってとこか。ああ、めんどクセーよな」

　部活の疲れが肩に重い。洋はううん、と伸びをした。

　仕方ない、帰るとするか……と、洋はだらだら家の方角へ歩き始める。

「いいよな～、慎は。俺おれにもどっかに美少女落ちてねーかな」

　なんてしょうもないことをつぶやきつつ、人通りの少なくなった暗い道を歩く彼に、

「うわっ！」

　突如前から誰だれかがよろけて倒れこんだ。

「あ、あぶねーっ！　なんだよ、ちょっと気ぃつけろ！　っつ……の…………」

「……ごめんなさい、お兄にいさん」

　相手が顔を上げた。洋の動きと言葉が止まった。

　グレーのパーカーのフードをかぶった相手の顔は、思いもかけない美形だった。見とれるような長いまつげ、ぞくぞくするような紅あかい唇、抱きとめた体もほっそりとしている。

（うわ、美少女落ちてるじゃん！　ちょっとこれってあれ？　運命の出会いってヤツ？）

「あ、いいよいいよー、俺おれだいじょうぶだからっ！　えと君こそ」

　洋ひろしは相手を抱き起こして、ふと気づいた。確たしかに細く肉はないが、少女にしては骨がしっかりしている。心に浮かんだ疑問符に、道路を照らす弱い照明のもと目をこらす。

　その灰はい色いろの子どもは悲しげに切なげにうつむき、

「……ごめんなさい……浅あさ黄ぎ、洋、さん…………」

「え、な──なんで、俺の名前、を」

「ごめんなさい。本当にごめんなさい……でもあなたの名前……いただき、ます」

　パーカーのフードがはらりと落ちた。その下から───────────

　灰色の髪が現われる。道路に落ちる弱い明かりに、灰色の瞳ひとみがかすかな光を放つ。

　細い腕が伸びた。洋の茶髪の頭を、その腕が抱き抱える。




　夜道に落ちたリュックの中から携帯の着メロが鳴なり響ひびく。

　アップテンポの明るいフレーズが、無人の道路に延々といつまでも絶えず繰くり返された。







　誰だれも出ない。







[image: Chapter3　acceleration]
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　強い夏の夜風に血色の髪が吹き乱される。

　緋ひ色いろの少女が高いビルの屋上の縁へりに腰をかけ、下界を見下ろしていた。

　ふと、彼女は背後をふり返る。闇やみの中から闇の色をまとう少女が歩んでくる。

「謝しや罪ざい。神撃貴手〈ダッチェス・ガンナー〉・ヴィヴィ。お待たせしました」

「……別に待たされてなンかない、カナメ。謝罪はいらないわ」

「感謝。では報告。〝異い域いきの輩はい流りゆう〟を、わたくしも確かく認にんしました」

　カナメを見る紅くれないの瞳が厳きびしい光を放つ。少女は静かに地上へ視し線せんを移した。

　真昼のごとき街の灯あかりに追われる夜闇のそこここに、かすかに────

　ぎり、と紅い唇をヴィヴィは嚙かみしめた。

「……これで、一刻の猶ゆう予よもないのがはっきりした。ユイナにも、もう時間はない……」

　その言葉を聞くカナメの黒い瞳が、前髪の下でかすかに細められた。

「逡しゆん巡じゆん。〝王〟を定めぬまま、彼女の力を損なう結果になるのは、非常に遺い憾かんです」

「それだけユイナが、〝境界守護士〟として優すぐれてるってこと？」

「肯定。その通りです」

「あなたに彼女の指ゆび輪わを託し、別の守しゆ護ご士しの血脈に預けた方がベストじゃない」

「提言。別の人間を〝王〟に推すい薦せんする、という手もありますが」

「あの馬ば鹿かがつくほどの頑固者が、普通に薦すすめて自分の選択をひるがえすわけないわ。もっとも、すでに宣言と授与を済ませていたら仕方ない、裁定へ移行だけど」

「了解。それでは一両日中にも職しよく務む遂行いたします。そして、感かん謝しや。ありがとうございます、ヴィヴィ。裁定人として未み熟じゆくなわたくしが職務を行えるのも、あなたがいればこそ」

「…………どうしたの、突然」

「遺憾。わたくしは友人として、あなたの〝王〟になれたなら良かったと、考えています」

　カナメのつぶやきが風に乗る。返事は、なかった。

　答えを待たず、黒衣の少女はくるりと背を向け、再び音もなく闇やみへ消えていった。

　その場に緋ひ色いろの少女だけが残る。しばしの間のあと、その紅あかい唇が開いた。

「カナメ……主従の契約がなくたって、アタシはずっと一いつ緒しよにいるわよ。そう決めたもの」

　そのひとりごとを、強くなる風が消す。湿気をはらむ空気には、雨の気け配はい。

　緋色の少女は立ち上がる。

　強風がビルの端に立つ少女のドレスと血色の髪をあおり、さらにいっそうひるがえす。

「ウェレラン」

　ヴィヴィがひとつの名を呼ぶと、右腕がまばゆく輝かがやいた。

　翼つばさが無数の白い羽根を宙に舞まわせて大きく広がる。燐りん光こうが少女を包む。

　両手を広げる。編あみあげのブーツを履はいた足が一歩、踏み出し─────────

　ダイブ。

　夜を忘れる光の街に、緋色の天使が堕おちていく。
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　ソファに腰かけた慎しんの足が揺れる。

　このむやみに大きいソファは、絶対ガイジン専用に違いない。なのに正面に腰かけている九く条じようの足は床についていた。つまり慎よりずっと足が長いのだ。なんとなく慎は落ちこむ。

「要するにエージェント屋なンだな、俺おれたちは。広告関連業務や業務代行、所属フリーランスのマネージメントに企画立案、人材斡あつ旋せん……と手広くやってる。国内・海外問わず顧こ客きやくは多いから、結構忙しいンだよねーこれが」

「………………はあ………………」

「一息つかれたらいかが？　フレッシュハーブティをいれましてよ」

　九く条じようの説明の最中、茉まつ莉りがワゴンを押してお茶を運んできた。あわてて慎しんは姿勢を正す。

　慎と、隣となりに座るユイナ、九条の真横で慎を観かん察さつするように腰かけているウィルの前に、ガラス製のティーカップとシフォンケーキの載った皿が置かれた。九条は飲まないようだ。

　カップに注がれているのは薄うすい黄き緑みどり色いろの液体だ。フレッシュハーブティなど飲んだ経けい験けんのない慎は、どんな味かとついためらってしまう。

「今回の調ちよう合ごうはリラックス効果のあるレモングラスとスペアミントですの。さ、どうぞ」

「は、は……い」

　茉莉に促され、ユイナとウィルも飲んでいるのを見て、おそるおそる慎は口をつけた。酸味のあるさわやかな味が口中に広がる。香りも気持ちよい。慎はちょっとほっとする。

　九条が眉まゆを寄せ、慎が飲む様よう子すを眺めていった。

「ハーブティ？　よく飲めるなーそンなの。それってあれだろ、菜っ葉の煮汁」

「ぶ、」菜っ葉の煮汁、もといハーブティを慎は噴ふき出しそうになる。

「フン、団長みたいなデリカシー欠如の輩やからはネギの煮汁で充分だね。さあ、遠えん慮りよしないで飲みたまえよ。茉莉が手ずから淹いれたティーを残したら、許さないぞ」

　九条をにらんでウィルがすすめる。と脅されても、慎にはもう煮汁にしか見えない。

「────で、エージェント会社の話に戻るけど」

　九条がまた話し出した。急いで慎は意い識しきを戻す。

「実務組そ織しきは他ほかにある。俺おれたちは、その人員や資金を利用させてもらってるってワケ」

「え、じゃあ全然関係ないのにこっそりただ乗りっていうか寄生してるっていうか」

「いうじゃないの。なンつーか、抜けてるだけの少年かと思ったのに」

　いったいどういう風に思われてるんだろう。慎はなんだかがっくりくる。

「関係ないわけじゃない。エージェント業務をしている会社──Ｄ・Ｇ・セントラルオフィスっていうんだけど──の設立者は、苑そのちゃんだよ」

「え!?　え、ええ!?」

　思わず慎は飛び上がるようにして茉莉を見た。ふふ、と少女が品よくほほ笑えむ。

「えと、あのもしかして童顔なだけで、すっごい年いってます？」

「いいえ、先月で十七歳になりましたの。設立者といっても、亡くなった父の残した会社組織と人材ネットワークがあればこそ。あたくしの実力ではありませんわ」

「それは謙けん遜そんだね。たった二年でエージェント業務方面に発展させて軌道に乗せたのは、まぎれもなく彼女の手腕だよ。ま、いまは信用のおける人間に経営権を委託して、外部監かん査さ法人としての名目で立ち上げた〝天上劇団〟というオフィスの代表なンだけどね……さて」

　に、と九条が笑みを口の端によぎらせると、ソファから立ち上がった。

「それではいよいよ、本題に入ろうか──少年、ちょっと来てくンないかな」

　頭上のずっと高い位置から声が降る。慎しんは気け圧おされて思わずうなずいた。隣となりにいたユイナの表情がさっとくもるが、九く条じようはそれを無視して茉まつ莉りと慶けい介すけに声をかけた。

「苑そのちゃん、〝屋上〟へつれてって。ケイ、ちっとつき合ってくれ」

「はい」「……なんですか」

　デスクから立ち上がった慶介のあとに続いて、クリスもこちらへ歩きかけるが、

「おーっと、クリスとウィルは待ってろよ、ここでな」

「なんだって!?」

　ウィルが抗こう議ぎの声を上げた。クリスも、驚おどろきをその端正な面おもてに浮べる。

「すぐすむからさ。ちょっと少年を囲んで話するだけだって」

「だめだ。守しゆ護ご士しは王のそばにいると決まっているんだぞ！」

「ウィル、すぐ戻りますのよ。どうかここで待っていてくださいませね」

「茉莉。それは…………命令〈オーダー〉か？」

「いいえ。お願ねがいなのですわ、ウィル」

「…………そう。わかったよ。茉莉がそういうなら、僕は待ってる」

　悄しよう然ぜんとうつむくウィルの肩を、一いつ瞬しゆん、茉莉がなだめるように優やさしく手で触れる。

　彼らの横で、クリスがかたくなな表情で慶介にいった。

「命令〈オーダー〉を。わたしの使命は王を守ること。命令がなければ遂行します」

「うーん……、クリスはホント、お堅いなあ……ケイ。頼む」

　慶介は九条の頼みにうなずくとクリスをふり返り、

「命令、待たい機き」「ｙａ」

　わずか三語でふたりの間の意思の疎通が済む。

　慎はぼうぜんとそのやり取りを見ていた。どうやらこの場には、慶介・クリス、茉莉・ウィル、というふたつの主従関係があることが、一連の流れで理解できた。

　ユイナが立ち上がり、歩きかけた九条の前に必死の面持ちで割りこんだ。

「待って、あたしはついてく。彼はなにも知らない。せめてあたしの前で説明して！」

「なにも知らないから実地で説明するのさ」

　九条が穏おだやかに、しかし有う無むをいわせぬ意思を声にこめて答えた。

「待ってろ。だいじょぶだって。とって喰くったりも体を痛めつけたりもしないからさ」

「でも……！」

「ユイナさん、あたくしがいます。危険があるようでしたらきっとお呼びしますから」

　茉莉になだめられ、ユイナは迷いを見せながらもやっと不承不承うなずいた。

　慎はちょっと──いやだいぶかなり──不安になる。実地とは、なにをされるのだろうか。痛めつけたりしないと九条はいったが、どうも彼の言葉には信用がおけな、

「歩いて」

　思いにふける後ろから、慶けい介すけが命じた。迷いながらもなす術すべなく、慎しんは歩き出す。

　背後をふり返るとユイナの姿が見えた。彼女は唇を引き結び不安げに見送っている。

　うわ、と心細さがつのる。悪人に拉ら致ちされていく気分だった。

　フロアの端、両開きの扉の前で九く条じようは立ち止まると、茉まつ莉りにいった。

「じゃ、苑そのちゃん。いい？」

「はい。もう先に設定済みの場所ですの。どうぞこのままお進みくださいませ」

　白いレース手袋に包まれた両手が扉を押し開いた。九条が入り、慶介が続く。

　仕方がない。慎も息を大きく吸うと思い切って一歩、扉の中に足を踏み出し────
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　────踏み出した足が止まった。

「…………!?　ここ……は、」

　辺りは真っ暗で明かりもない。自分がどこにいるのかまったく判断できない。

　だがふと、空気の匂においが違うのに気づいた。室内の、清せい潔けつで人工的な匂いではない。雑多な種類が混じりあう外の匂いだ。やがて目が慣なれて、慎は驚おどろきに目を見開いた。

〝屋上に〟と九条はいった。そう、確たしかにここは、

「ここって……！　ウチの中学の」

「そう。桜おう菱とう中東校舎の屋上さ」

　九条の声に、慎は周囲を見回す。中庭を照らす照明と周りの住宅街の明かり、遠くの繁はん華か街がいのにぎやかな灯あかりが見える。目が慣れてみれば、意外に多くの光があった。

「じゃあ早さつ速そくだが、ちょっと聞こうかな。ユイナからどこまで説明されてる？」

　周りを見渡す慎の後ろから、九条が質問を投げた。あわてて慎はふり返る。

「え……えと、そう、ですね。おれが、〝境界守護士〟である彼女が選んだ〝門の王〟であること。〝境界守護士〟はヴィジョンを受け取り、〝神語の指輪〟を自分が選んだ王に託して、王に仕えて守るのが使命であること……とか。それと」

　慎は記き憶おくを探り思い出す。他ほかにもなかっただろうか。なにか彼女の話で他に────

「……Deus erat Verbumデウス　エラト　ウエルブム……」

　慎の口から自然に、意い識しきせずにこぼれ落ちるように、言葉が生じた。

「言葉は神なりき。あのリングに書かれているのは、そういう意味だって」

「……In principio erat Verbum et Verbum erat apud Deum et Deus erat Verbum.……始めに言葉あり、言葉は神とともにあり、言葉は神なりき。ヨハネによる福音書第一章だ」

　夜風に九条の歌うような言葉が乗り、流れていく。

「で、彼女が説明したのはそれだけ？」

「はい。おれの記き憶おくにある限りでは」

「正式な主従の宣言とリングの授与はまだだよな。で、君を選ンだ理由は説明したか？」

「いえ、それは……彼女は〝いえない〟と。それ以外なら話すからと」

「そっか。困ったね。俺おれたちがいま一番知りたいのは、なぜ彼女が選ンだのが」

　闇やみを透かして、九く条じようの探るような視し線せんがこちらを見る。心の内、体の内まで見通される気がするほどに強い執しつ拗ようなまなざしが、痛いまでに慎しんに突き刺さる。

「〝君〟なのか、ということ────なンだよね」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくがその場を満たした。慎も口をつぐむ。非ひ難なんされてでもいるかのようなその声こわ音ねに、なにもいい返せない。が、九条はうーんとうなると、いきなり軽い口く調ちようで、

「実は君が、由ゆい緒しよある古い血筋の出だとか代々魔ま術じゆつ師しだとかＤＮＡの突然変異で隠れたスーパーな能力を持ってるとか死んだ遠とお縁えんのおじーちゃンから遺のこされたビッグな遺産があるとかほンとは宇宙人で未来人で異世界人で神様の末まつ裔えいで──とかそンなの、ない？」

「……………………………………………………………………はい？」

　この人普ふ段だんなに見てんだ？　と慎は眉まゆをひそめた。

「…………すいません。おれ、ごくフツーの一般人です。ご期待に添えるような遺産もオプションも裏設定も特にない、と思います」

「学校の成せい績せきは？　生徒会長だったりスポーツ特待生だったりしない？」

「しません。成績は中間、陸上部ですけどタイムも平均ぎりぎりですって」

「百歩ゆずって雨の日に捨て猫を拾う優やさしさを見られたりってな超お約束は」

「猫なんて拾ってません。ついでにいうと犬もパンダもペンギンも。あのですね、彼女は転校してきてまだ一ヶ月です。おれに隠れた取り得があるとしてもそんな短い期間でわかると思いますか！　ってなんかおれ、自分で話してて情けなくなってきた……」

「そっか。実は幼なじみってのもないよな。彼女がこの街にきたのは一年前だし」

　──一年前？

　その言葉に、慎の胸に疑問が浮かぶ。ユイナが転校して来たのは一ヶ月前だ。一年前にこの街に来たというなら、なぜもっと早く転校してこなかったのだろう？

「ま、とりあえずそれはおいておくとして。それじゃ順を追って事情を説明しようか」

　九条はだらりと柵さくにもたれる。その横で、茉まつ莉りも慶けい介すけも彼の話を待つように無言で立つ。

　屋上を吹く風が強くなる。空気に、雨の気け配はいが混じっている気がした。

「〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟は、〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟を受け継ぎ守ってきた血脈のことだ。とある使命／掟おきてを、その身に負って」

「……使命……掟……？」

「彼らが負う使命／掟は、おおまかに三つ。


　一、〝異い域いき〟より〝現世〟を守ること。

　二、〝門の王〟となる人物を見み出いだし、〝神語の指輪〟を授けること。

　三、自らが選んだ〝王〟に仕えて守り、絶対服従すること────



　シンプルだろ？　内容はともかくとして、ね。

　では、〝神語の指輪〟について説明しようかな。見せてやって。苑そのちゃん、ケイ」

　九く条じようの命令に慶けい介すけはうなずくと、甲を上にして両手を見せる。

　しっかりとした男らしい手だ。両の中指に、昨夜ゆうべ見たあのリング──幅の太いマットシルバーの輪わがある。中央には青い宝石、それを囲んで棘とげのような突起のような装飾が二つ。まるで武器のように武骨だ。裏側には、あの文字が刻まれているらしい。

　茉まつ莉りが片方のレースの手袋を取り、左手を出した。

　きゃしゃな細い小指に、ひとつの指輪がはまっている。持ち主の手に合わせてしつらえたような、プラチナの輝かがやきの可か憐れんなリングだ。輪の中央に小さく言葉が刻まれている。その文字をはさんで、金きん色いろの輝きの微小な石がふたつ。

　慎しんが確かく認にんしたのを見届けて、慶介と茉莉は手を引く。

「これが〝神語の指輪〟だ。王がはめるものと守しゆ護ご士しがはめるものとが存在する。見てわかるとおり、ふたりとも、そして実は俺おれも────」

　九条が、静かにいった。

「選ばれた〝門の王〟だ」

　その言葉に、慎は新たな疑問を抱いた。守護士は選んだ相手にリングを与えて王となす。すなわち王には守護士が必ひつ須すなのだ。慶介にはクリス、茉莉にはウィルというように。

　…………では、九条には？

　九条が慎の困惑を読み取ったか口を開いた。

「少年の疑問はわかるよ。なンで俺に守護士がいないかってことだろ。ま、端的にいうと」

　ほろ苦い笑いが彫りの深い顔によぎった。ほんの、一いつ瞬しゆん。

「俺は捨てられたのさ。守護士に」

　──王を捨てた？　自分が選んだ王に絶対服従するという守護士が？

　慎は驚おどろいて九条を見つめた。いまの言葉にさらに強い疑念が生じる。

　だが九条はそれ以上説明せず、避けるように話題を変えた。

「で、リングを授与され〝門の王〟となった人間は、ある〝称号〈タイトル〉〟とともに超常の力を授かる。同時に守護士もリングを手にして王を守る力を得る。必ず王と守護士がペアでなければ、力は発動しないンだ──では、その〝称号〟と超常の力とはどんなものか？　ま、手っ取り早く実演してもらいましょうかね。ケイ」

「……やっていいんですか」

「いいよ。ちょうど」

　逡しゆん巡じゆんを見せる慶介に、九条があごをしゃくって遠くの空を指し示した。みなも一斉にならう。見上げる空の雲は深く、闇やみは濃こい。濃のう厚こうな湿気の匂においが慎しんの鼻び腔こうをくすぐる。

「ほら、遠雷だ」

　言葉どおり、遠い彼方かなたの雲に深く覆おおわれた空の一角に、青白い稲光が走った。

　光からずっと遅れて腹に響ひびくかすかな低音が届く。距きよ離りはかなり離はなれているのに、ずしりと重い雷鳴は、途方もないエネルギーを感じさせる。

「……そうですね。少々やってもごまかせますか。それじゃ」

「片手だけね。両手はやめとけよ」

「まさか。いくらなんでも」

　ふ、とかすかな笑えみを片かた頰ほおによぎらせ、慶けい介すけは広い屋上の中央へ進む。

　慎は息を吞のんでその様よう子すを眺める。いったい慶介は、なにを見せてくれるのか。

　慶介は屋上の中央に立つと、右手を軽く前に突き出した。校庭の方向だ。

　中指のリングがかすかに光る。明めい瞭りような、くっきりとした発音で彼はいった。

「基き盤ばん構成─啓示：雷〈フルメン〉─」

　大きな手がすい、と横に払われる。

「性質─誇示：光〈ルークス〉─」

　手のひらが天に向けて伸ばされる。

「形状─槌〈トゥデス〉─」

　こぶしを作り左胸に当て、す、と慶介は大きく息を吸い一いつ瞬しゆん息を止め────

　右手を開き前に突き出し力強く打ちすえるように朗々と響き渡る声で、

「────雷撃光〈イクトゥス〉─────────！」




　世界が白はく濁だくした。







　は、と慎は我われに返った。

　床にへたりこんでいる自分に気がつく。だがなにも聞こえないなにも見えない。自分の視覚も聴ちよう覚かくも麻ま痺ひして奪われなにひとつ感じられない────！

「だいじょうぶですの？」

　かすかに茉まつ莉りの声がする。彼女は慎の腕をとって、立ち上がるのを助けてくれた。それでようやく感覚が戻ってきて、向こうから歩いてくる慶介の姿が見えた。

　九く条じようのゆるい声が、その慶介にかけられる。

「ケイ、やりすぎー。なに、俺おれって超つえぇ！　とか見せたかった？」

「……わかりやすくしたまでです」

　からかう九条に、慶介が淡々と答える。

　やっと慎しんには理解できた。校庭の方角に耳を聾ろうするすさまじい雷光が落ちたのだ。それが慶けい介すけのしわざであり、彼の指ゆび輪わと授けられたという〝称号〟のなせるわざだということが、

「わかったかな、少年。〝門の王〟の持つ力の一端が」

　九く条じようの言葉に、慎はぼうぜんとうなずいた。

「慶介の称号は〝雷吼〈ディバインブロウ〉〟でいま見たとおり。苑そのちゃんは〝空間制定〈ヴォイドルーリング〉〟。空間をつなげたり特殊な場を生み出したりする力だね」

　慎はごくりとつばを吞のみこむ。あまりにも恐ろしい力だった。〝超常〟とはよくいったものだ。いま見たあれはほんの一端、その力の片へん鱗りんに過ぎないに違いない。

「……どうして。どうやってあんなことが……できるん、ですか？」

「オカルティックに〝魔ま術じゆつ〟でもいいよ。けど、文化人類学上でいうところの〝呪じゆ術じゆつ〟の方が正しいかな。〝呪術〟ってのは……そうだな、簡かん単たんにいえば、超自然の力を制御し支配した上で、その力を利用して術者が望む現象を実体化する行為、って感じか。では具体的に、〝呪術〟を発現するために必要な要素はなにか。三つあるが、それがなにかわかるかな？」

「い、いいえ……」

「呪文、呪具、呪的行為の三つだ。ケイの行動を見ただろ？　呪具が〝神語の指輪〟、呪的行為が指輪をはめた手の動き、そして呪文が、ケイが口にした言葉────」

　突如、彼は身を起こして慎に近づくとその間近で低く、ささやいた。

「〝完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉〟」

「え……完……完全、言語…………って……」

「言葉は神なりき、さ。神語の指輪を持つ王のみが音に発したときに、リングをはめた手から望んだ〝現象〈フェノメノン〉〟を実体化できる言葉。それが〝完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉〟。全すべてに通じる絶対概念を持つ、共通言語〈リングァ・フランカ〉だ。

　世界には本来、明めい確かくな区切りはない。カテゴリなンかない。だが俺おれたち人間は〝言語〟、大きくいえば〝記号〟を使って、世界と現象を区分しカテゴライズし差異を認にん識しきして現実を作り出している。けどね、この〝言語─記号〟ってやつは、同一の慣かん習しゆうや文化を持つ共同体の中で自由勝手に決められたシロモノだ。いいかえれば誰だれかにとっては明確に存在する事象や事物や現象が、その存在を区別する言語を持たない者たちには認識できないってわけ。

　だが門の王は、〝神語の指輪〟と〝完全言語〟を駆使することで、どんな誰にも見える形に存在と現象を規定できる。見えざるものに形を、存在なきものに実体を、ありうべからざるものに確たる根拠を、無から有を────生み出すことが、可能…………なンだよ」

「そ、そ……そんな、そんなそれじゃ、その力って！」

　慎は理解した。恐るべき真実をいまやっと彼は吞みこみ把握し、思わず叫んだ。

「無敵じゃないですか。万能じゃないですか、門の王ってのは！　つまりその完全言語を使えば、どんな存在も現象も創つくり出せるし引き起こせるんでしょう……！」

「そう、そう、そうなンだぜ少年。そうだその通り！　すごいな、すごい力だ。恐ろしいまでの力だ────これぞ無敵の万能の、〝神〟と〝創造主〟の力だ!!」

　慎しんは思わずたじろいだ。九く条じようの強い語気に圧おされて一歩、足が下がる。

「……怖いのか？　少年」

　くく、と九条は笑い身を離はなす。彼は屋上の鉄てつ柵さくにだらりともたれると、いった。

「安心するといいよ。そこまで〝門の王〟は万能じゃない。どれだけ強い力を持っていようと、本人自身はフツーの人間、生身の肉体だ。それに、重要な制限がある」

「重要な制限って……」

「〝門の王〟は、授けられた称号にしばられるンだ。ケイの〝雷吼〟という称号は〝雷〈フルメン〉〟に関係した現象しか発動できない。苑そのちゃんの〝空間制定〟も〝扉〈ヤーヌア〉〟という象徴を利用しなければならない。無条件に無制限に使えないわけです、残念。

　で、だ。〝門の王〟の力はそれでも強大だ。うかつな人間が称号を手に入れたら？　考えなしに発動されれば取り返しのつかない事態を引き起こしてしまう──よな」

「……そうか……だから、〝境界守護士〟がいるわけなんですね」

「うン、思ったより少年の理解力は悪くないね。そう、境界守護士は神語の指ゆび輪わを託すにふさわしい人物を選ぶ。力を悪用、濫らん用ようしないか、使いこなすに充分な自制心と分別とがあるか、ね。そして二重のチェック機き構こうとして〝裁定人〟がいる。裁定人は、守しゆ護ご士しと王を補助するネットワーク組そ織しき〝境界標〈テルミヌス〉〟から情報を得て、独自の判断で行動する職務だ。選ばれた王を裁定し、指輪の力を預ける度量がないと判断すれば、王を処刑できる」

　思わず慎は体を固くした。ということは、九条たちの介入がなければ、もしかしたらあの場でカナメたちに殺されていたのかもしれない……!!

「ではなぜそんなもの──門の王、境界守護士、神語の指輪──なンてものが存在するか……その存在理由が、少年。君にはわかるかな？」

　九条の声に慎は意い識しきを戻した。目の前の男が、なにかを含むまなざしで見ている。試されているのだと察して、ここまでの話を思い返しながら、慎はためらいがちにいった。

「……あの、境界守護士の掟おきてのひとつだという……〝異い域いき〟より〝現世〟を守ること……もしかして、それが理由ですか？」

「そう、そう、そうなンだよ……少年」

　唐突に九条の笑えみが消えた。初めて見せる鋭するどさ、刃やいばにも似た険しい光が瞳ひとみに宿る。

「〝異域〟とはこの世ならざる場所──異世界、異界、他界、魔ま界かい、魔境、異境──どう表現してもいいが、つまり俺おれたちが認にん識しきしているこの〝領域〟とは別の次元に位置する〝領域〟を指す。神語の指輪も守護士の血脈も、もとははるか昔に〝異域〟より来たらしい。

　しかし一口に現世を守れといわれても、あまりにその定義は漠然としている。そこで〝門の王〟が要るわけさ。〝門〟とは〝境界〟を示す代表的なシンボル、区切りの象徴だ。内界と外界、日常と非日常、うつし世とかくり世──〝門〟があるために、〝内＝秩序〟と〝外＝混こん沌とん〟という概念が生み出される。つまり〝門の王〟は、現世と〝異域〟を区切る象徴であると同時に、守るべき対象としての〝記号〟なンだ。〝異域〟より来る敵に対抗するための…………ね」

「〝異域〟より来る敵って……いったい、それは？」




「〝デイブレイク〟」




　ズシリと強い、遠雷のように重く、低い言葉だった。

「俺おれたちのいる、この現世を壊こわす存在だ。世界を区切る〝境界〟を破は壊かいし、日常の秩序を、安あん寧ねいの調ちよう和わを、確かくたる領域と世界とを無にする存在──それが、〝デイブレイク〟」

　九く条じようの声の重みに、慎しんは息を吞のむ。ごく、とのどが鳴った。

「……そ、それはいったいなんですか？　得え体たいの知れない未知の化け物……ですか」

「さあね。過去何度も戦いは繰くり返されたが、そのつど彼らの姿は変化する。不定の存在らしい。だが〝境界守護士〟らは、絶えずそれの侵攻の〝啓示／ビジョン〟を受ける。その恐るべき〝ビジョン〟を夢に見て、彼らは常に敵の存在を思い知らされているのさ」

　遠雷が、また聞こえた。九条の言葉の終わりにそれが重なった。

「〝境界守護士〟たちは、それの侵攻から現世を守るためにいるンだ。彼らは守しゆ護ご士しとして、自分の選んだ王に身も心も捧ささげる。どんなひどい扱いを受けてもどんな理不尽な命令をされても──たとえ本心では拒否していても──必ず服従する……そう、たとえば」

　九条は皮肉な冷笑を浮かべ、斜にかまえた姿勢で慎を見た。

「〝命令〈オーダー〉、服を脱ぎ足を開け〟……こんな、ゲスな命令にもな」

　ドキリと一いつ瞬しゆん、慎の心しん臓ぞうの音が高くなる。あからさまな九条の言葉に、頰ほおが熱あつくなった。

　ユイナの顔が脳裏によぎる。考えてはいけないと思いながら、勝手に浮かぶイメージが止まらない。もしも、もしも彼女にそんな命令をしたら────

　慎は自分のとんでもない妄想を消そうと激はげしく頭をふった。

「な、なんで……なんでそこまでしなきゃいけないんですか？　守護士の意思を無視してまるで道具のように扱う、そんな身勝手な自由を王に与えるなんて、誰だれがしたんですか！」

「さてね。けど俺は、王を選ぶには、そんな不合理な掟おきてが必要不可欠なンだと思うよ」

「……え……なぜ……」

「いまの少年にはわからないだろーな。ただこれだけは確実にいえる。守護士たちはわが身を顧かえりみず使命を果たそうとする。俺たちがいるこの日常を守るために、褒ほう賞しようも賞しよう賛さんも栄光も名誉もなく、もしかしたら勝利の歓喜さえもない戦いに挑むンだ……まったくけなげだね」

　やれやれ、といった風に彼はおおげさに首をふった。

「──では、少年。君は思ったよりも見所がある。もしかしたら、もしかしたらだが、ユイナが選んだのも納得できる立派な資質があるかもしれない……なぁ？」

　声が間近で聞こえた。いつの間にか九く条じようがすぐ目の前に立っていた。

「え!?　な、なに、を……」

「うン、うン……いいね、見せられるかもしれない。〝境界守護士〟たちが受け取る〝ビジョン〟を見せても──もしかしたらだいじょうぶかもね」

「九条さま、お待ちくださいませ！」

　それまで黙だまって聞いていた茉まつ莉りが口をはさんだ。

「見せてどうなさいます。いたずらに怯おびえさせるだけですわ」

「どのみち俺おれたちが敗れれば、その〝ビジョン〟はリアルになる。この無む垢くなる少年も、遅かれ早かれいつかは見るハメになったりするかもよ？　だったらいま見せてやるのはどうかな。〝境界守護士〟たちがどんな重荷を、どんな重い責務をその身に担っているかさぁ」

「団長、自分も反対です。せめてユイナをこの場に」

「いないからいいんだよ、ケイ。邪じや魔まされないからな」

　低く太く黒い声こわ音ねが慎しんの耳じ朶だを震ふるわせる。

　狂気じみた濁にごった響ひびきが、慎に一いつ瞬しゆん怯えをもたらした。

「あ、あの、いったい……なにを……！」

　慎は後じさりする。だがその後退の速度よりも早く九条が近づく。

　覆おおいかぶさるように長身が少年に肉にく薄はくする。夜の闇やみのように大きな影かげがのしかかる。

「絶対に邪魔はするな、苑そのちゃん、ケイ。さあ少年、歯を食いしばる必要はないぜ、体はまったく痛くないからな。でも覚悟はしろよ、ちっとばかり常軌を逸してるから」

　慎は息を吞のんだ。逃げようとした。だが体が動かない。まるで固く強く拘こう束そくされたように逃のがれられない。なぜだろう……！

　慎は気がつく。自分の腕を誰だれかがつかんでいることに。それが九条の手であることに。

　体の陰で手は見えない。だがずっと隠され見えなかったその手があらわにされている──それだけでいまが異様な状況なのだと感じる。

　目の前をふさぐ闇の中に白が見えた。

　それが九条の歯だと、彼が笑っているのだと慎は知って、恐怖に襲おそわれた。

「や……！　やめ……やめろ！」

　腕をはずそうと暴あばれかけた慎の耳元に漆しつ黒こくの影が唇を寄せ不吉に言葉をささやいた。




「──裏夢〈リム〉──」




　指を鳴らす音がした。
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　　　　　　　４




「…………んでさー、カノジョとどーゆー仲よ、慎しんくーん」

　誰だれかがいった。

　──え？

　慎は自分が、パンの袋をつかんだまま硬直していたのに気がついた。

　隣となりで洋ひろしがのぞきこんでいる。宗そう司じも眼鏡めがね越しに、いぶかしげに慎を見つめていた。

「……や、あの……」

「なにボーッとしているんだ。そこに突っ立ってると邪じや魔まになるぞ、出よう」

　促されて、慎は真昼の戦場と化した大混雑の購こう買ばい部ぶを出た。

　もう昼だった。廊下の窓から射さしこむ光はまぶしくて、目に痛いぐらいだ。

「どしたよ、部活でお疲れかぁ？　そういや午前中寝てなかったみたいじゃん、珍しく」

「確たしかに珍しい。いつも羽は立だては委員長のノートあてにして怠たい慢まんしてるからな」

「そんなこというなら、宗司がノート見せてくれよ」

「俺おれは親友思いなんだ。友人を堕だ落らくさせるような真ま似ねはしない」

「成せい績せきの方が堕落するよな～、慎」

「うるせーよ、洋ひろし！　おれと似たりよったりの成せい績せきでいうなっ」

　三人は笑いながら廊下を歩く。いつもの昼休み、いつもの学校だった。友人たちは普ふ段だんとなにひとつ変わらない。行いき交かう生徒の姿も校舎の様よう子すもどこも変わりはない。

　良かった──と慎しんは思い、ふと、なぜそんなことを思ったのだろうと考える。

　変わりがあるわけがない。こんな平へい穏おんな日常にいったいなにが起こるというのだろう？

「でさ、さっさと白状しろよなー。あのカノジョといったい、




　──前方を歩く生徒たちの間から黒こく灰はい色しよくの影かげが現われ慎たちに走り寄り行き過ぎて──




　なにガ、　　　　　」

　いく本もの巨大な棘とげが洋の胸から突き出る。声が止まり体が崩れ落ちる。

「…………………………！！！」

　慎は驚きよう愕がくで口を開けた。床を見下ろす。

　倒れた洋の胸から鋭するどい棘が生はえ、白い夏服のシャツに赤い血がにじみ染めていく。

「……ひ、……ひろ、……洋!?」

　後ろで重い音がした。慎はふり返った。

　足元に黒い眼鏡めがねのフレームが落ちて、レンズの欠片かけらが散らばっている。

　宗そう司じが、そこにいた。うつぶせに倒れた体を深く、鋭く太い金属の棘が貫いている。




　誰だれもふり返らない。

　廊下を歩く生徒たちは誰ひとりとして、床に倒れる慎の友人たちに気がつかない。

　流れるふたりの血を踏みつけた上うわ履ばきが、廊下に赤い足跡を残して行く。

　音がない。白昼の夢のようになんのざわめきも音もその場にはなにひとつない。

　そして、慎は、見た。

　廊下の端にわだかまる黒灰色の人影。その黒い影の中に、小さな白が現われる。

　笑っている。影は歯を剝むき出しにして歪ゆがんだ残忍な笑えみを慎に向けている────

　そのときはじめて慎ののどの奥から恐怖の叫びが恐ろしい勢いで駆け上った。







「うわああああああああああああああああああっ！」

　慎はベッドから転げ落ちた。

　動どう悸きの音が痛いまでに激はげしい。いまにものどから飛び出しそうだ。こめかみの血管まで脈打っていた。ガンガンという脈動の音が体の中から直接鼓膜を震ふるわせている。

「…………ゆ…………め？」

　は……と、慎しんは床に寝転んで息を吐いた。

　良かった。夢だった。悪い夢だったのだ。吐く息とともに深い安あん堵どが慎の体を満たした。

　そのとき鳴なり響ひびくアラームに気がついて、慎は手を伸ばし携帯をつかむ。

「うわ、やべ！」

　時刻を確かく認にんしてはね起きた。すでに時刻は六時十五分。このままだと朝練に遅刻する。

　食事をとっている暇はない。寝ね癖ぐせ頭あたまをかきつつ、慎は薄うす暗ぐらい洗面所に走った。

　家の中には姉の気け配はいはない。今日きようはどうやらちゃんと寝室にいるようだ。

「そーだよな、大体二十五にもなって、そうそう適当なとこで寝ないでくれって感じ」

　ひとりごとで文句をいうと、慎は顔を洗おうと洗面台の前に立ち、

　──ふと、なにかが慎の意い識しきに引っかかった。彼は足元に目め線せんを落とし、




　姉が死んでいた。




　彼女は床に仰あお向むけになり四肢を無む雑ぞう作さに投げ出し息絶えていた。

　胸の谷間を貫くのは金属の棘とげ。長い髪が渦を巻き、流れ出た血だまりにつかっている。

　ふと、背筋を震ふるわす悪お寒かんに、顔を上げる。

　洗面所のドアの暗がりに半身を隠すようにして、誰だれかが、慎を見ていた。

　影かげだ。黒こく灰はい色しよくの影だ。それは慎を見て白い歯を見せてニヤリと笑った。

　確たしかに、笑った────

　狂乱の叫びが慎の唇を割ってほとばしり出た。







「───────────ッぁああああああッ！！！！」

　慎は飛び起きた。激はげしい鼓動と脈動でガンガンと頭痛がした。ベッドの上で自分の胸をつかみ、熱あつく荒々しい嵐あらしのような呼吸を繰くり返す。

　しばらくして、悪夢の名残なごりが薄うすれるにつれ、鼓動も呼吸も次第におさまってきた。深く息を吸いこんで吐き出すと、汗で粘る額ひたいをぬぐう。辺りはまだ薄暗い。枕まくら元もとの携帯電話を開くと、バックライトで手元だけが明るくなる。現在時刻は午前四時半だった。

「…………なんで、こんな夢……立て続けに見るんだよ……」

　大きく息をまた吐いて、慎はベッドから下りた。体はだるいが寝なおす気がしなくなり、慎はぐったりと洗面所に向かった。

　ドアを開ける。灯あかりのないその場所は、自分の部屋よりずっと暗かった。

　突然、悪夢がまざまざと思い出された。

　身震いが慎を襲おそう。慌てて洗面所の電気をつけた。周囲は明るく照らされて、普ふ段だんと変りない光景が浮かび上がる。床にはなにもない。誰だれかが倒れていたりもしない。

　ほ、と息をついた。怖がりな自分がちょっと情けなくなる。

「そうだよな……あれは夢だってのに。なにびくびくしてんだろおれ……」

　自じ嘲ちようのひとりごとをつぶやき、慎しんは洗面台の前に立って鏡かがみを、




　肩越しに姉の首が見えた。




　蒼あおざめた死の色をした顔が、うつろで光のない瞳ひとみが、慎を見ていた。

　誰かが、姉の死体を抱いて、慎のすぐ背後に立っている。

　姉を抱いているのは黒こく灰はい色しよくの影かげ。照明の真下にいるのに、黒い影しかそこにはない。

　なのに、剝むき出す白い歯だけはくっきりと、見える。

　それを認にん識しきした瞬しゆん間かん───────

　絶望の絶叫が腹の底からすさまじい勢いでこみ上げた。







　血を吐く叫びとともになんども飛び起きた。

　心しん臓ぞうが爆ばく発はつするほど壊こわれそうなほど、激はげしく鼓動を打った。

　脂汗で全身を濡ぬらした。過呼吸になる寸前の荒い息を目覚めるたびに繰くり返した。

　覚めても覚めても覚めてもなんど繰り返し目覚めても、そこは悪夢の真まっ只ただ中なかだった。

　姉が死んだ。殺された。洋ひろしが、宗そう司じが死んだ。いくどもなんども殺された。

　学校中で家で街中で彼らの死体を見た。

　同じ数だけ、あの黒灰色の影を見た。

　物陰にいるのを、背後に立っているのを、天てん井じようからのぞいているのを、机の下から見ているのを、姉や友人の死体に覆おおいかぶさり顔を上げてこちらを見上げて、

　…………笑って、いるのを。




　狂いそうだった。狂いかけていた。

　無限に続く恐怖の中で、慎は叫んだ。

　助けて、助けて、誰か助けて、お願ねがいだからおれを誰か助けてくれ！！！！

　彼は叫び、それが決してかなわぬ叫びだと知り、絶望に打ち砕かれ─────────







「…………慎くん！　慎くん、しっかりして、しっかりして………………!!」
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「────ぐぁあああああああああああああああああッッ！！！！」

　獣けもののような咆ほう哮こうを慎しんは発した。

「戻ってきて！　それは夢なの、幻なの！　お願ねがい、お願いお願い、目を覚まして！」

　泣きそうな必死の声に、は、と慎は目を見開いた。

　温かい体が自分を強く抱きしめている。慎はその体に力の限りしがみついていた。

「ゆ……ゆめ、……？　こ、これ、も、ゆ、め……？」

「夢じゃない、夢じゃないの。もう、もうだいじょうぶだから……！」

　いい聞かせるように誰だれかがいった。それでも信じられず、荒い呼吸で体を震ふるわせて慎は目を閉じて相手に抱きついた。これが悪夢の続きでないようにと祈りながら。

　誰かが慎を抱きしめる。守るようにいたわるように、優やさしく強く。

　その腕の温かさと確たしかな感触、語りかける優しい声、自分を抱く相手の髪からただよう柔らかな花の香り──それが、恐怖と混乱で狂いそうだった慎の心を落ち着かせてくれた。

　嬉うれしかった。救われたと思った。その温かさに、慎は泣きそうなほどの安心感を覚えた。

　もうだいじょうぶだと、もうあんな終わりのない悪夢は来ないと信じられた。

　そっと慎は顔を離はなし、自分を助け出してくれた相手を見た。

「…………え……？　ユ……イナ……？」

「良かった。君がちゃんと戻ってきてくれた……良かった……」

　心からの安あん堵どが、その声と表情に浮かんでいた。

　ユイナは、ほ、と息を吐いて体を離し、照れくさそうにぎこちなくうつむいた。

　慎も自分を取り戻し、頰ほおが燃もえるように熱あつくなる。

　いくらパニックだったとはいえ、ユイナに抱きついていたのだ。しかもさっきまで自分に押しつけられていた彼女の胸──柔らかな弾力だとか意外なボリュームだとか──の感触までよみがえってきて、脳が沸ふつ騰とうしそうになる。

　ユイナがそんな慎を不安げにのぞきこむと、唇を嚙かんだ。

「……ゆるさない……絶対、絶対…………ゆるさない！」

　彼女は立ち上がり、全身に怒りをみなぎらせ背後の人物をにらみつけた。その相手は、

「……どうして、彼にこんなひどいことをしたの！」

「ンん？　さあて、どうしてだと思う？」

　九く条じようがポケットに両手をつっこんで、だらしなく柵さくにもたれている。

　自分をにらむユイナを無視して、彼は茉まつ莉りに聞いた。

「苑そのちゃん、なんでユイナ呼ンだの。邪じや魔まするなっていっといたのに」

「危険だと判断したからですわ。あのままではこの方の精神は壊こわれましてよ」

「そっか、うン、マズイよね、それはね。前途ある無む垢くな若人わこうどをつぶしちゃうのはね」

「団長！」

　呼ばれた九く条じようがふり返る。あからさまに面おも白しろがっている顔で、ユイナの怒りなどまったく意にも介していない。それに気づいて、ユイナの口く調ちようはさらに激はげしくなった。

「彼はあたしの〝門の王〟だ。彼を傷つけるなら、たとえ団長でもゆるさない！」

「ン、いいよ。……で、どうするつもり？　ここで戦ったりなンかする？」

「…………え………………」

　緊きん張ちよう感かんのかけらもない返事に、ユイナが言葉を失った。九条はさらに続ける。

「仮の王のために、オマエが命を張る意味はないと思うンだけどね」

「そんなの関係ない。彼を王と決めたのはあたし。だから命も体も張るのが当然だ！」

「それは忠義でけっこう。けどさ、いくら〝境界守護士〟でも、命はひとつしかないわけだよね。なら、命を張るにふさわしい相手にしたらどうかな」

　床に尻しりをついていた慎しんは、九条の言葉にぎくりと体をこわばらせる。

　自分のことをいっているのだと、わかったから。

　その慎に九条が横目で視し線せんをくれる。凍るような冷ややかさが感じられた。

「俺おれとしてはちょっと失望。結構イイ線いってそうだったけど、やっぱごく普通の一般ピープルですよ、この少年は。ユイナが守しゆ護ご士しなんて、もったいなさすぎだな」

「普通の人間がなんの前触れもなく〝ビジョン〟を見せられたら、こうなるのは当然だ！」

「そう、そうです。そのとおり。彼はごく〝普通〟の人間だ。仕方ないね当然だね」

　は、とユイナが口をつぐんだ。そんな彼女に、九条は容赦なく話し続ける。

「百歩ゆずって、なんら優すぐれた点も逸脱した能力も取り得も特長もない一般人の彼にさ」

　──彼の言葉は、隣となりで聞いていた慎をもぐさりと刺し貫いた──

「〝門の王〟としての力量があるとしましょう。じゃ、どうして先に話しておかなかった？　自分の役目や使命や、ビジョンのこと敵対する相手……第一に」

　打ち据える言葉が、ユイナに向けられた。

「なぜ〝門の王〟として、彼を選んだのか…………って、ことをさ」

「……あ…………」

「オマエさ、俺たちにはいわなくてもいいよ、けどなンでいわないの？　肝心の相手に。なンの説明もなく〝あなたが王です〟ったって、どーしろって感じだろ」

　ユイナはうつむいた。夜の闇やみと長い髪が、うなだれる彼女の表情を隠した。

　九条が柵さくから身を起こし、ぼうぜんと成り行きを眺めていた慎に声をかける。

「少年、その気がないならさっさと断ってやって。でないといつまでも、どういう理由かさっぱりわかンないけど、ユイナは君に固執し続けるから。もう時間があんまりないンでね」

　そういうと、九く条じようは茉まつ莉りと慶けい介すけをふり返った。

「苑そのちゃん、フォローしたいなら自由裁量でヤッていいよ。ケイ、扉開けてくれるかな」

「……はい」

　慶介は慎しんとユイナを一いち瞥べつした。そのまなざしに、同情の色がかすかに見える。彼は出口に近づき、ドアボーイのようにドアを開けた。九条がふり返りもせずに出ていく。

　続いて慶介が出ていき、その姿が消えたあと、静かによく通る声がユイナにいった。

「雨が降りそう。ユイナさん、〝扉〈ヤーヌア〉〟をつなげますから、そこからこの方をお連れして差し上げてください。鞄かばんと自転車はあとで才さい木きさんに届けてもらいますから」

「…………わかった」

　ありがとう、とユイナが茉莉に礼をいう。どういたしまして、と茉莉が返して、ドアへと歩いていく。彼女の足音が遠ざかっていく。

　慎は顔を上げなかった。その全すべてを、床に座りこんだまま聞いていた。

　全部、自分と関係ない遠い場所で交わされた会話に聞こえた。

　頰ほおに冷たい滴しずくを感じた次の瞬しゆん間かん、激はげしい音とともに大粒の雨が降り始めた。




　遠雷はもう、聞こえなかった。




　　　　　　　６




　屋上の扉は、慎の家の扉につながっていた。

　濡ぬれた体で玄関のドアの間から滑りこむ。家の中はひっそりと音もなく静かで、姉がまだ帰っていないのは明らかだった。余計なことを聞かれずにすみそうで、ほっとする。

　靴を脱いで上がり、慎は手探りで照明のスイッチをつけた。灯あかりが玄関と廊下を照らす。長い廊下の向こうの暗がりが目に入る。ふと慎は、見せられた〝ビジョン〟を思い出した。

　血を流して床に倒れていた姉と、暗がりにわだかまる笑う影かげ─────────

　ぶる、と体が震ふるえた。雨に濡れたせいではなかった。

「……だいじょうぶ？　体、濡れてる。早く着替えた方がいい」

「え、あ…………」

　慎は背後をふり返った。ユイナが玄関に、濡れた制服姿で立っている。自分を心配して一いつ緒しよについてきてくれたのだろうか。

　だが、それを素直にありがたいと思うのは、いまの慎にはできなかった。渦巻く色んな感情に、押しつぶされそうになっていたから。

　傷つけられた自尊心、流されてふり回される自分のふがいなさ、身勝手で不可解な九条への憤いきどおり…………いまもなお生々しく記き憶おくに残る悪夢の衝しよう撃げき。そして、そして────

　ユイナが濡ぬれた前髪をかき上げた。まばたきの拍子に長いまつげから水滴が落ちた。

　屋上にいたのはほんの短い時間だったけれど、大粒の雨の激はげしさはふたりをずぶ濡れにするのに充分だった。ユイナの制服の布地は肌にはりつき、スカートまで濡れて、裾すそから伸びる彼女のふとももにまとわりついている。

　じっと、慎しんはユイナを見つめた。少女が見つめ返す。そのまなざしは無心だった。

　いや、かすかに不安がのぞく。慎がなぜ黙だまっているのかなにをいうのか、恐れるように。

　慎の耳の奥で、九く条じようの言葉が反はん響きようしていた。

「……なんで、おれ？」

　冷えた唇から声が生まれた。

　ユイナに対しての不信感が、どうしようもなく膨ふくれ上がっていた。

　悪夢から自分を救い出し、守るように抱きしめてくれたあの温かさは覚えていた。それがどんなに怯おびえきっていた自分には嬉うれしかったか、とてもいい表わせない。

　けれど……けれど、慎をそんな状況に追いこんだのは、彼女なのだ。

　彼女が自分を〝門の王〟として選ばなければ、こんなひどい目にあわなくてもすんだ。うさんくさい人々にふり回されてバカにされ、軽々しく扱われるなんてなかったはずだ。

〝……なんら優すぐれた点も逸脱した能力も取り得も特長もない一般人……〟

　脳裏でこだまする言葉の数々が慎を苛さいなむ。己の価値をとても身勝手な基準で決め付けられた気がして、歯は嚙がみをしたいほどの悔しさと自じ嘲ちようの思いが、彼の濡れて冷えた頰ほおを歪ゆがませた。

　慎は口を開く。ユイナを責め立てる言葉がその口からあふれ出て止まらなくなる。

「教えてくれよ。なんでおれなんか選んだわけ？　〝門の王〟ってのは、見ただけでわかるぐらい優ゆう秀しゆうで立派ですごい人物でなきゃダメなんだろ？　だったらなんでおれなんかを選ぶんだよ。おれみたいになんの取り得もない特長もないつまらない平凡なヤツをさ！」

「…………それは」

「あ、そっか。もしかしてカモフラージュ？　ほんとは他ほかに王がいて、だけどなんかバレちゃまずい理由があって、だからおれみたいなどうでもいいヤツ選んで」

「それはちがう！」

　ユイナは叫ぶように強く否定した。

「他にあたしの〝門の王〟はいない。宣言はしてなくても、君はあたしが選んだ王だ！」

「信じられない。だったらおれが間違いなく君の王だってこと証明してくれよ。境界守護士は王の命令に絶対服従なんだろ。それならおれのためになんでもしてみせろよ！」

「いいよ。なんでも命令すればいい！」

「ホントかよ。だったら、」

　そのとき慎の脳裏で悪あく魔まがささやいた。

〝──命令〈オーダー〉、服を脱ぎ足を開け──〟

　慎しんは無む意い識しきに、なんの考えもなくなんの意図もなく悪あく魔まに魅み入いられたようにつぶやいた。




「─────────────、命令〈オーダー〉、服を脱げ」




　その瞬しゆん間かん、ユイナが大きく息を吞のむ音が聞こえた。

　思わず慎は彼女の顔に視し線せんを合わせた。

　ユイナは目を見開いていた。信じられない言葉を聞いたというかのように。

「………………………………………………………………わかった」

　彼女の紅あかい唇が、きっぱりとそういった。

　細い指が襟えりもとの濡ぬれたリボンにかかる。赤いリボンがはずされ、慎の濡れた靴の上に落ちた。その上に、雨を吸い重くなったベストが脱ぎ捨てられる。

　続いて制服のボタンに指が触れる。ひとつひとつ、それは確かく実じつにはずされていく。

　開く夏服の上衣の間から、まぶしいまでに白い肌がのぞき、灯あかりの下にさらされた。

　やばい、と慎の頭のどこかで警けい告こくの声がささやく。

　けれど冷えた口はこわばって、言葉をつむぐのを許してくれない。

　ボタンがはずされ前面が開いた上衣に少女の手がかかる。

　ためらいか一瞬の間のあと────彼女は一気に脱ぎ捨てた。

　ぱさり、と上衣が落ちて、キャミソールを着た上半身があらわれる。

　丸みを帯びた肩が剝むき出しになった。細いブラの肩かた紐ひもも、キャミソールの下から見えた。

　慎の目の前で、彼女の胸元があらわになる。まるで、誘うように。

　屋上で抱きついたときの、ユイナの胸の感触が思い出された。

　自分が感じたあの弾力と厚みの通り、キャミソールを持ち上げるバストの谷間は深かった。見ただけで、その柔かさと重みが、わかるほどに。

　やばい。

　やばい。あまりにもやばすぎる。

　そう思いつつ、目め線せんは彼女の胸元に釘くぎ付づけだった。

　彼女の指が、スカートのホックに、かかった。

　───────そのとき慎は、気がついた。

　彼女の指が、震ふるえていることに。

　その指の震えはどんどん大きくなる。ホックをはずそうとしてなんどもなんども指がすべって失敗して、それでも懸けん命めいに震えを押さえて続けようとしている。

　慎はユイナの顔に視線を合わせた。

　少女はうつむき、唇を引き結んでいる。その唇も小刻みにわなないている。

　きゃしゃな肩も震ふるえている。寒さに……いや、屈辱に打ち震えるように。
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　突然、九く条じようの言葉が慎しんの脳裏に走った。

〝境界守護士は──本心では拒否していても──必ず服従する……〟

「だめだ！」

　慎は叫んだ。叫んで床に落ちた上衣を拾って少女に押し付けた。ユイナの動きが止まる。

　彼女から慎は目をそらす。自分の下劣で最低な言動が、死ぬほど恥ずかしかった。

「ごめん、ごめん……！　そんなことさせて、ごめん……おれ、」

　そういって、慎はこぶしを握った。

「お、おれ……まさか、まさか本当にするなんて思わなくて……その、好奇心でいっただけで……だから、ユイナ……さんが、そんなことする必要、ないから。だから……」

　返事はなかった。いたたまれない沈ちん黙もくが二人だけの空間に満ちた。

　やがて衣きぬ擦ずれの音がした。彼女が服を着た音だと、目をそらしていてもわかった。

「……………………………………ばか」

　小さな、小さなか細い、弱い声がした。

　慎は視し線せんを前に向けた。すぐ目の前にいる彼女を見る。

　うつむく少女の顔から、水滴が落ちた。濡ぬれた慎の靴と、赤いリボンの上に、落ちた。

　ユイナが頭を上げる。慎を真まっ直すぐ見る彼女の瞳ひとみから、ひと筋─────────




　玄関中に響ひびき渡る声で、ユイナが思い切り叫んだ。

「………………ばかっ！　君なんか、君なんか───────だいっきらいだ！」

　いきなり彼女は背を向けて、バン！　と激はげしい音で玄関のドアを閉めて出ていった。

　慎しんはひとり残された。

　ずる、と足の力が抜ける。玄関の上がり口に脱力した腰が落ちる。

　ぼうぜんと座りこみ、慎は彼女が出ていったドアを見つめた。

　最低だ。

　最低だ。おれって、本当に、最低…………。




　ユイナが落としていった濡ぬれた赤いリボンに、慎はとうとう気がつかなかった。
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「……珍しいな」

　玄関の電話で、田た上がみ宗そう司じは洋ひろしの携帯に電話していた。もう十九時半だから、とっくに部活は終わって慎あたりと一いつ緒しよに帰っている時刻なのに、何コールしても洋は出ない。

　ふとよぎった慎の名前に、宗司の口の端に笑えみが浮かんだ。みなにからかわれ、あわてふためいていた友人の様よう子すを思い出す。

　もうちょっとしっかりしろよなアイツ、と宗司は含み笑いで受話器を置いた。

　妹で小学生の一かず葉はが、後ろからひょこっと顔を出した。

「おともだち、出ないの？」

「ああ、またあとでかける。悪い、あいつに貸したおまえのＣＤが戻るのは明日あした以降だな……っと、そうだ一葉。俺おれコンビニに行ってくるからって母さんにいっといて」

「えー、なんでお兄ちゃんだけ？　いいな、一葉も行きたいよ」

「だめだ。もう夜遅い。シャーペンの芯しん買ってくるだけだからすぐ帰る」

　そういうと宗司はスニーカーを履はいて、見送る妹に手をふり、暗くなった外へ出た。

　思ったより外気は涼しい。遠くの空から雷鳴が低く響く。雨が降りそうだと直感する。

　早足になる。住宅地の間を抜ける狭くて暗い道に、宗司の足音が響いた。

　コンビニのある大通りまであと数メートル、というＴ字路の曲がり角に差しかかる。

「…………あの、」

　いきなり聞こえた弱々しい声に、宗司は足を止めた。

　曲がり角から誰だれかが現われる。見るからに細くてきゃしゃな、灰はい色いろのパーカーのフードをかぶった子どもだ。こんな時間にひとりでいるなんて、と宗司は不ふ思し議ぎに思う。

「どうした、迷子か？　交番ならそっちの大通りだけど」

「お兄にいさん……優やさしいんだ……ごめんね。ごめんなさい。ごめん、なさい……」

　子どもは歩み寄ってきた。パーカーの中の顔が視界に入る。

　ドキ、と宗そう司じの心しん臓ぞうが一度大きく高鳴った。

　とても綺き麗れいな子だった。暗がりでもわかるほどまつげは長く、唇は背筋が震ふるえそうなほど紅あかい。普ふ段だんあまり動じない性格の宗司が、その子の美び貌ぼうに一いつ瞬しゆん戸惑うほどだった。

　子どもは目の前で、ノースリーブの剝むき出しの肩を細い腕で抱いた。

「……ごめんね……田た上がみ、宗司、さん…………」

「え？　俺おれの名前、なんで知って、」

　答えはない。子どもが顔を上げた。かぶっていたパーカーが脱げる。

　哀かなしげな、泣きそうな灰はい色いろの瞳ひとみがこちらを見ていた。

　か細い腕が伸びる。宗司の頭を抱えるように、回される。







　雨が激はげしく降り出した。

　強い雨のしぶきが道路に落ちた眼鏡めがねを殴り、叩たたき続ける。







[image: Chapter4　stall]




　　　　　　　１




　昔から、〝特別〟なんて言葉に縁えんがなかった。

　姉は学校で常に上位クラス。そんな彼女にひきかえ弟の自分は、集団生活全般において常時平凡タイプ。成せい績せきも背丈も平均、走るのは好きでもちょっと足が速いレベルだ。

　要するに、〝選抜〟という言葉は他人のためにあり、自分は常に〝選外〟の側だった。

　といってそれでスネていたとかグレていたとかそんなことはない。亡くなった両親が姉弟分け隔てなく育ててくれたし、わりと吞のん気き者ものな性格だったせいもある。

　だから選ばれなくて悔しい思いをしたのは、いままでたった一度しかない。

　ましてや選ばれて困惑して傷ついて不安になった経けい験けんなんて────

　これが初めてだった。

　いや、初めてだったからかも、しれない。







「……慎しんちゃん、これ」

　朝食のテーブルの上に、真ま由ゆ子こがなにかを置いた。寝不足の頭が一気に冴さえる。それは、

「どう見ても、制服のリボンよね～？」

　置かれたのは、赤いリボン。

　慎は口をつぐむ。両手で握るコーヒーのマグカップが熱あつい。死にそう。

　そんな慎の足元に、真由子は鞄かばんとシューズバッグも置いた。

「お姉おねちゃんが帰ってきたとき、これも玄関のドアの外に置いてあったわよ」

「…………！！！！」

「慎ちゃんもお年とし頃ごろだから、お色気な話があっても全然お姉ちゃんは不ふ思し議ぎじゃないのよ。けどねさすがにね～、中学二年生でそこまで進むのはちょーっと、マズイかなって」

「は!?　なにそこまでってどこまでの話!?」

「違うの？　じゃあなによ、まさかリボンだけ盗んできたとか、そゆオチ？」

「え、あ……その……」

　うぅう、と慎は頭を抱える。真由子はそんな慎を見て、ふぅ、と息を吐いた。

「慎ちゃんは犯罪するほどアホじゃないってお姉ちゃんは知ってるけどさ～、でもね」

　テーブルに突っ伏している慎の頭に真由子は、

「ああああああづいっ！　熱い熱いっ！　な、なにすんだっ！」

「聞きなさいよ、慎ちゃん」

　熱々のマグカップを慎のつむじからどけて、真由子はいった。

「少なくとも相手がいるんでしょ？　女の子。だったらちゃんと考えて行動しなさいよ。相手のこととか周りの状況とかさ。慎ちゃんは大らかだけど、ひとの気持ちに鈍感なとこあるし。流されやすいのも、自分で考えなくてもいい楽な方向を選んでるからじゃない？」

「な、なにがいいたいんだよ。姉ちゃん……」

「答えを聞くなっ。かーんがーえろ、自分でっ」

　ぐ、と慎は言葉に詰まる。テーブルに額ひたいを乗せ、慎は姉の言葉を反はん芻すうする。

　……かなりだめ。寝不足も重なり、考えがまとまらない。

「ほらほら、今日きようはお姉ちゃんが朝ご飯作ってあげたんだから、食べよ。ま、ゆっくりでいいからちゃんと考えて説明しようね～」

　慎は目の前の皿を見つめた。確たしかにご飯はあった。炭になりかけ一歩手前の物体群が、朝ご飯でありトーストであり目玉焼きであり食べ物であると仮定するならば、だが。

「……珍しいじゃん、なんで姉ちゃんがご飯なんて」

「んー、なんでかな～。なんか慎ちゃんがドツボってる雰囲気だったからかな？」

「気をつかってくれたんならいまいちありがた迷惑……うそですごめんなさい」

　もそもそと慎しんは黒焦げのトーストを食べた。不ま味ずい。不味いけれど、誰だれかがそばにいて自分のことを考えてくれている、その事実がいまの弱っている心にはありがたかった。

　いつもの朝だった。いつもの光景だった。いつものように、自分は姉と差し向かいで朝ご飯を食べていた。戻ってきたのだ、見み慣なれた日常が。

　もうあんな、不可解でわけがわからなくて理解しがたい状況は、過ぎ去ったのだ。

　…………なのに。

　なのに、目の前に置かれた赤いリボンは、非日常の名残なごりのようにそこにある。まるで慎を責め立てるように、その赤い色は彼の視界に入ってくる。

　無む意い識しきに慎は目をそらした。そらした拍子に壁かべの時計が見えた。

　時刻は六時二十五分。

「………………………………………おぉおっ!?　姉ねえちゃん悪い、皿洗っといて！」

「朝練？　そっか、今こ年としは出場できるんだもんね。大会にはお姉ちゃん、応援に行くわよ」

「は!?　なに姉ちゃんまで来なくていいよっ！」

「までってなによ、他ほかに誰だれが来るのよ、あ、まさかこのリボンの持ち主!?」

　慎は無言でリボンをひったくり鞄かばんとバッグをつかんで自室に急行、テキストをつめかえふたたび廊下を爆ばく走そう、姉がなにか声をかける前に靴を履はいてドアを開け、




「おはよう」

　硬直した。朝の光の中、慎の目の前にいたのは、

「慎ちゃ～ん。どしたの？　そんなとこで固まっ」

　バン！　慎は急いで背後でドアを閉めた。

「朝練、このままだと遅れると思う。急ぐ」

　ぶっきらぼうにいってユイナが歩き出す。信じられない思いで慎はその背を見つめ────はっと気づいてあわてて彼女を追った。

　ユイナは無言で、うつむき加減で歩いている。慎はおそるおそる、後ろから聞いてみた。

「な、なんで？　なんであの……迎えに、なんか」

「約束したから」

　そっけなく返る答えは、頑固なまでに律りち儀ぎだった。慎は呆あきれ、同時に感嘆する。普通あんなことをされたなら、嫌悪して離はなれても当然だ。なのになぜ、ここまでできるのだろう。

　…………境界守護士だから、だろうか。

　彼女は慎を〝王〟といったん定めた。だから課かせられた使命と掟おきてに従って、たとえ慎がどんな人間でも自分の本心をねじ伏せて従っているのだろうか。

　怖く、ないのだろうか？　王の命令は絶対なのだ。たとえどんな理不尽な命令でもだ。昨夜ゆうべのように、屈辱的で不当で身勝手な命令にも服従しなければならないのだ。

　それとも、課かせられた使命を果たすために、決してひるまぬ覚悟でいるのだろうか……。

　慎しんには理解できなかった。理解できなかったが────

　自転車置き場の、整せい然ぜんと並ぶ自転車の前でユイナは立ち止まり、無言でうつむいた。

　慎は、その彼女をじっと見つめる。白くなめらかな頰ほお。伏せられた長いまつげ。肩に流れる髪。ちょっと気が強そうだけど、とても綺き麗れいで、可か憐れんな少女の横顔…………。

　どんなに途方もない話を聞かされ、ありえないできごとを目の前で見せられて、それでもいま慎の前にいるのは、ひとりの、少女だった。

　その少女の横顔に、見せられた恐ろしいビジョンが唐突に重なる。

　終わらない悪夢、血を流して倒れる友人や姉、笑う黒こく灰はい色しよくの影かげ─────────

　慎は身み震ぶるいした。あわててその映像をふり払う。

　あれは夢だ。幻だ。現実じゃない。絶対に絶対に絶対に、絶対に現実じゃない。

　………………だが。

　だが、聞かされた話が真実ならば、彼女はその幻を現実にしないために戦わなければならないのだ。その使命をこの少女は、細い肩に担っているのだ。

〝君なんか、だいっきらい…………〟

　ユイナはそう叫んだ。そう叫んだのに、彼女はいま、ここにいる。

「ごめん！」

　思い切って慎は頭を下げた。ユイナが驚おどろいた顔で慎を見る。

「あ、あの……あやまっても、許してもらえないと思う。でも、ごめん。おれ最低だった。ひどいことした。あんなこと絶対にしちゃいけなかった。本当に本当にごめ」

「……いい」

　そっけない声が、慎の謝しや罪ざいの言葉をさえぎった。え、と慎は頭を上げる。

　ユイナがうつむき、ぶっきらぼうにぽつりといった。

「王の命令に従うのが掟おきて。どんな命令でも、王はしていい」

　そのまま彼女は目をそらしてうつむいている。そんなユイナを、慎はじっと見つめた。

　体の横で自然にこぶしが作られる。心の奥底から、熱あついなにかがこみ上がる。

　それは叫びか想おもいか怒りか、慎には判別つかない。けれど握るこぶしに固く強く力がこめられる。のどもとまでせり上がる激げき情じようでこぶしが震える、肩が震える、唇が────

「違う！」

　思わず慎は叫んだ。辺りに響ひびき渡る声だった。はっと、ユイナが慎をふり仰ぐ。

「違う、それは違う。違うとおれは思う……！」

　慎は、自分の中に渦巻く怒りを感じた。それが誰だれに向けてのものかはわからない。だがユイナにこの怒りを伝えることで、その誰かへ怒りを伝えたかった。

　ユイナに向かって勢いこんで、慎は話し出した。

「どうしてそんな理不尽な掟おきてがあるか、おれには理解できない。でもその掟のために、〝境界守護士〟は選んだ〝王〟に絶対服従しなくちゃいけない。どんな命令にも従わなくちゃいけないってことはわかる。……けど！」

　慎しんは唇を嚙かんで考える。うまくいえない。うまく言葉にならない。けれど考えた。この怒りがなんなのか、なぜこんなに腹が立つのか、理不尽だと思う理由はなんなのか。

　自分の思いを形にできる言葉を探しつつ、やっと、必死に声を絞り出す。

「けど、だからこそ〝王〟は、好き勝手に命令しちゃいけないんだ！」

「どうして、そう思うの」

　ユイナが聞いた。うつむいていた彼女は、いま真正面から慎を見ていた。

　それは静かな問いだった。静かで強い、真っ向からの問いだった。

「…………信頼しているから」

　慎は答えた。彼女の瞳ひとみから目をそらさずに、自分も彼女を正面から見て、いった。

「どんな命令をしてもいい、どんなことをしてもいいってほど、守しゆ護ご士しは身も心も捧ささげて王に仕えているんだ。それだけ選んだ相手を信頼しているんだ……そうだろ？　だったら、王はその信頼を裏切っちゃいけない。自分を信じて命をかけて守ってくれる相手を、そうしていいからってだけの理由で好き勝手にするのは絶対に、絶対にいけないんだ！」

　いい放って、慎は急に恥ずかしくなってうつむいた。

　その言葉に矛む盾じゆんする行動を、昨夜ゆうべ自分はしてしまったのだから。

「……だから……おれがしたことは最低だった。なによりしちゃいけない命令だったんだ。ごめん。本当に、ごめん……だから、」

　コンクリートの地面に目め線せんを落として、慎は言葉が続かなくなった。

　一いつ瞬しゆん、間が空く。次に続く言葉が頭に浮かんで、それがどんな意味を持つのか、自分が話す言葉の行き先がどこに向かっているのか、そのときやっと、理解したからだ。理解したから、なおさら恐ろしいまでのためらいを覚えた。

　けれどこれをいわなければ、本当の謝しや罪ざいではない。そして────

　そして、彼女にきちんと、自分の気持ちを伝えなければならない。

　彼女が重要な使命を背負っているなら、なおのこといわなければ、ならない。

「王は、〝境界守護士〟が寄せる信頼に応こたえられるような人間じゃなきゃ、だめだ。いやむしろ、そういう相手を選ぶべきだ。だから、君がなんでおれなんかを選んだかはわからないけど……そのあやまちの一点でおれは……おれみたいなヤツは、」

　慎は唇を嚙かんだ。歯を食いしばった。

　食いしばった歯の間から、無理やり言葉を押し出すようにして、いった。




「君の〝王〟にはふさわしくないって………………思う」




　沈ちん黙もく。静かな、沈黙。

　慎しんにとって、昨夜ゆうべの玄関先での沈黙よりもずっと、長い痛い、苦しい沈黙だった。

　けれど責め苦のように長い静寂のあとに、小さな、解放を告げる一言が聞こえた。

「それは、あたしの王になるのを……断るって意味、だね」

　優やさしい声こわ音ねだった。

　優しいが、とても寂しげな声だった。

　慎はかろうじてうなずいた。声が出ない、顔も上げられない。

　胸を押さえた。苦しかった。どうしてこんなに苦しいのかわからなかった。いまにもつぶれそうな、かきむしりたいような痛みが、押さえた胸で暴あばれ回った。

「慎くん。顔を、上げて」

　ユイナがいった。穏おだやかで美しい声だった。

　慎は怖かった。彼女と目を合わせるのがとても怖かった。

　けれどやっと思い切って、目め線せんを彼女に合わせたとき。

　は、と慎は胸をつかれた。

　ユイナが、目の前の少女が───────
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「悩ませて、ふり回して、ごめん。ほんの少しだったけど……あたし、君の守しゆ護ご士しとして一いつ緒しよにいられて、嬉うれしかった」

　ほほ笑えんでいた。

　彼女を照らしているのは、七月の朝の光だ。けれどまるで彼女自身から光があふれているような気さえするほどに、その笑え顔がおは綺き麗れいで、まぶしくて、

「…………ありがとう」

　紅あかい唇が震ふるえた。震えて、そういった。

　慎しんはそれを、見てしまった。少女の────思いをこらえて、わななく唇を。




　突如ユイナは走り出した。

　慎が止める間もなくスカートをひるがえし長い髪をなびかせて、彼女はあっという間に走り去っていく。自転車置き場を離はなれアスファルトの道路を真まっ直すぐに走り、やがてその姿は角を曲がって唐突に慎の視界から消えた。

　消えて、しまった。




　彼女のリボンを返し忘れたのに、そのときやっと慎は、思い当たった。
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　朝練は散々だった。

　遅刻した。ダッシュのフォームを厳きびしく注意された。タイムもガタ落ちだった。

　終わり際に仲間や先せん輩ぱいたちに囲まれて、一番聞かれたくないことを聞かれた。

「なんだ、昨日きのうの美少女は来てないのか？」

「オマエさー、オンナにのぼせてないで真ま面じ目めに練習しろよな」

「そうだぜ、羽は立だて。でないとまた去年みたいに、ひとりだけ大会見学だぞ」

　そのあとは笑い声だった。いつもなら、普ふ段だんなら、軽口で流せた。

　けれどその笑いは、思ったより深く慎を傷つけた。







　教室の椅い子すに深く腰掛け、慎はぐったりと机の上にへたっていた。

　へたった姿勢で、慎は教室を見回す。洋ひろし、どうしたんだろう、と疲れた頭で思う。朝練のときにはいなかった。宗そう司じの姿もここにはない。そろって休みとは珍しい。

　しかも今日きようはなんだか欠席が多い。もうすぐＨＲが始まる時刻なのに、空席が目立つ。

　その中のひとつ、窓際の空っぽの席を、慎しんはじっと見つめた。

「おはようございます、羽は立だて君」

　隣となりの席から声をかけられ、慎は顔をそちらに向ける。

　丹に々に儀ぎ乃のだ。眼鏡めがねの委員長は丁てい寧ねいにおじぎをしてにっこりと笑った。

「今け朝さはおひとりで登校でしたね。天あま音ねさん、お休みですか？」

「う、…………たぶ、ん」

「もしかして、喧けん嘩かでもされたのですか？」

「…………！！！！　え、な、なんで知ってるの!?」

「いえ、俗にいうカマかけというものですけれど。羽立君は本当に正直ですね」

　慎は思わず赤面した。単純な自分の性格に情けなくなる。

　そんな慎を、丹々儀乃は眼鏡の奥から見つめて、いった。

「おせっかいかもしれませんが、仲直りは直接会ってされた方がいいと思いますよ」

「え……どうして？　メールとか電話じゃなくて？」

「ええ。文字や声だけでなく、表情、口く調ちよう、態度、声こわ音ねで、多くの思いを伝えられますから。謝しや罪ざいも仲直りの言葉も、面と向かってはいいにくいですが、裏を返せば面と向かわなければどんなこともいえるということ。感情の高ぶりに合わせ、いわなくてもいい言葉までいってしまいかねません。時間が立てば立つほど、仲直りはしづらくなります。あとになって話し合っても、いまさらなにを、という気持ちになりますよ」

「……そっか……そうだなあ……」

　慎は机に片ひじをつき、あごを乗せた。わずかに目め線せんを落として考える。

　厳げん密みつにいえば、ユイナとケンカをしたわけではない。決定的に彼女をはねつけたに等しい。そこに修復の余地はない。それを思うと、気持ちは重く暗くなる。

　ただ、それでも─────────

「ありがとう。やっぱ委員長って頭いいし、いいヤツだな。咲さき屋やがほめてたのもわかるよ」

「咲屋さんがですか？　それは光栄です。でも、羽立君にほめていただくのも光栄です」

　眼鏡の少女はほほ笑えみ、慎もつられて笑う。その笑いで、少し元気が出てきた気がした。

　ふと疑問がわいて、慎はそれを口にした。

「なんか仲直り方法に詳しい気がするけど……経けい験けんがあるとか？」

「いえ」

　視線がそれた。丹々儀乃は、ここでない遠くを見る目で、前方を見つめる。

「友人のことです。大事なひとと気持ちのすれ違いから仲たがいし、結局仲直りできずにずっと苦しんでいる彼女を見て、思っただけです」

　彼女の表情が変わったのを見て、慎は少し戸惑う。

　口調から察するに、よほど丹々儀乃にとって大事な友人なのだろうか……？

　そのとき周りで、がたがたと生徒たちが席につく気け配はいがした。慎しんはあわてて姿勢を正す。

　藤とう堂どうが入ってきて急ぎ足で教きよう壇だんに立つなり、遅れてすまない、と口を開いた。

「突然だが、緊きん急きゆうの職しよく員いん会かい議ぎを開くことになった。午前中いっぱい、自習になりそうだ。課か題だいを出しておくから終わったら提出。後日、今日きようの課題内容に基づいた小テストを行う」

　ええーっという抗こう議ぎのブーイングが上がる。

　だが藤堂はそれをまったく無視して、話を続けた。

「丹に々に儀ぎ乃の、話がある。いまから一いつ緒しよに来てくれ。日直は課題のプリントを取りに来い。ちゃんとみなを監かん督とくして、終了後に集めておけよ」

　はい、と丹々儀乃と日直の少女が立ち上がり、教卓の藤堂のもとへ歩む。藤堂は日直にプリントを渡して肩を叩たたくと、丹々儀乃の背に腕を回すようにして、教室から出ていった。

　緊張が解け、ざわめきが戻った。

　課題が配られるが、自習の開放感で生徒たちはなかなか落ち着かない。

　緊急会議とはなんだろう、とぼんやりとほおづえをついて慎が考えていると、後ろの席の生徒たちの会話が聞こえてきた。

「……藤堂先生ってさ、やけに女子にベタベタ触んね？」

「やっぱり？　なんかやらしーよな」

「でも藤堂先生って、他ほかの先生にも親たちにも人気なんだよね」

「そういやこの間、聞いたんだけど」

　急に声がひそめられた。聞くとはなしに聞いていた慎は、つい耳をそばだててしまう。

「俺おれの従兄いとこの中学が先生の出身中学でさ、教育実習で来たって話してくれたんだけど……なーんか変なんだよな」

「変って？」

「藤堂先生が担任つったら、〝あんな暗くて陰険なのが担任で、大変だな〟って」

「えー？　なにそれ」

　意外そうな声が上がる。慎も意外に思う。およそいまの藤堂と正反対の形容詞だ。

「人違いじゃないの？　同姓の別人とか」

「でもさ、先生の実家って名家なんだろ。従兄の家の近くに、藤堂って大学教授とか教育関係で有名な人が出てる家があるんだよな…………」

「こらっ、私語禁止。せめて課題終わってからにしてよね」

　プリントを配りに来た日直の少女の注意に、生徒たちの話が一いつ瞬しゆん途と切ぎれた。

「暇なら、プリントこんなに余ってるから、二枚やってもいいよ」

「なにいってんだよ日直。二枚やったっておんなじのじゃねーか。っつかさ、先生なに考えてそんなに刷ったんだよ。どう考えても多すぎだろ」

「だよね、今日お休みのひとって、天あま音ねさんだけだし……」

　──え？

　思わず慎しんは、ほおづえから頭を起こした。会話の違和感に気がつく。

「にしてもさ、休みひとりのわりに、空いてる机多くねー？」

「あ、隣となりのクラスでもそうだった。朝、教科書借りに行って気づいたけど」

「そういや朝練でさあ、部活名めい簿ぼに見覚えのないヤツの名前があったな……」

「そうだ、顧こ問もんの先生も、メンバーファイルに知らないひとのデータがあるって」

「……なんか気持ち悪くない？　もしかして、緊きん急きゆう会かい議ぎってそれのせいとか……」

「ほらほらっ、だから課か題だい終わってからにしようよ！」

　日直に怒られて、生徒たちは苦笑して口をつぐむ。それきり会話は止やんだ。

　慎の手元にもプリントが回ってくる。それをつかんで、慎は目を落とした。だが文字を目で追っても、頭になにも意味が入ってこない。机にひじをつき、頭に手を当てる。

　変だ。なにかが、変だ。

　この場の誰だれも、何名ものクラスメートがいないのに気がつかないのだろうか？

　ふと、九く条じように見せられた〝ビジョン〟の悪夢が一いつ瞬しゆんよぎる。

　────床に倒れたふたりに気づかずに、歩き去る生徒たち────

　瞬間、背筋に悪お寒かんが走った。

　馬ば鹿かな。なにかの間違いだ。なにかの勘違いに決まっている。

　思いをふりきり、慎は目の前のプリントに意い識しきを集中する。

　それでも始終、得え体たいの知れない違和感が、胸の中にわだかまっていた。
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　暑さにうだる午後のだるい授業が終わり、やっと終業のチャイムが鳴った。

　じりじりと落ち着かない思いで過ごしていた慎は、鞄かばんとシューズバッグをつかみ、誰より先に教室から出る。といって部活に行くわけではない。




　帰りのＨＲで藤とう堂どうから、放課後の全部活動の中止が伝えられた。

　校門で教師たちが指し導どうとして立つので、いつまでも校内に残らず、寄り道せずに日が暮れる前にさっさと帰れ、しかもなるべく友人たちと一いつ緒しよに下校するように、ともいわれた。

　不可解だった。だったが、慎は少しほっとする。いまの自分には、身を入れて練習ができなさそうな気がしたからだ。

　廊下で、慎は肩にかけたバッグを揺すり上げる。誰より先に出たのはいいが、いまから待っているのはもてあましそうな長い放課後だ。

　どうしたいというのだろう、自分は。どこに行きたいのだろう、自分は。

　乱れる思いで考えがまとまらない。とりあえず家に帰ろう、と足を踏み出したとき、

「羽は立だてくん、お待たせ！　天あま音ねさん家ちに課か題だいプリント届けに行こう」

　いきなり横合いから腕を絡められ引っ張られた。

　わ、とバランスを崩しそうになってこらえて、慎しんは相手を見る。

「……咲さき屋や？」

　香か奈な未みだった。彼女は背後に向かってひらひらと手を振ると、

「羽立くんには天音さんがいるからさ、興きよう味み持ってもムダだって思うよ。じゃね！」

　慎は香奈未につられてふり返る。数名の女子が、固まってこちらを見ていた。

　と、香奈未にぐいぐい腕を引っ張られ、なす術すべもなく、慎は連れ去られる。

　昇降口まで来てやっと腕を解放されて、慎は狼ろう狽ばいしつつ香奈未に訊きいた。

「おい、咲屋。なんだよユイナ……さんの家に行くって。おれ、聞いてないけど」

「ちょっとね。あの子たちに羽立くんのこと、あれこれしつこく聞かれて」

「はあ？　なんで、おれのことなんか」

「あのね、あの子たちは〝桜おう菱とう中一の美少女天音ユイナとつき合ってる男子〟に興味があるの。〝羽立慎〟自身じゃなくて、天音さんっていう付加価値がある男子に」

「………………え…………？」

　慎は困惑で動きが止まる。だが香奈未は、かまわずいくぶん不ふ機き嫌げんな口く調ちようで話し続けた。

「だいたい、ズルいんだよね。それまで全然興味のあるそぶりも見せなかったのに、天音さんとつき合い始めたからって突然注目するなんて。そんなのホントの〝好き〟じゃない。だったらちゃんと最初から羽立くんだけ見てる天音さんの方が、ずっといいよ」

「う……突然とか最初からとかっても、なぁ。ユイナさんもけっこう突然だったんだけど。前の日まで全然話したこともなかったのに、いきなり呼び出して」

「ふーん？　けっこう天音さんって積せつ極きよく的てきなんだ。意外だな」

　しまった、と口をつぐむ慎を、ちょっとからかう目つきで香奈未はいった。

「ま、羽立くんが自分から告白するようなタイプとは思ってなかったから当然か」

「いやあの！　別に告白とかじゃなくて、その別につき合ってるわけでもなくて」

「いまさらごまかさなくてもいいよ。ていうか、やっぱり羽立くん気づいてなかったんだ。もうホンッと、ニブすぎるよね。鈍感にもほどがあるよね、最強だね！」

「そこまで強調するなっ！　ってか、気がついてなかったって、なにに」

　慎が問うと、うわぁこのひと救いがないぞ、という目つきで香奈未はにらんだ。

「天音さんがこっそり陸上部の練習見てたの、知らなかったの？」

　え…………？　慎の思考が見事に止まった。

「だ……って、あれ？　ユイナさんが練習見に来たのって、昨日きのうが最初……じゃあ」

「そこまで鈍感だと悪だよ？　わたし、見たもん。天音さんが最近よく、グラウンドの隅に立ってるのを。なにかと思ったけど、やっとわかった。あれは羽は立だてくん見てたんだ」

　今度こそ慎しんは絶句した。

　全然気がつかなかった。本当に記き憶おくにない。覚えもない。

「……噓うそだろ？　だって彼女、一ヶ月前に転校してきたばっかりで……なんでおれなんか」

「知らない。それこそ本人に聞いてみたら？　じゃ、いいたいこともいったし、わたし帰るから。はいこれ、日直からもらった課か題だいプリント。天あま音ねさんにちゃんと渡してね」

「あ、ああ……。しかし、ほんとオマエよく見てるよな。ユイナさんが校庭にいたとか、なんで知ってんの？　やっぱ観かん察さつ眼がんが鋭するどいのかな」

　む、と香か奈な未みは口をとがらせた。そしてほんのちょっと、哀かなしそうな目をした。

「知らない。知ってても教えない。じゃーね、これからはもう少し感覚磨こうよ！」

　止める間もなく、彼女は昇降口を出て歩き去って行く。

　慎は一いつ瞬しゆん迷ってから、その背中に向かって声を張り上げた。

「咲さき屋や！　えーっと……さよなら、なんかわかんないけど、ありがとう！」

　香奈未はふり返り、仕方ないなあという風に笑って慎に手をふると、歩き去っていった。

　昇降口は静かになった────

　ように思ったが、気がつくとすでに下校時間も真まっ只ただ中なかで、あとからあとから押し寄せる生徒たちの足音と会話のざわめきが昇降口に満ちる。

　そのざわめきに押されて慎もあわてて自転車置き場に向かった。

　自転車のチェーンをはずしシューズバッグを肩にかけ、鞄かばんをサイドのバッグに入れる。

　さあ、いまからどうする？

　慎は自分に問いかけ、そこで動きが止まった。ハンドルを握ったまま、空回りする思考をたどる。鞄の中の、香波未から押しつけられたプリントを思い出す。

　──会いに行けるわけがない。だって自分は、王になれないって拒絶したんだから。

　そこまで考えて、慎は気がつく。

　自分がなにをしたいのか。どこに行きたいのか。

　誰だれに、会いたいのか。

「…………行けるわけないだろ」

　ひとりごとをつぶやいて、慎はペダルに足をかけ地面を蹴けった。

　真まっ直すぐ家へ帰ろうと決める。だが気分は重い。胸がふさがり、ペダルにかかる足も重い。どうしようもない押しつぶされそうな気持ちが、慎の動きを妨げる。

　校門にさしかかった。藤とう堂どうと、もうひとり中年の教師が下校指し導どうで立っている。

　帰宅の生徒が彼らに会釈をしあいさつをして門を出ていく。慎もそれにならって、自転車に乗ったまま無む意い識しきに会釈をして走りぬけようと、

「……待ちなさい、羽立。聞きたいことがある」

　ペダルをこぐ足が止まった。厳きびしい目つきで藤とう堂どうがこちらを見ている。

「は────はい。なんですか、先生」

　その険しい表情に不安になりつつ、慎しんはいわれるがままに自転車を下りハンドルを引いて藤堂に近寄った。彼は下校の生徒たちに声が聞こえないように、校門の陰に慎の腕を引いて立たせると、詰問口く調ちようでいった。

「羽は立だて、昨日きのう天あま音ねと一いつ緒しよにいた怪しい男について聞きたい。あれはおまえの知り合いか」

　九く条じようのことだ。昨夜ゆうべのできごとが脳裏に一いつ瞬しゆんよぎり、慎は力強く首をふった。

「いえ、特に知り合いってわけじゃ……ないです。あのひとが、なにか」

「じゃあなぜ昨日一緒にいたんだ。それに本当に天音の保ほ護ご者しやなのか？」

「……それは、その……でも、ユイナさんの保護者ってのは本当のようです、けど」

「羽立！」

　ビシリと殴りつけるような声こわ音ねが頭上から降った。ぎく、と慎は硬直する。

「本当のことをいえ。いいか、実は昨夜から、何名もの生徒の行方ゆくえが知れないんだ」

「!?　え…………!?」

　慎は藤堂を見上げた。全然知らなかった。突然開かれた緊きん急きゆう会かい議ぎ、空席の目立つ教室、見覚えのない名前……それらはみな、その事件のせいなのだろうか？

「まだ詳しい状況もはっきりしていない。事件か家出かもわからないんだ。だが私は、あの男が怪しいと思っている。羽立、おまえも天音も、あのうさんくさい男にだまされていないか？　それともまさか、おまえも加担してるんじゃないだろうな！」

「そ、そんな！　違います、おれはなにも知らないです。そんなことが起こってたことすら、いま初めて聞いたぐらいで……」

「いいか、羽立」

　急に彼の声の調子が、なだめるように優やさしくなった。

「おまえたちは子どもだ。善悪の是ぜ非ひすらまだはっきりつかない、自我すら不安定で不ふ確かく定ていな時期の子どもだ。容易たやすく誰だれかの言葉に惑い懐かい柔じゆうされるほど、柔やわで無む垢くで純粋だ。指し導どう者しやである私が正しく導みちびいてやらねば、おまえたちは迷うばかりだろう。いいな、もうあの男には関かかわるな。天音にも近づくな。行方不明の生徒たちのことも、誰にも話すんじゃないぞ」

　彼は、誰をも信頼させるほどの力強く頼もしい声で告げた。

「だいじょうぶ。私に任せなさい。きっとなんとかするからな」

　そう…………だろうか。慎はうつむき、唇を嚙かんだ。

　そうかもしれない。それが一番正しく最良の方法なのかもしれない。

　ユイナのことも、いま起こっている不可解な状況も、彼のような確たしかな自信のある大人おとなに任せてしまえば、自分はもう……なにも、なにひとつ、考えなくてもいいかもしれな、




〝………………かーんがーえろ、自分でっ〟

　突然、真ま由ゆ子この言葉が脳裏によぎった。

　はっと、慎しんは目が覚めたような気持ちになる。そのとき、

「なっ、なんだ！　貴様は！　放せ、近寄るなっ！」

　強い怒ど号ごうが慎の耳に飛びこんだ。

　と同時に激はげしくなにかを突き飛ばす音、地面にひとが倒れるような音が続く。

　驚おどろいて慎は顔を上げた。藤とう堂どうのすぐ前方、校門の外に誰だれかが倒れている。

　破けて薄うす汚よごれたスーツを着た男だ。汚れがこびりつき絡まるぼさぼさの髪の下から、生気のない瞳ひとみで藤堂を見上げている。彼を見て、慎は気がついた。

　あれは、昨日きのう九く条じようやユイナたちと一いつ緒しよにいたときにすれ違った浮浪者だ。

「帰れっ！　ここは貴様のようなヤツが来るところじゃないっ！」

「あ……ああ、うあ…………」

　地面に倒れたまま、弱々しいうめき声で浮浪者は首をふった。それに藤堂がつかみかかろうとして、横からもうひとりの教師に止められる。

「藤堂先生、藤堂先生！　どうしたんですか！」

「放してください！　こんなヤツを校内に近寄らせたらだめだ！」

「いったいひとりでなにをいってるんです？　そこには誰もいませんよ！」

　慎は硬直した。

　──誰も、いない？　もしかしてあの浮浪者の男が、見えないのか？

　慎は周りを見渡した。驚きよう愕がくと怯おびえを顔に浮かべ遠巻きに見ている生徒たちの視し線せんも、藤堂ひとりに向けられている。

　藤堂は、自分を止める教師を蒼そう白はくな表情で見返した。地面にうずくまる汚れた男に視線を移し、そして周りで怯えて眺める生徒たちを見回す。

「あ……い、いや……すみません。あとを、あとをお願ねがいします。私はちょっと……！」

　彼はいきなり身をひるがえした。

　慎の横を通り過ぎ、恐ろしいまでに血の気の失うせた顔で逃げるように走り去る。あまりに普ふ段だんの彼らしくない行動だった。

　見送る中年教師は我われに返ると、固まる生徒たちにいった。

「あー……おい、みんな。いいから帰るんだ。気をつけてな」

　その声に、ストップモーションのごとく動きが止まっていた生徒たちが帰り出す。

　だが慎だけは動けない。誰にも見えない男から視線が外せない。

　彼はふらりと立ち上がり歩いていく。思わず慎は自転車を引いてあとを追った。

　校門の外で、慎は下校する生徒たちに混じって遠ざかる男の背中を見つけた。

　周りの誰も彼に気がつかない。

　まるで電柱や落ちている石を避けるように、誰だれひとり気にも止めず無む意い識しきに避けていく。

　そして慎しんには、見えた。

　歩き去る生徒、行いき交かう通行人。その中に───────────

　疲れ果て汚れた顔の人々が、いるのを。

　うつろで生気のないまなざしで彼らはぼうぜんと立ちすくみ、ふらふらとあてどなくさ迷い、地面に座りこんでいる。その顔に、意思の光はない。

　誰も彼らをふり返りもせず行き過ぎる。

　一いつ瞬しゆん、慎の脳裏によぎる、あの悪夢。

　────倒れた友人たちに気づかずに、生徒たちが歩き去る。

　無言で、無音で、無表情の人形のように────

　ぞっ…………と、慎の背筋を氷の感覚が流れて落ちた。恐怖で息が荒くなる。

　なぜ誰も、気がつかないのだろう。

　なにがいま、起こっているのだろう。

　腹の底からいいようのない恐怖がせり上がる。

　慎はぎゅっと目をつぶった。頭をふった。髪をふり乱すほど強くふった。

　そのとき混乱する慎の耳に、携帯の着信音が聞こえた。ポケットからバイブの振動も伝わる。怯おびえて顔を伏せたまま、慎は急いでポケットに手をつっこみ、応答ボタンを押した。

「はい、慎だけど……」

「羽は立だてさまですね」

　ドキ、と胸が鳴った。涼やかな美しいその声は、

「苑そのですわ。ご無事で良かった。いま、どちらにいらっしゃいます？」

「あ、あの、学校の近くです」

「いますぐこちらにいらしてください。入り口は昨日きのうと同じ、駅裏のビルのドアです。よろしいですか、真まっ直すぐ、決して立ち止まらず、急いで。ユイナさんもお待ちですから」

「……はいっ！」ユイナの名前に、思わず声がうわずる。

　携帯を切りポケットに突っこむと、慎は顔を上げた。

　見えざる人々は消えていた。幻覚だったといわれても信じられるほどに、彼らはどこにもいなくなっていた。だが慎はもう、自分の感覚が信じられない。

　ペダルを強く踏む。勢いよく走り出す。

　通行人の間を縫ぬい道路に流れるように出ると、そのまま猛スピードで走る。

　茉まつ莉りの電話の意味はなんなのか。彼女はなにか知っているのか。そして────

　ユイナ。その名を心で呼ぶだけで、なぜか鼓動が早くなる。

　胸に重くもやのごとくわだかまる不安と恐怖……その中にある、わずかばかりの期待。

　形容しがたいそんな想おもいが背を押して、ひた走る自転車を加速させた。
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「ようこそお越しくださいました。羽は立だてさま」

　茉まつ莉りの澄すんだ声こわ音ねで目を開ける。

「あ、あれ……ここは？」

　雑居ビルの錆さびたドアの向こうは、昨日きのうの、あのどこかの団地の解放廊下ではない。

　確たしかに廊下だが、まるでこれは…………木造の学校校舎だ。

　ひとの気け配はいはまったくない。ほこりっぽく、放置された建物特有の匂においがする。

　廊下の窓から校庭が見えた。校舎周りに植えられたイチョウの木々がまぶしい陽ひ射ざしをさえぎって、涼しい影かげを校舎の中に落としている。背後をふり返ると、ペンキのはげた木の引き戸があった。〝三年一組〟と書かれたプレートも見える。

「山奥の廃校ですのよ。夏の間、出入り口として使わせていただいてますわ」

　興きよう味み深ぶかげに周囲を見回していた慎に、茉莉が答えた。

　相変わらず純白のワンピースに身を包んで、上品にほほ笑えんでいる。

　その笑え顔がおにほっと安あん堵どを覚えつつ、慎しんは聞いた。

「いったい……あの、なにが起こっているんですか？　ひとがいるのに見えなくなったり、そのひとの名前が忘れられていたり……なんて。まさか」

「ええ、ご想像の通り。〝デイブレイク〟────それの侵攻のせい、ですわ」

　少女の細い眉まゆがきつくしかめられた。

「羽立さまはあたくしたちと接触されました。つまり、〝異い域いき〟の一端に触れたということ。それによって、隠されていた〝領りよう域いきの間あわい〟がかいま見えたのです」

「そう……ですか……じゃ、じゃあ、あのひとたちを助けるには、いったい、」

「そのために、間もなくあたくしたちは、戦いに出ます」

　茉莉は、宣言するようにいった。いつもの涼しげな声音とは違う厳きびしい響ひびきだ。

「日が完全に落ちれば〝異域の輩はい流りゆう〟どもが街にはびこるでしょう。ですから、その前に羽立さまにおいでいただきたかったのです」

「え……、それは、なぜ」

「ユイナさんのお話を、聞いていただきたかったのですわ」

　その名前が、慎に思いもかけない胸の高鳴りをもたらした。

　口をつぐむ慎に茉莉はほほ笑みを返し、こちらへ、と廊下の端の階段へ誘った。

　ふたりは階段を昇る。ぎしぎしと鳴る段に、慎はおそるおそる歩を進めた。

「羽立さま。あの……あまり、九く条じようさまを誤解なさらないでくださいませね」

　足元を見つつ上っていた慎は、九条の名前で歩みを止める。

　ふり仰ぐ慎しんを、茉まつ莉りは踊り場で立ち止まり、優やさしい表情で見返した。

「九く条じようさまがなにを考えているのか、あたくしたちにも読めません。ですけれど昨夜ゆうべの行動は、決して羽は立だてさまをむやみに害そうとして行ったわけではないと、思いますの」

「そうですか？　……おれにはとても、そうは受け止められませんが」

「ええ。そう思われるのも仕方ありませんわね。でもあの方の過去からすれば、ユイナさんの王の選択に慎重になるのもやむを得ないと思いますわ」

「過去？　もしかして、〝境界守護士〟に捨てられたとかっていう」

「捨てられた、というのは九条さま側の見方ですわ、きっと。はっきり存じ上げてはいませんけれど、九条さまと守しゆ護ご士しとの断絶は、あるひとの死がきっかけだと聞いています。おそらくその事件のために、おふたりの間で気持ちの行き違いがあったのでしょう。そして、離はなれ離ばなれになって、時間が経たって、関係を修復するのがかなわなくなったのではと……」

　気持ちの行き違い。

　慎はその言葉に聞き覚えがある気がした。どこでだっただろうか？

「それに、ユイナさんの経歴のこともありますわ」

「え、ユイナ……さんの、経歴？」

　少女はかすかに目を伏せ、迷うように遠くを見つめて、いった。

「守しゆ護ご士しであったユイナさんのお母様は、〝デイブレイク〟との戦いで命を落とされましたの。同じ戦いで、王であったお父様はひどい怪け我がを負われ、いったんはその場を逃のがれたものの、まだ六歳のユイナさんに指ゆび輪わを託したのち、間もなく亡くなられたとか」

　慎の体がこわばる。守護士が背負っている責務が、命を賭とすほど危険だとわかったからだ。重荷といわれるのも道理だった。

「この時期の戦いはいつになくひどくて、守護士と王を補助する〝境界標〈テルミヌス〉〟も、解体しかけたそうですわ。その混乱で、ユイナさんの行方ゆくえが一時期わからなくなりましたの。どうやらあちこちの施設を転々とされたようですのよ。ユイナさんはその時期について、ほとんど詳しい話はなさいません。でも……想像は、つきますわね」

　茉莉の話を聞きながら、慎は、両親が亡くなった三年前を思い返した。

　途方に暮れて、実感もなくて、悲しみすらわいてこなかったあの時期。だが自分には姉がいた。助けて励ましてくれる友人たちもいた。だから、ユイナとは違う。

　あの、ぶっきらぼうで不器用な彼女が、たった六歳でたったひとりで放り出され、亡くなった父から託された指輪を握り、その身に重い使命を負ってどんな思いで日々を送ってきたのか…………慎には、おぼろげな想像しか、できなかった。

「あれだけの目立つ容姿と一いち途ずな気の強さを持って、なのに守ってくれる方もいなくて。きっとずいぶん苦労なさったと思いますわ。心ないひとたちの言葉や態度に、傷ついてきたのかもしれません。やっと行方が見つかって〝天上劇団〟につれてこられたのは一年前ですけれど、当初は誰だれとも一言も口を利きませんでしたもの」

「そう……ですか……道理で、学校で誰とも一いつ緒しよにいないわけだ」

「やっぱり。でも桜おう菱とう中ちゆうに入ってからは、あなたのことばかり話されてましたのよ。練習を見に行ったとか、友だちと楽しそうに話されていたとか、先生に注意されてらしたとか」

「え!?　え、ええええっ!?　な、なんでっ……！」

　なんだかろくでもない場面ばかり見られていた気がして、慎しんは顔を赤くしてあわてふためいた。茉まつ莉りはそんな彼を見ておかしそうにほほ笑えむと、それきり話を打ち切って歩き出す。仕方なく慎もそのあとに続いた。

　二階に上り、長い廊下の突き当たりにある校長室と書かれたドアを、茉莉は指し示す。

「こちらへ。この先は少し暗くなっていますから、足元にお気をつけくださいませね。入ってすぐの階段を昇った先にドアがあります。ユイナさんはその向こうですわ」

「あ、は……はい」

「よけいな忠告かもしれませんけれど」

　ふふ、と茉莉は笑って、唇に指を当てた。

「いきなりドアを開けずに、少し中の様よう子すをうかがってから入るのをおすすめいたします」

「？　それはどうしてですか？」

　秘密です、と彼女はまた笑い、ドアを開けて慎の背を押した。

「さ、どうぞ。帰りはユイナさんと一緒でしたら、素直に戻ってこられますから」

　開いた扉の向こうは暗く、視界はおぼつかない。だが慎はためらわず足を踏み入れた。

　背後でドアが閉まる音がした───────
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　目が慣なれた。茉莉のいった通り、ここは狭くて暗い。

　すぐ前の階段を見上げると、突き当たりにわずかに開いたドアが見えた。

　慎は薄うすくほこりの舞まう階段をゆっくり昇り、半開きのドアのノブに手をかける。

〝いきなり入らないで……少し様子をうかがって……〟

　茉莉はそういった。その言葉が慎の手を止めた。

　隙すき間まからそっと鼻先を出す。陽ひの光に照らされた、打ちっ放しのコンクリートの床が見えた。どこかのビルの屋上らしい。遠くに高いビル群が見えた。あれは駅前のビルだろうか？

　少しだけ大きくドアを開け体を滑りこませようとして、はたと慎は動きを止めた。

「……それで……どうして」

　誰だれかの話し声が聞こえた。反射的にドアの隙間に身を隠し、声の方角をうかがう。

　銀の髪の束が風になびいている。屋上の柵さくにもたれるパンツスーツの少女の背中が見えて、その横に────

　その姿がかなり近くに見えて、慎しんは緊きん張ちようして息を吞のんだ。

　ユイナだった。夏服の彼女は柵さくを背にしてうつむいている。胸元にリボンはない。

　話し声がはっきり聞こえる距きよ離りだ。慎はそっと、耳をそばだてた。

「どうして、彼なの」

　クリスが尋ねた。

　慎の心しん臓ぞうが一回、激はげしく高鳴った。彼──それは、もしかして自分のことだろうか。

　銀髪の少女の隣となりで、ユイナは顔を伏せていた。長い前髪がその表情を隠している。ため息をついて、クリスがふり返った。少年のような口く調ちようで、彼女は話しかける。

「どうせユイナのことだ。意地を張っている内にいい出せなくなったに決まってる。あなたは口くち下べ手ただし、不器用だし、そのくせ意地っ張りで強情だから。無理やり聞き出そうとされてうまく説明できなくなって、よけいいえなくなったんじゃない？」

「……知らない」

　すねた口調でユイナが返した。かすかな笑えみが、クリスの口の端によぎる。

「聞かせてくれないかな。あなたが話している間は口をはさまない。団長のように、途中でからかったり茶ちや々ちやを入れたりもしないから」

「でも、いまさら説明したって仕方ない。もう彼には……断られたんだから」

　傾き始めた午後の夏空を眺め、彼女はどこか切ない口調でつぶやくようにそういった。

　その彼女に、なだめるように優やさしく、クリスが語りかける。

「けれど、一度拒否されたからって、それであきらめられるのか？　やっと一昨日おとといいえたのに。一年近くも前から、彼を見み出いだしておいて」

　慎は思わず体を固くした。

　──一年前？　一年も前から自分のことを？　そういえば、ユイナがここに来たのは一年前だと聞いた。それなら一ヶ月前どころではない、もっと前から彼女は自分を見ていたのか？

「時間はもうない。王を選ばず守しゆ護ご士しとしての力を得られないままでは、あなたは普通の少女と同じだ。なのに戦いに挑むのは、危険過ぎる」

「クリス…………」

「話して。ユイナが本当に彼を望むなら、わたしも協力する」

　クリスの声は慈愛深かった。励ますような響ひびきもあった。

　慎の心臓の音が大きくなっていく。

　まさかこんな形で、ユイナの気持ちが聞けるのだろうか？

「わかった。うまく話せないかもしれないけど、笑わないで。ちゃんと話すから」

　どくん、と鼓動がひときわ高鳴り、慎の体が震ふるえた。

　彼女は柵に背を預け唇を開いた。慎が隠れているのにも気づかずに。

「あのね、あたし…………」
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　閉め切った窓の隙すき間まから陽ひの光が射さす。

　暗くら闇やみを切り裂いて、光こう線せんのように一条、二条、降り注ぐ。

　室内は倉庫か。雑多に詰めこまれたダンボールの間、部屋の中央に、大きなソファが設置されている。そのソファに誰だれかが横たわっている。

　その人物は眠っていた。深く、静かに。

　九く条じようだ。

　寝ているときですら、彼は両手をポケットに入れていた。

　彫りの深い横顔は静せい謐ひつで、いっそ彫像的な神秘さに満ちている。

　あたかも、眠れる神のような。




　ドアのきしむ音のあとに、誰かが室内に入ってきた。

　眠る九条にその人物は歩み寄る。

　ドレスの裾すそが歩みとともに奏かなでる衣きぬ擦ずれの音が、美しく心地ここちよく響ひびく。

　緋ひ色いろの手袋をはめた右手が、眠る九条の上に伸びた。

　くしゃくしゃの、天然のウェーブが入った髪をさわる。

　愛いとおしげに、慈しむように───────────と、

「起きて。空寝は気に入らないから」

「…………ヴィヴィ」

　冷たい声に答えるように、九条が名前を呼んだ。だが目は閉じたままで、まるで寝言のようだ。その様よう子すに緋色のドレスの少女は、

「…………………………っっぐ！！！？」

　いきなり九条の上に腰かけると、足を組んだ。

　さほど重くなさそうだが、腹に乗られてさすがに九条は苦しげに声を上げる。

「…………なにしにきたンだ。誘惑なら歓迎だけどな」

「冗じよう談だん。勝手な誤解しないで。アタシは忠告しにきただけよ」

　目を閉じたままの九条に、ヴィヴィが紅あかい唇で冷れい徹てつに告げる。

「〝デイブレイク〟」

　その名に一いつ瞬しゆん、空気に緊きん張ちようが走る。九条のものか、告げたヴィヴィのものか。

「もうこの街に来てる。だからこれ以上一刻だって待てない。アタシたちは王の裁定に入るわ」

「まだ決まっていない」

　九く条じようの返事には、なんの感情もこめられていない。事実を告げる淡々とした声こわ音ねだ。

　だがヴィヴィはかまわず、さらに冷たくいった。

「だったらユイナのリングはカナメにゆだねるべきね。この忠告をありがたく受け取って、覚悟は早いうちに決めておくよう、彼女に伝えて」

「死刑宣告がありがたいかどうかは、人によると思うけどな──ま、感かん謝しやしとこうか」

「それじゃ、確たしかに伝えたから」

　堅苦しい声音でそういうと、ヴィヴィは身を起こして離はなれようと




　─────────────瞬しゆん間かん、ふたりの体勢が逆転した。




「……………………！！！！」

　ソファに押しつけられ、息を吞のんで見上げるヴィヴィを、九条が上からのぞきこむ。

　驚おどろく少女を見下ろし、彼はかすかに笑った。

　九条の両腕がいつの間にかヴィヴィの体に回されている。手は少女の体の下に隠れて見えないが、彼は腕の力と体の重みで少女の動きを封じこんでいた。

「一方的にいわれっぱなしじゃ、な？」

「…………死にたいの？」

　ナイフにも似た冷たいヴィヴィの声が、暗い室内に響ひびく。

「いや、まだ死にたくないね」

「だったらいますぐどいて。でなきゃ殺す」

「ンー、それでは俺おれも対抗しないと」

「………………っ!!　…………ゃ、!?」

　らしくない小さな悲鳴をヴィヴィはもらした。

　少女の背中に回された九条の手が、その陰で動いている……ようだった。

「は、離してっ！　殺す!!」

「いいよ、やってみな？　俺がこの指で、」

　ヴィヴィの体が硬直する。

　九条は少女を抱きしめ、その顔に唇を寄せてからかうように優やさしく、ささやいた。

「……殺す前にな」

　刹せつ那な、ヴィヴィの顔が紅こう潮ちようする。

　少女はありったけの力で九条をはねのけ─────────

　次の瞬間、室内いっぱいに甲かん高だかい平手打ちの音、ブーツで蹴けり飛ばす音、そしてソファの派は手でな転倒音がなり響いた。

「バ、バカッ！　バカバカバカバカバカッ！　最低っ！」

　ヴィヴィが頰ほおを真まっ赤かに染めて叫んだ。

　大人おとなびたいつもの態度ではない、むきになった少女らしい表情だ。

「な、なにが俺おれの指が、よ！　バッカじゃないの!?　最低、ホントにアナタ最低！　今度会ったら絶対に殺すからね。アタシをからかったのを後悔させてあげる。ウェレランの砲ほう撃げきから逃のがれる方法でも考えてなさいよ、天地ひっくり返ってもムダだけど！」

　少女はブーツの音高く出口に向かい、恐ろしい勢いでドアをはね開け出て行った。

　九く条じようはソファごと反対側にひっくり返ったまま起き上がれない。

「…………いや……そこ笑ってくれると……嬉うれしかったンだけど、なあ…………」

　よ、と彼は立ち上がった。

　スーツはすっかり白くほこりにまみれている。すでに両手はポケットの中だ。

　彼が長い足で倒れたソファを蹴けっ飛ばして起こすと、地じ響ひびきとともにソファはもとの位置に戻った。そのままソファにどっかりと腰を下す。

　背を預け深く沈みこみ、彼はヴィヴィが出ていったドアを見つめた。

「なーンも知らない子ども……とか思ってたら、いつの間にか育っちゃったなあ……」

　静寂の中、吐息にも似たひとりごとが彼の口からもれた。

　その静寂を破ってドアが突如開いた。入ってきたのは、

「団長、僕の王がお呼びだぞ。いますぐ来いよな」

　金髪の少年、ウィルだった。彼は尊大な態度で腰に右手を当て、左手の親指で背後を指し示す。それを見て九条は立ち上がり、ウィルに歩み寄った。

「……ン、苑そのちゃんがなンだって？」

「ああ、羽は立だてが来たそうだ」

　九条の眉まゆが上がる。へぇ、と興きよう味み深ぶかげな顔で、彼は小さくつぶやいた。

「そうか。じゃ、まだ可能性はあるかもしれない……って、わけだな」

　九条は開いたドアの向こうへ足を踏み出す。ウィルが続き、扉を静かに閉めた。




　その場であったひそやかな再会は、誰だれにも知られないまま閉ざされた。
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「あのね、あたし…………」

　ユイナの告白が始まった。

　慎しんは扉の陰で彼女の顔を見つめ、できうる限り息も気け配はいも殺した。

　少女の唇が開くのが見える。慎はごくりと息を吞のんだ。

「………………カレーが、好きなの」

　盛大に慎はコケた。その音が外に聞こえなかったのは幸運としかいいようがない。

　──は？　カレー？　カレーってなに!?

　慎は混乱した。パニックになりそうだった。

「カ……レー？　カレーって、あの、一いつ緒しよに暮らしているからあなたがカレー好きなのは知っているけれど……それと彼とどう関係が？」

「あ、あの、だから、それが最初だったんだってば！」

　困惑気味にうろたえるクリスの問いに、真まっ赤かになって強い口く調ちようでいい返すと、ユイナは深呼吸し胸を押さえ、いったん言葉を切り──それから、話し始めた。







　最初に会ったのは一年前。

　この街にきたばかりの時期で、場所は駅前の大型スーパーだった。

〝……で、タイ風グリーンカレーでいいんだろ。今日きようは〟

　クリスとはぐれて迷っていたとき、カレーという単語を耳にして、ふとふり返った。

〝いいよん、お姉ねえちゃん期待してる！　久しぶりで嬉うれしいなぁ～慎ちゃんのカレー〟

〝ったく調ちよう子しいいよなあ。すっごい辛いから、覚悟しとけよ〟

　カレーとスパイスの棚の前で、彼はお姉さんらしき女性と一緒だった。

　初めて見たときの印象は、ちょっと可愛かわいい顔の、普通の感じのひと。けれど雰囲気は親しみやすくて、お姉さんとの会話も楽しくて、聞いてるこちらまで胸が温かくなった。

　けど、ふたりの会話になにげなく聞き耳を立てていたそのとき。

　他ほかの客にぶつかって転んで、商品が載ったワゴンを思い切りひっくり返した。

　床一面に缶詰が散らばった。みっともなく転んだ自分に追い打ちのように缶詰が降り注いだ。立とうとしてまた缶詰を踏んづけて盛大に転んだ。他の客たちが一斉に注視した。

　なのに彼らは遠巻きにして無表情で冷たく見ているだけで、助けてくれなかった。

　自分が不注意でドジだったから仕方ない。けれどまだ慣なれない街の知らない場所で仲間とはぐれ、不安と心細さで破裂しそうになっていた身には、かなりこたえる仕打ちだった。

　恥ずかしさで顔が燃もえるように熱あつくなり、馬ば鹿かげてると思いつつも涙がにじんだ、

　そのとき誰だれかの声がした。

〝だいじょうぶ、立てる？〟

　そういって、その誰かは手を差し伸べてくれた。

　それが────彼。

　この出会いで、記き憶おくに彼の情報がインプットされた。

　名前は慎しん。お姉ねえさんがいて、カレーを作る。




　ユイナが、ちょっと照れるような恥じるような声で、いった。

「お姉さんと一いつ緒しよに、片付けまで手伝ってくれた。すごく……すごく、嬉うれしかった。なのに恥ずかしくて、〝ありがとう〟の一言も満足にいえなかった」

　──そんなことあったっけ？

　ドアの陰で慎は頭を抱える。全然覚えていない。あんな美少女を助けたなら絶対覚えてるはずだ。ひと違いじゃないのか、と疑う慎の耳に次の話が聞こえてくる。

「二度目は、駅近の本屋さんだった」




　そのときは友人と三人でいて、学生服を着てた。それで中学生だとわかった。

〝……で、なによ慎。今日きようもカレー？　つくづく好きだよな～〟

〝ふふん、おれのカレーのすごさを知らないだろ、洋ひろし。今度食わせて泣かしてやる〟

〝羽は立だて、そのいい方だと超絶マズイみたいに聞こえる〟

〝マズイもんか。おまえも来いよ、宗そう司じ。その言葉絶対、後悔するぞ〟

　またカレーだった。その単語で気がついた。

　彼はふたりの友だちと笑っていた。お姉さんと話すときとは違う、少しくだけた調ちよう子しで言葉を交わしていた。やっぱり楽しそうで、こちらまで口の端がほころんでくるほどに。

〝でさでさ、あの美人のおねーさまも同席っすか？〟

〝いてたまるか。アイツおれの友達がいると、はりきっていらんこと吹きこむからさ〟

〝そういえばこの間お邪じや魔ましたとき、いいこと教えてもらったな〟

〝オッケイ、ナイスだ宗司くん！　こっそり、ほらこっそり俺おれに慎の秘密をささやけ！〟

〝止やめろ、バカ洋！　宗司もなに耳打ちしてんだよ、するなっ！〟

　笑えてきた。雑誌を開いてその陰に顔を隠してくすくす笑った。

　レジに行く彼が自分の横を通った。陸上マガジンというタイトルの雑誌を持って。

　陸上部なのかなと思ったとき、すれ違い様に腕がぶつかって、自分は読んでいた雑誌を落とした。友人たちのあとを追って急いでいたのに、彼はそれを拾ってくれた。

〝うわ、ごめん。急いでたからさ〟

　手渡しして目も一いつ瞬しゆん合わせたのに、彼は全然気づかず走り去って行った。

　……少し、がっかりした。こちらは覚えてるのに、どうして彼は覚えてないんだろうと。

　けれどその出会いで、また彼について新しく知った。

　苗みよう字じは羽は立だてで、中学生。たぶん、陸上部。




　クリスの少し笑うような声が聞こえた。

「いまのユイナなら、誰だれだって気がつくし誰だって親切にする。でも去年のあなたは、髪も短くてぶかぶかの地味な服で、いつもメンズのキャップで顔を隠していたから」

「……うん。男の子に間違われてばかりだった。だって目立ちたくなくて……」

　謎なぞが解けた。茉まつ莉りが話してくれた彼女の過去を思い返す。あの目立つ容姿で要らない注目を浴び苦労してきたのならば、彼女がそんな格好をしていたのも理解できた。

「もう一回会いたいって思った。むきになってたのかもしれない。今度は気づかせてみせるって。それで、前に会った本屋さんとスーパーを行動範はん囲いにいれて、街中を歩き回った。けど三度目は、ちょっと意外な場所だったの。あの大きな池のある郊外の公園……あそこで」




　二度目の偶然からしばらく会えなくて、あきらめかけていた。

　だから、全然関係ない公園に行ってみた。バスに乗って。

　池のそばを歩いた。歩きながらもういいやと思った。

　ほんの二度。単なる偶然。こだわる意味も必要もないんだと。けれど、

〝……うわぁっ！〟

　近くで声が上がった。ふり向いたとき見えたのは────

　倒れたベンチと突き出る二本の足。

　あわてて駆け寄って助け起こそうとのぞきこんで、




「……彼だった」

　────は!?　なに、三度目はそんな間抜けな再会!?

　慎しんは聞きつつ、ちょっと情けなくなる。




〝あ、ありがとう〟

　手を差し出すとそれにつかまって、彼は起き上がった。

　最初のときと逆だな、と思った。握る手に少しドキドキした。自分よりそんなに背が高いわけじゃないのに、骨のしっかりした温かい大きな手だった。

〝……寝転ぶのが趣しゆ味み？〟

　立ち上がって制服についた芝しば生ふをはらう彼に、聞いてみた。

〝や、違うって。ぼーっと座ってたら、このベンチ足が不安定でさ。んで、こうなにげなしにぐらぐら寄っかかったり浮かしてたりしてたらその、勢いあまって……わ、笑うな！〟

　自分を少年とでも思ったのか、彼は気安く笑って話してくれた。その笑えみは気持ちがよくて、こちらも笑えてきた。ちょっとうっかりしてる彼の性格も、ほっとけない気がした。

　また会えた。その偶然が意外で驚おどろきで、そして嬉うれしくて胸が温かくなった。

　でもそのまま向き合って、とても焦った。なにもいうことが思い浮かばない。なにをいえばいい？　最初の出会いのお礼？　いや絶対彼は覚えてない。じゃあどうすれば？

　苦し紛れの無理やりの破れかぶれの自や棄けの逆切れぎみに適当なウソをついて聞いた。

〝あ、あの、自分、来年中学……で。お兄にいさんはどこ？〟

〝へ？　あー、小学生？　六年？　ふうん、おれは桜おう菱とう中ちゆう。一年だよ〟

〝ぶ、部活は？〟

〝部活って……おれの？　陸上部〟

　ビンゴ。やっぱり陸上部だった。

〝陸上部いいよ。先せん輩ぱいも同級生も面おも白しろいし。顧こ問もんの先生、厳きびしいけど頼りがいあるし。もし来年桜菱中なら、陸上部ヨロシクな〟

　そんな風に明るくいったあと、彼は少し照れくさそうに笑った。

〝ちょっと落ちこんでたけど、笑って元気出た。ありがと……それじゃ、おれ行くから〟

〝う、うん〟

　うなずく自分に彼は手をふって、木立の陰に止めた自転車に乗ると去って行った。

　走り去る自転車を見送りながら、なぜだろう、胸が苦しかった。

　次にいつ会えるかわからないからだろうか。自分が男の子と思われたからだろうか。三度目の出会いなのに、自分のことを彼がなにも興きよう味みを持ってくれなかったからだろうか。

　でも彼は、ありがとうといってくれた。元気が出たといってくれた。最初のときに自分が、うろたえてお礼の言葉ひとつ満足にいえなかったのと大違いだった。

　…………また会いたいと、思った。もっと彼を知りたいと、思った。




　────なんとなく、それは記き憶おくにある。ような気がする。

　ベンチでこけた件は都合よく記憶から消去されていたけど。

　あれは夏の大会前だったはず。あの時期、確たしかにあることで落ちこんでいた。

　だから自転車で遠出した。自分が沈んでいる姿を、誰だれにも見られたくなかったから。

　記憶をたぐる慎の耳に、話し続けるユイナの声が届く。

「学校はわかったけど、ためらってた……偶然でしか会えなかったから、自分から行ったらもう会えないんじゃないかって。でも四度目は、それからすぐだった。今度は姿を見かけただけ。街中で、自転車を引いて友だちと一いつ緒しよだった。けどその四度目が、きっかけだったの……」




〝……いいって。気にするなって、洋ひろし〟

　声で気づいた。すれ違い様に気がつかなければ、雑踏で見失っていただろう。

〝オマエだけ出られないなんて納得行かないっつーかさ、だって他ほかの一年は全員……〟

〝……タイムが悪いんだから仕方ない。とにかく、オマエは大会がんばれよな〟

　急いであとを追った。声をかけるつもりはなかった。

　深刻そうな話なのは雰囲気でわかった。彼は笑っていてなにげない話し方だったけれど、友人の方が気落ちしたような憤いきどおっているような、そんな声だったから。

　そして、彼がタイムの伸び悩みで大会に出られないらしいのを、知った。

　ひとの波に押され、ふたりの姿はあっという間に視界から消えた。

　けれどその会話は、ずっと胸に引っかかっていた。トゲのようにいつまでも心のどこかに残り、ふとした拍子に思い出す、そんな風に。




「会いにいこうって、決めた」

　陽ひが陰る。熱ねつ気きが薄うすれ行く夏の風に、話し続けるユイナの髪がもてあそばれる。

「ある日思い切って、彼が通う学校へ向かうバスに乗ったの。でもそのときあたし、学校に行っていなかったから曜よう日びの感覚がなくて。そしたら」

　ちょっとためらって、間を空けて、それからユイナは恥ずかしそうにぽつりといった。

「…………日曜日だった」




　ネットで囲まれた校庭には誰だれもいなかった。校舎にもひとの気け配はいはなかった。

　それでようやく、今日きようが日曜日だという事実に気がついた。

　しかも雨が降ってきた。バスに乗ったときは曇くもりだったのに。

　……バカだなあと、思った。肩が落ちて、ため息が知らない内に唇をついて出た。

　仕方ない、帰ろう。やっぱり自分から会いにきたから、会えなかったんだ。

　そう思って校庭の横を通る道路沿いにあるバス停に向かった。

　走った。夏の激はげしい雨に追われるように、水浸しの道路を必死に駆けた。

　バス停に着いたが、雨は激しくなるばかり。次のバスは十分後。十分間、雨に濡ぬれ続けなくてはならない。自分のうかつさに、また深いため息が出た。

　だが、ふと校庭に目をやったとき───────

　誰かがトラックを走っていた。その姿に見覚えがある気がして、ネットにしがみついて目をこらした。人ひと影かげがトラックを走って近づいてきて、やっと誰だれかが、わかった。

　彼だった。ずぶ濡ぬれになって、ひとりで、トレーニングしているようだった。

　スタートダッシュを繰くり返す。

　五十メートルを何度も全力疾走する。

　トラックを何週もランニングする。

　自分が見ているのも気がつかずに、彼は淡々と黙もく々もくと練習メニューをこなしている。飽きずにあきらめずに、ずっと彼は、ただひたすら走っていた。

　だが、五十メートルでフィニッシュラインに足がついた瞬しゆん間かんだった。

　グラウンドを流れる雨に足を取られて滑り、彼は地面に倒れ仰あお向むけになって、そのまま動かなくなった。思わずネットをつかんで身を乗り出した。

　救急車を、とうろたえて思ったとき、彼は立ち上がった。どうやら怪け我がはないようだ。

　濡れた前髪を片手であげて、顔を腕でぬぐっている。目に雨の滴しずくが入ったのか、しきりに手のひらでこすっていた。やがてあきらめたか、彼はぬぐうのをやめて空を見上げた。

　目をつぶり、降り続ける雨の下、彼はじっと仰向いていた。

　…………ふと、胸がどきりとした。

　彼は、泣いているのではないか。

　気のせいならいい。けれど、もし泣いているなら……。

　彼はたったひとり、日にち曜よう日びの誰もいない校庭でトレーニングをしにきた。それは誰かに見られたくなかったからではないか。

　走る自分の姿を。ひとりで走る、自分の心を。

　だったら、見てはいけなかったのだ。彼が隠して見せない本心を黙だまって暴あばくような、そんなことをする権利は……誰にも、ない。

　自分が恥ずかしくなった。きびすを返し、この場をすぐに立ち去ろうと思った。

　ひとつ向こうのバス停まで走って、そこから急いで帰ろう────

〝……あれ、その帽子〟

　ぎく！　と背筋が硬直した。彼の声だった。

　彼はネットのそばまで走ってきて、こわばる自分に明るく話しかけた。

〝えっと確たしか、公園であった小学生だよな。なにしてるの？　あ、もしかして見学？〟

〝あ……あ、うん〟

〝今日きようは日曜だよ。普ふ段だんは練習ないんだけど……あれ、傘は？　ちょっと待ってて〟

　止める間もなく彼は部室に走って一本の黒い傘を手に帰ってくると、ネットの隙すき間まから手を伸ばして差し出した。差し出すその腕も、彼自身も、激はげしい雨にずぶ濡れだった。

〝これ使いなよ。部室のだけど、また見学に来たとき返してくれればいいから〟

〝……えと、お……お兄にいさん、は？〟

〝おれ自転車だし、走ったらすぐだから〟

　そのときバスが来た。すぐ背後でバスは止まり、乗客が降りる気け配はいがした。

〝それじゃね〟

　降りしきる雨の中、彼はきびすを返して走って行った。礼をいう間もなかった。

　傘を握ってぼうぜんとする自分の背中に、バスの運転手の声が投げられた。

〝おーい、乗るの？　乗らないの？〟

〝あ、は──はい、〟

　後ろ髪を引かれつつも、仕方なくバスに乗った。ドアが閉まり動き出すバスの中で傘を抱いて、雨の滴しずくが流れ落ちる窓を通して、離はなれていく校庭を見つめた。

　走り続ける彼の姿は、雨にさえぎられ、遠く見えなくなっていく。

　待ち望んで、やっと会えて、言葉を交わせた相手との距きよ離りが、遠ざかる。

　今度も、なにもいえなかった。励ましの言葉もお礼の一言すらも、口にできなかった。

　ひとりで走っていた彼は、きっと誰だれにもいえない想おもいと悩みと失意を抱えていたはずだ。

　なのにそれでも──それでも彼は、傘を、差し出してくれた。

　ずぶ濡ぬれの我わが身など顧かえりみず、ただ目の前にいる他人の、ために。

　…………いつの間にか、泣いていた。声も上げずに、顔を隠してひとりで、泣いた。

　濡れて冷えた頰ほおを熱あつい滴が伝い、雨の滴と涙の滴が混じり合い、バスの床に落ちた。

　なぜ泣けるのかわからなかった。ただ哀かなしかった。亀き裂れつが走ったように胸が痛んだ。

　せり上がりこみ上がる理由もわからない狂おしい感情が、終わることなく止やむことなく、いつまでもいつまでも胸を苛さいなんだ。




　────それは、ちゃんと記き憶おくにあった。

　でもまさか、あの帽子の小学生がユイナだったなんて、全然気がつかなかった。

　覚えている。なぜあのとき、自分が走っていたのか。

　選ばれないのがデフォルトだ。だから選外でも全然気にならない。そう、考えていた。

　…………そんなわけは、なかった。

　悔しかった。他ほかの一年がみんな出られる中、自分だけ出られないのがあれほど辛つらくて悔しいなんて思わなかった。それまでの練習をどれだけなめてかかっていたのか知った。

　そのとき慎しんは初めて自分から、〝選ばれる努力〟をするのを決めた。

　選ばれないのが当然だから。選外が自分だから。

　そんな風に考えて、逃げたりあきらめたりなんて絶対にしないと、決めた────

「次の週、学校まで傘を返しにいったら、風か邪ぜで休みっていわれた」

　ユイナの声が聞こえた。慎は自分の物思いから返り、彼女を見つめる。

「それから何度か、こっそり練習見に行った。街中でも彼の姿を探して見かけた。でも、顔を合わせるの、避けてた。名前もない小学生の男の子じゃなくて、〝ユイナ〟として会いたくなってたから。けど、どうやったらいいのかわからなかった……」

　声のトーンが落ちる。ユイナは目を閉じる。苦しそうにその眉まゆが寄せられる。

「…………そんなとき、〝ビジョン〟が始まった」




　ビジョンについては知っていた。前から話を聞いていたし、一いつ緒しよに暮らすクリスが、真夜中なんどもうなされているのを見ていたから。

　でも実際自分が見るまで、それがどんなに終わりのない恐怖か……わからなかった。

　そして見たビジョンには、慎しんが出てきた。それは出会いの場面から始まった。

　お姉ねえさんと楽しそうに笑って話す彼。だいじょうぶかと助け起こしてくれる彼。自分の差し出す手につかまる彼。ネット越しに笑いかけてくれた彼………………。

　最初は〝ビジョン〟だとはわからなかった。

　こんなにリアルに、現実みたいに彼の姿を間近で見られて、すごく、すごく嬉うれしかった。

　だがそれは────罠わなだった。卑ひ劣れつで狡こう猾かつで残忍な、これ以上ないほどの。

　悪夢の中で、彼はいくどもなんども……命を、奪われた。

　楽しそうに笑う彼は、次の瞬しゆん間かん刺し貫かれて息絶えた。

　公園の木陰で話す彼は、目の前で血まみれになって倒れた。

　傘を差し出す彼は、胸から棘とげを生はやして地面に崩れ落ち、雨に打たれて動かなくなった。

　なんども。なんども。繰くり返し繰り返し無限に永遠に永えい劫ごうに永えい久きゆうに────

　悲鳴も涙も哀あい願がんも絶叫も無力だった。なにひとつ、その悪夢を止められなかった。




　クリスの静かな声がいう。

「わたしやウィルより、ユイナはずっと酷ひどかった。食事も摂とれなくて衰弱して、なのに眠るのを拒むから、ますます弱っていって。死んでしまうんじゃないかって、怖かった。…………あのときユイナ、突然外に行ったよね。起きるのがやっとだったのに、どこに行ったのかってすごく心配した。でもいまならわかる」

　銀髪の少女は、目を閉じてうつむくユイナにいった。

「彼に、会いにいったんだ」

　……ユイナは、ゆっくりとうなずいた。




　死ぬ。そう確かく信しんしていた。

　〝境界守護士〟として現世を守る使命なんて知らない。〝門の王〟を選ばなければならない掟おきてなんてどうでもいい。あの終わらない悪夢を見続けるぐらいなら、死にたい。

　なのに思ってしまった。死ぬなら、その前に────と。

　街に出た。彼に会えずに息絶えてもおかしくない状態だった。その可能性もあった。

　けれど、奇跡みたいな確かく率りつで、会えた。

　二度目に会った書店。その前に彼がいた。友だちと三人で笑いながらなにか話していた。

　声は聞こえなかった。でもその笑え顔がおだけで、彼が楽しそうにしているのがわかった。

　横からお姉ねえさんがやってきた。驚おどろいたような顔をして彼は迎えて、周りの友だちにからかわれたのか怒ったようになにかいい返して、でも結局四人で笑いながら歩いていった。

　夕暮れの雑踏に消えていく彼らの後ろ姿を見ながら、力が抜けてその場に座りこんだ。

　座りこんで、泣いた。子供みたいに、泣きじゃくった。

　良かった。

　良かった。彼は、生きてた。

　あの悪夢みたいに、恐ろしい目にあっていなかった。

　父さんや母さんのように、この世界からいなくなったりなんか、していなかった。

　変らない日常で、平へい穏おんな世界で、あんな風に笑顔で元気で、楽しそうにしていてくれた。

　自分の命より、自分の死より、彼が笑って生きているその〝現実〟の方が、ずっとずっとずっとずっと大事で尊くて、代えがたい喜びだった。

　そしてそのとき。

　そのとき、自分は────知った。




「あたしが守る世界は、彼なの」

　ユイナは、そういった。

「なにも特別じゃない。他ほかのひとと変っているわけじゃない。平凡で、凡ぼん庸ようで、普通でありふれていてありきたりでどこにでもあってなんの変哲もなくて────だけど、笑顔があって、家族があって、仲間がいて。悔しいこともあって、辛つらいこともあって、悩んでることもあって、だけどあきらめないで、ひとりでがんばったりする。間違ったこともして、完かん璧ぺきじゃなくて、卑ひ怯きようだったりずるかったりするかもしれないけれど、それを認めて謝あやまったりできるし、誰だれかに優やさしくして親切にもできる、ような。そんな…………」

　彼女は空をふり仰いだ。陽ひは高いビルの彼方かなたに沈み、青は静かに薄うすれ行く。

「もしかしたら、本当は…………あたしの〝神語の指輪〟を受け取るべきひとは、他にいるのかもしれない。力があるとか頭がいいとか誰もが認める優すぐれた人物だとか、そんなひとが。彼みたいに、ごく普通の生活を送っている普通のひとには、荷が重すぎるとも思う。だからリングを受け取ってもらわなくていい。告白したけど、断られて良かったと思う。

　けど、だけど……あたしは、彼のそんなありふれた普通のところがいいって思った。彼こそが守るべき日常の象徴なんだって、思った。だから……だから、あたしの」

　ユイナは宣言した。空を仰いで。暮れ行く夏の空を見つめて。

　自分の抱く偽らざる想おもいを、世界に向けて伝えるように。




「あたしの〝王〟は────彼、ただひとりなの」
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　…………ドアの陰でたたずむ慎しんの耳じ朶だに、その言葉が、響ひびいた。

　沈ちん黙もくの中、慎はこぶしを強く握りしめて深く、うなだれた。

　悄しよう然ぜんと。まるで、打たれたように。たったいま聞いた言葉に、打ちのめされたように。

　彼は無言で歩き出す。半開きだったドアを大きく押し開けて、足を踏み出す。

「!?　え、」

　クリスが驚おどろきの声を上げた。ユイナはそれをけげんに見上げてふり返り、

「あ、……！　……………………な、……どう、して、」

　真まっ赤かな顔で、ユイナは混乱したようにいった。

　その前に、慎は進む。進んで、そして、

「あの……ごめん。聞いた。話を」

　目を合わせられずにうつむいて、慎はそう告白した。

　黙だまってこの場を立ち去って、盗み聞きなんかしてないというフリをすることもできた。でも、彼女のあの真しん摯しな宣言の前には、そんな卑ひ怯きような真ま似ねはできなかった。

　ユイナもうつむいていた。どんな顔をしていいのか、わからない様よう子すで。

　その背中をクリスがそっと押す。押されてユイナは、やっと慎しんに近寄った。

　銀髪の少女は静かにその場を離はなれた。かたわらを通り過ぎるその面おもてに、あの不ふ審しんの色はない。ただ信頼のまなざしで慎を一いち瞥べつして、なにもいわず屋上を出ていった。

　あとにはふたりが残された。

　地上に落ちる陽ひの光が、弱くかすかになる。周囲も視界も徐々に夕ゆう闇やみに消えていく。

　ユイナと向き合ったまま、慎はぎこちない沈ちん黙もくを意い識しきした。

　────なにをいえばいい？

　彼女の真摯な思いを大事にしたかった。自分をそこまで想おもってくれる彼女の気持ちに、自分も真剣に応こたえたかった。それには、どうしたらいい？

　なにも考えられない考えつかない、思い浮かばない。唇も固く凍りついて開かない。

　空気の陰りが濃こくなる。その中で、鮮あざやかな色合いの瞳ひとみがじっと慎を見返している。

　強い思いを秘めたまなざしで。

「……送ってく。家まで。家に帰ったら、今日きようはなにがあっても外に出ないで」

　その声に、慎は息を吞のんだ。

　体の脇わきで、我知らずこぶしを握った。そうだ。茉まつ莉りは、いっていた。

〝間もなくわたくしたちは戦いに出るつもりです……〟

「ま──待ってくれ。それって、それって……！」

「だいじょうぶ。絶対に、負けないから」

　その言葉に、無む意い識しきに慎は首をふった。

　その言葉だけで、ユイナが抱く決意が、わかったから。

　かすかに、ユイナがほほ笑えんだ。強く静かな決断を感じさせる、小さなほほ笑みだった。

　夕暮れの夏空の下、そのほほ笑みを見た慎は、理解した。

　彼女が、ひとりで戦う道を選んだことを。

　二度と自分に、王になってくれと希こいねがうことは…………ないのだと。







「クリス、ちょっと行ってくる」

　そういってユイナがオフィスのドアを開けた。メンバーがそろってふり返る。

　慶けい介すけの向かい側でデスクに座っていたクリスがいった。

「そう。彼と一いつ緒しよ？」

「うん。家まで送ってく。いま、ビルの入り口で待ってるから」

　ぶっきらぼうに短く答え、ユイナは出口の扉に向かう。

　──九く条じようが両手をポケットにつっこんで壁かべにもたれたまま、それを見つめていた。

　まなざしに感情の色はない。恐ろしいぐらいに、ない──

「行ってきます」

「ユイナ」

　扉から出ようとしたユイナに、九条が声をかけた。

「なに？　団長」

「少年を正式に、オマエの〝門の王〟にしたのか？」

　ユイナは、意外な問いをされたというかのように目を見開くと、首をふった。

「……ううん。あたしは、彼をあたしの〝王〟にするつもりはない」

「そうか。…………ン、行ってらっしゃい」

　九条がなにげない様よう子すで答える。ユイナは一いつ瞬しゆんけげんな顔をしたが、かまわず出ていった。閉まる扉を見届けて、九条は壁にもたれ天てん井じようを仰ぎ、しばし目を閉じた。

「なにか、お飲みになります？」

　茉まつ莉りが声をかけた。ウィルが後ろからのぞきこむ。九条はかすかに笑って首をふった。

「ン、いや──ありがと苑そのちゃん、いいです…………しかし、意外だったね。あンな何でもない普通のエピソードで、生まれる想おもいもあるンだな」

「まあ、出会いがいつだって、天使の羽根を広げて派は手でに華か麗れいに空から落ちてくるとでも思ってらっしゃいました？　日々を積つみ重ねることが、想いを重ねることにも通じますのよ」

　茉莉はほほ笑えむと、心地ここちよい声こわ音ねでいった。

「ご自分の劇げき的てきな体たい験けんだけに照らし合わせてはなりませんわ、九条さま」

「は？　俺おれがいつそんな劇的な体験を？」

　抗こう議ぎする九条に、さあ、と茉莉は小首を傾かしげて笑った。

　かなわないな、という風に九条は肩をすくめ、そしてふっと真顔になった。

「ケイ、クリス」

　いつになく鋭するどい彼の呼びかけに、慶けい介すけとクリスが椅い子すから即座に起立する。

「準備しといて。もうすぐ出るから。苑ちゃんとウィルは、このオフィスでディフェンスしつつオフェンスっつーかそんな感じでまあひとつ適当に。任せる」

「……わかりました」

「あのコらには可哀かわい想そうだけどな」

　鋭い、抜き身の刃やいばを思わせる声がいった。

「もう、これ以上積み重ねられる時間は────ない」




　　　　　　　２




　夕ゆう闇やみ降りる川かわ縁べりを、ふたりは慎しんの家へと向かって歩いていた。

　水面みなもを渡る風は涼しく心地ここちよい。けれど空気に、うだる真夏のきざしを感じる。




　慎は自転車のハンドルを握り、少し前を歩くユイナのあとを歩く。

　交わす言葉もない。いう言葉も見つからない。

　なにも、できないのだろうか。このまま彼女を行かせてしまっていいのか。

　けれどなにひとつ思いつかない自分のふがいなさが、さらに慎から言葉を奪う。

「…………！　慎くん！」

　緊きん迫ぱくした声に慎は足を止めた。ユイナが前方をにらんでいる。慎も思わず緊張する。

　足音がした。アスファルトを歩む、革靴のような硬い音。

　息を吞のむふたりの前に、小柄な姿が現れ、近づいてくる。

「え…………!?　な、なんで、ここに!?」

「仲直りなさったようですね。とても喜ばしいことです」

　それは────丹に々に儀ぎ乃の要よう子こ。クラス委員長だった。

　彼女はユイナと同じく、制服だった。眼鏡めがねの奥から笑えみを見せ、彼女は少し距きよ離りを置いて立ち止まる。鞄かばんは持たず手ぶらで、学校帰りではなさそうだ。

　ユイナは緊張を解かない。鋭するどく厳きびしいまなざしで丹々儀乃を見つめている。

「……なんの用」

　凍てつく声がユイナの唇から発せられる。

　慎は驚おどろいた。なぜユイナがそんな口く調ちようをするのか理解できなかった。

「お気づきでしたか」

「はっきり気づいてたわけじゃない。けど近くにいるなって、ずっと思ってた」

「さすがです。守しゆ護ご士しとしての内なる力の片へん鱗りんは、自おのずと現われるようですね」

　なぜ────!?

　慎は、はっと体を固くした。なぜ、丹々儀乃がそんなことを知っているのか、それを考えて、やっと気づいた。彼女の言葉遣いに。ほんの最近、聞いたばかりの慇いん懃ぎんな口調に。

　ユイナが、す、と両足をわずかに開いた。即座に反応できる姿勢をとる。

　こぶしを体の横で握りしめ、ユイナはひとつの名前を、呼んだ。

「カナメ！」

　丹々儀乃は、眉まゆ一筋動かさない。カチューシャをはずし、長い前髪を下ろす。眼鏡を取り、少女は素顔を慎たちの前に現した。

　彼女は左手を宙に伸ばす。その手に光る、ひとつのリング。

「出現。……デイオブラース」

　感情のない声が命じた瞬しゆん間かん、なにもない空中からその手に黒剣が生じ────、

　刹せつ那な、その姿が高速移動のブレのようにかすんだ。

「逃げて、慎しんくん！」

　叫んでユイナが走った。走るその背がカナメの姿を隠す。

　ユイナの鋭するどい回し蹴げりがカナメのいる空間目がけて食らわされ、

「は!?」

　その蹴りは空を切った。

「忠告。いかな攻こう撃げきも、無む駄だです」

　声と同時に頭上からの疾風！

　ユイナは飛とび退すさった。だが続けて横よこ薙なぎに払われ上衣の裾すそが切り裂かれる。

「く、！」

　重なる斬ざん撃げきをユイナは後転で避けさらに下がった。

　キュ、と地上で足を踏みしめ体勢を整ととのえ、対たい峙じする相手に身構える。

　慎は目をみはる。さきほどまで丹に々に儀ぎ乃のがいた場所に────立つのは、黒衣の少女。

　黒のミニドレスの少女は黒剣を握り、冷れい徹てつなまなざしで慎とユイナを見つめていた。

　思わず慎は、身を乗り出して叫んだ。

「な……なん、で、なんで委員長が!?　だっておれにいってくれたじゃないか、ユイナと仲直りしろって。親切に教えてくれたじゃないか、仲直りの方法だって……！」

「解説。当然です。王を定めぬまま裁定に入るのはフェアとはいえません。時間のない中、つまらぬ軋あつ轢れきは彼女の不利であると判断いたしました。しかし」

　黒衣の少女・カナメは黒剣を持ち上げてユイナに向けた。

「失望。その配はい慮りよも無駄でしたか。いま見たところ、リングの授与はまだのようですね」

「…………彼を、あたしの〝門の王〟にするつもりはない」

　ユイナがいった。静かに、強く。それにカナメが鋭するどく問い返す。

「疑問。一いつ昨さく日じつにあなたは、彼を主人候補と明めい確かくな意思表示をされました。ですがこれはまた尚しよう早そうな心境の変化ですね。この一両日のわずかな間に、どのような経けい緯いがありましたか」

「話す必要なんかない。裁定はあたしだけで挑む。彼をこの場からはずして」

「解説。お忘れですか、わたくしの職しよく務むは〝境界守護士〟の裁定などではありません。〝門の王〟の裁定です。ゆえに、王を定めぬ守しゆ護ご士しは、」

　カナメは、淡々と事務的で形式的な口く調ちようで、告げた。

「宣言。裁定なしで………………処刑」

　す────と、すり足で一歩、カナメが前に動き、

　闇やみに消えた。

　ユイナが息を吞のんだ。その真横に現われる漆しつ黒こくのゆらぎ。

「……は！」

　声はない。宣言もない。ただ肉を裂く攻こう撃げきが突如来た。

　素す早ばやいサイドステップで避けて即座、ユイナは地に両手をつき影かげに足払いを見み舞まう。

　だが足は空を切る。ふり下ろされる風を斬きる鋭するどい音。細い背に墜おちる一撃！

　ユイナの脚が地面を蹴けりつけた。

　翔とぶ。

　少女は空に浮き背をしならせ宙で回った。長い髪が闇の空に広がる。

　ユイナはカナメの背後に着地した。ふり返りかける相手の背に渾こん身しんの力で蹴りを放つ！

「─────ァッ!!」

　黒衣の少女が吹き飛んだ。小柄な体が地面に叩たたきつけられアスファルトの上を滑る。ユイナの攻撃は容赦ない、倒れたカナメに駆け寄りその持つ剣を蹴り飛ばそうとした。

　しかしカナメは横転、全身をバネに瞬しゆん時じに身を起こし肉にく薄はくするユイナに背を向け────

　ユイナの瞳ひとみが見開かれた。動きが止まる。眉まゆが苦しげにしかめられる。

「ユイナ…………っ!!」

　ぼうぜんと見ていた慎しんが我われに返って叫んだ。

　鮮せん血けつが滴る。ユイナの制服の、脇わき腹ばら辺りの肌があらわになり、そこからにじむ赤い色。

「感嘆。さすがの動きですね」

　カナメは背を向けたまま両手で柄つかを逆に持ち、脇から刃を自分の背後に突き出している。その刃は正せい確かくに、ユイナの脇腹を切り裂いていた。

「う、く……！」

　だがユイナはひるまなかった。怪け我がの箇所を押さえ背後に跳とび退のきその場で身構え、闘たたかいの意志を見せる。その彼女を、カナメは肩越しにふり返る。

「疑問。なぜ抵抗します。なぜ、死を拒むなら王を選ばないのです。あなたの行動は無意味です。王を選ばぬ守しゆ護ご士しに存在理由はありません。速やかにわたくしにリングを預け、刃の前に首を垂れてその命を無に帰すべきです」

「黙だまれ」

　ユイナはいった。息はわずかに荒い。だがその声には強い意志が感じられる。

「死なない。おとなしく殺されたりなんかしない。あたしは……あたしは、彼を守るためにいる。だからそれを果たさずに、むざむざ死を選んだりなんかしない！」

「──────それを、無意味っていうのよ」

　頭上より、氷の言葉が響ひびき渡った。

　はっと息を吞のんで慎は夜空を仰ぐ。

　虚こ空くうに光る翼つばさが現われた。翼の生はえた火砲を右腕に、緋ひ色いろの少女がゆっくりと舞まい降りる。巻き起こる風が少女の体を受けとめ、ドレスと血色の髪を巻き上げてなびかせた。

　その場に現われたのは、真しん紅くの少女、ヴィヴィ。

「守しゆ護ご士しは王を守るために存在するの。王のいない守護士に、誰だれかを守る力なンかないわ」

「…………あなたに守護士としての心得を教えられる覚えはない」

　ユイナは、彼女をにらんで叫んだ。慎しんがたじろぐほど激はげしい口く調ちようだった。

「王を捨てた〝境界守護士〟のあなたに！」

　その場の空気が凍った。明らかにその指摘が、少女たちの間の緊きん迫ぱくの度合いを深めた。

　慎は驚おどろきとともにヴィヴィを見つめた。ヴィヴィが王を捨てた守護士というなら、もしや、その捨てられた王というのは…………!?

「そう。それならユイナ。アタシを失格の〝境界守護士〟と非ひ難なんするなら、」

　その時点で、慎は完全な傍ぼう観かん者しやだった。なす術すべもなく見守るしかできない無力な観察者だった。だが、ヴィヴィの絶対零度なみの氷の言葉が聞こえてそのあとに、

「守ってみせてよ。自分にどれだけの力があるか、アタシたちに証明してみせて」

　突如砲口が、慎を向いた。

「あ……!?」一いつ瞬しゆん、慎は状況を把握できなかった。逃げようとした。持っていたハンドルを放し自転車が倒れる音を背後に走り出そうとした。しかし─────────

「だめ！」

　ユイナの悲鳴が聞こえた気がした。その悲鳴が慎の耳に届いた瞬間、




　衝しよう撃げきが慎の体を襲おそった。




　なにが起こったかわからなかった。

　体の下にアスファルトの硬さを感じた。そして、

「…………あ…………ぐ、は………………っ！」

　全身を信じられない痛みが駆け巡った。バラバラになりそうな意い識しきを失いそうな、しかしあまりにも強いために気を失うこともできないほど壮絶な痛みだった。

　動けぬほどの激げき痛つうに、慎は地面で身を折りあえぐ。

　その背中を誰かが強く激しく踏みつけて、同時に頭に冷たく硬い砲口を押しつけた。

「さあ、守ってみせたらどうなの。王を選ばず守護士としての力もないアナタに、カナメの攻撃と私の砲撃とを退ける力があるっていうなら」

「そ──そんな……ヴィヴィ！　だめ、彼を放して」

　必死のユイナの声が、苦痛に声を奪われる慎の耳に響ひびいた。

「彼はあたしの王じゃない、無関係の一般人なの！　彼を放して、お願ねがい！」

「〝デイブレイク〟の前でそう哀あい願がんできる？　それが聞き届けられると思う？」

「…………あ……！」

「ユイナ。答えて。そこまで彼にこだわるなら、なぜ彼にリングを渡して王にしないの？　あまりに彼が無力な一般人で、その力を託すのが無理って判断した？　〝デイブレイク〟との戦いに巻きこみたくなかった？　……あるいはもしかして、申し出を拒否された？」

　ヴィヴィの声は熱あついのに冷たかった。

　相手を打ち据える強烈な激はげしさがありながら、確かく実じつに急所をつく冷静さがあった。

「なのに、アナタは彼を守るっていうのね。守しゆ護ご士しとしての力もないのに。そんなに無力なくせに。彼を本当に守りたいなら、彼のそばを離はなれて他ほかに王を選んで守護士の力を得たらどう？　そんな選択をする強さもないのなら、誰だれかを守るなんて口先だけよ!!」

　熱く冷たい声が降る。夏の熱ねつ気きがこもるアスファルトの上に倒れる慎しんの頭上から。

「さあ、いますぐ彼を殺してあげる。アナタの迷いのもとを……消してあげる」

「────やめて」

　悲痛な響ひびきが聞こえた。

　慎の感じる体の痛みより、はるかに心に痛い響きだった。

「わかった。あたしの持つリングを、カナメに託す。そして、彼から……離れる」

「………………!!　ユ、イナ……!?」

　慎はうめくようにいった。その耳じ朶だを、心を冷えさせる声こわ音ねが叩たたいた。

「いい、ユイナ。王としてふさわしいかどうか、守護士は冷静に感情を排して判断するべきなのよ。絶対に情動で……そう、たとえば馬ば鹿かげた恋情なンかで、選んではいけない」

　ヴィヴィの声音の奥底に、他人にはわからぬ自じ嘲ちようと自戒とがあった。それはユイナに向けたというより、まるで、自分の記き憶おくに向けた言葉のようだった。

「なのに、そこまでこの彼が大事なの。そこまでいうほど、心からこの彼を」

　慎は弱々しくも必死に、身をねじって見上げた。ヴィヴィの表情が見える。その高貴な面おもては、彼女を包む燃もえる緋ひ色いろと正反対に、全すべてを凍らせるほど冷ややかだった。

「…………好きなの」

　どくん。

　その言葉に、慎の心しん臓ぞうが、重い鼓動を打った。

　だが、

「ちがう」

　ぽつりと、誰かがいった。

　小さな声だった。小さかったが、それははっきりと、倒れる慎の耳に届いた。

「ちがう。ちがう！　好きじゃない。絶対に、絶対に絶対に……彼なんか、彼なんか！」

　慎は、地面に押さえつけられたままユイナに顔を向けた。

　暗くら闇やみの中に立つ彼女を見た。彼女は、顔をそむけていた。

　けれどその言葉は、慎しんただひとりに向けてふるえる声で…………告げられた。

「…………だいっきらい……だから」

　突如ユイナは背を向けた。全すべてを、断ち切るように。

　少女はカナメへと歩いていく。ふり返らずに。たたずむ黒衣の少女のもとへ歩き去る彼女の背は、辺りを包み始めた夕闇に埋もれ消えていく。

　す、と慎の背中の重みがなくなった。ヴィヴィが足をどけたのだとわかったとき、羽音とともにはるか頭上から声が降ってきた。

「本当に、どうしてあのコがアナタを選ぼうとしたのか理解できない。アナタのような、無力で弱くて意い気く地じない人間を。でも、それがあのコたちが守る世界の実態なのね……」

　痛烈な皮肉は、けれどどこか哀かなしげな声こわ音ねだった。そのあとに翼つばさを広げる音が続き────

　消えた。

　その場に、無様に地面に転がる慎だけが残された。

　視界に、地面に倒れた自転車が入った。倒れて投げ出した、自分の両手も見えた。握る力もない、空っぽの手のひらが。なんの力もない、なにひとつ確たしかななにかを持っていない、無力で空虚でみじめな自分が。

　情けなかった。自分の無力さに痛みが重なり、吐き気すらこみあげた。




　そのとき慎の耳に、誰だれかのゆるい声が響ひびいた。

「よ、生きてる？」

　かろうじて首を動かし、ふり仰ぐ。ポケットに手を入れた背の高い人物がそこにいた。

「く、九く条じよう……さ、」

「生きてるじゃない。ヴィヴィも手加減したってことだな。ン？　どうやらユイナはヴィヴィたちと行っちゃったか。ま、仕方ないね……では俺おれも、行くべきところに行きますか」

　すい、と九条は慎のかたわらを離はなれ歩いていく。慎などまるで、路上に転がる石ころと同レベルのごとく放置して。慎は必死で、その背中に向かって声を張り上げた。

「ま──ま、待って！　待って、くださ……い、どこに、行くんですか……彼女は、ユイナはどうなったんですか、どこに行ったんですか……！」

「知らなくていいよ」

　九条が肩越しにふり返り、静かにいった。

　冷たい口く調ちようではない。突き放す声音でもない。ただ、事実を告げる言葉だった。

「そんな……だって、おれたちを守るために戦うんでしょう？　なのに、それを知らずに」

「いいンだよ。ユイナは君から離れるのを選んだ。君も、王になるのを断った。それが、君たちふたりの選択だ」

　は、と慎しんの言葉が止まった。

　九く条じようが初めて、優やさしい、さとすようなまなざしで自分を見つめて、いった。

「誰だれかが誰かの日常を守ってるなンて、知る必要はない。戦う術すべを持たない人たちが、誰かが戦っているのなンて知らずに、自分の生活を送ることができるように守るのが、俺おれたちの役目さ。安心して〝日常〟に帰れ。そこが……君の、いるべき場所だ」

　九条は歩き出した。その背中が、足音が、遠ざかって行く。

　慎は、地面にうつぶせたまま、起き上がれなかった。ほこりだらけのアスファルトを見つめて、残る痛みのためにしびれたように動けなかった。

　日常に。日常に、戻る。

　どうやって？　このままなにも知らない、なかったフリでもとの生活に戻る？

　でもそうするしかない。ユイナは行ってしまった。自分をこの場に残して。自分だって、彼女の申し出を拒否したのだ。自分にその資格はないと。その力もないと。

　だったら。だったらもう、慎にはどうすることもできない。

　─────────いや。

　いや、なぜ彼女はもう一度、「王になってくれ」と慎に、いわなかったのだろう。

　屋上で慎は彼女の告白を聞いた。その告白は慎の心を打うち震ふるわせた。

　とても、とても……嬉うれしかった。

　彼女に心から頼まれたなら、たとえ戦いに怯おびえと恐怖を抱いていても、迷いを捨てただろう。彼女の気持ちに応こたえたいとそう思い、彼女の差し出すリングを受け取ったはずだ。

　なぜ、どうして彼女は、カナメたちに迫られたあのとき、そうしなかったのだろう。

　地面に伏せたままの慎の脳裏に、あの光景がよぎる。

　暮れなずむ夏の夕暮れ、空を見上げていた彼女。

　自分の姿を、その思いを、悔しさや哀かなしさ、弱さまで含めて見つめていてくれた彼女。

　他ほかの誰かと比べて優すぐれているとか劣っているとかでなく、〝羽は立だて慎〟というひとりの人間を、いいといった彼女。

　慎が、日常でただ生きているだけで……それだけで良かったと、いってくれた、彼女。

〝……あたしは、彼のそんな普通のところがいいって思った。彼こそが、守るべき日常の象徴なんだって、思った。だから、あたしの……〟

　あのひたむきな言葉。あの真しん摯しな声。強くはっきりと宣言された、あの偽らざる思い。




〝……あたしの〝王〟は────彼、ただひとりなの……〟




「……っ、ぐ……あ、……うぁあああああああああああぁっ！！！！」

　かすれる声を力の限りふり絞った。

　空っぽだった両のこぶしを全力で握りしめた。

　その握りしめたこぶしで地面を押すようにして上半身を起こし、激げき痛つうが駆け巡る全身に必死に力を入れて、慎しんは立ち上がった。

　自転車を起こしハンドルにもたれて苦痛にあえぐ。だが意志の力で痛みをねじ伏せペダルに重い足をかけ、そして、

　蹴けった。

　地面を蹴った。

　足を蹴上げサドルにまたがり、一心にこぎ出す。

　自転車は走り出した。夜風の中、堤防を走り出した。

　どこに行くのか、どこに行けばいいのかわからない。だがまだ九く条じようが近くにいるはずだ。彼に追いついて、ユイナがどこに行ったのか聞けばいい。

　そして全力で、彼女のもとへ行こう。

　行って、そして、彼女に伝えなければならない言葉を伝えよう────




　風を切り風に乗り、無人の堤防を自転車はひた走る。

　全身に当たる冷たい夜風に、残る痛みは次第に薄うすれていった。




　　　　　　　３




　夕ゆう闇やみを渡る風に、少女のため息が乗る。

　香か奈な未みは駅前の学習塾のビルから出ると、陽ひの落ちた薄うす暗ぐらい空を見上げ歩き出した。

　物思いが足取りを重くする。なぜこんなに気分が沈むのかと自問して、すぐ答えが出る。

「……羽は立だてくん、天あま音ねさん家ちに行ったのかな……」

　香奈未は、本当はずっと前からひそかに慎が気になっていたのだ。

　その想おもいを意い識しきすることなく過ごしてきたのに、突然現われたユイナの存在に、おかしいぐらい気持ちが揺れた。慎に興きよう味みを抱くあのコたちを責められないと、香奈未は思う。自分だって、こんなに心が落ち着かないのに。

　あんな美少女相手ではかないっこない。それでも…………慎への想いは捨てられない。

「あの……ごめん、なさい……」

　誰だれかの呼びかけに、香奈未の足が止まった。

　そこはオフィスビルの谷間、商店街に向かう通りだ。香奈未は辺りを見回す。

　ビルの隙すき間まの暗い路地に誰かがうずくまっている。小さく細い体は子どものようだ。お腹なかでも痛いのだろうかと香奈未は心配になって路地に入り、子どもに近寄り顔を寄せる。

「あの、どうしたの？　具合でも悪いのかな。だいじょう、」

　のぞきこむ香か奈な未みが凍りついた。

　そこにいたのは、類たぐい稀まれな美形の子供だ。パーカーのフードの中から見上げるその子の、白い透き通る肌と長いまつげ、紅あかい唇に、香奈未は思わず胸がどきりとするのを感じる。

「……咲さき屋や、香奈未……さん、ですね」

　なぜ自分の名前を、といぶかしげに思った瞬しゆん間かん────香奈未はびく！　と凍りついた。

　うずくまる灰はい色いろの服の子どもの背後から、ゆらりと、なにかが立ち上がる。

　それはいくつもの、黒こく灰はい色しよくの影かげ。

　思わず一歩後ずさる香奈未のふくらはぎを、ひたり、となにかが触った。

「……！！！！　や……っ！」

　香奈未の足首をつかみ地面から見上げる、得え体たいの知れない影ども。

　さらに背後から、なにかが少女に覆おおいかぶさった。

「……あ、ああ、あ…………ッ!!」

　黒灰色の影の手が、悲鳴ごと少女の口をふさぐ。それと同時に───────────

　宙から地面からなにもない空から数多くの影どもが一斉に街中にあふれ出て、




　襲しゆう撃げきを、開始した。
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　全すべての場所に、等しく夜が訪れる。




　白い壁かべが続き白いドアが並ぶ、オフィスビルの長い直ちよく線せん廊下。

　その端にあるエレベーターホールに、数基の昇降ケージが到着した。

　リン、という軽やかな音とともにドアが開いて────

　灰色の、そろいのスーツを着た男たちが現われる。

　何人も、何十人も、彼らはケージから出てホールにあふれる。男たちの顔は同じ。同じ鋳い型がたで生み出したように無個性で無表情の彼らは瞳ひとみもグレー、髪もグレーだ。

　整せい然ぜんと整然とただ一点、はるか前方の両開きのドアへ彼らは無言で前進する。

　その行進の前に。

　廊下の中央、彼らを阻はばむように、金髪の少年が立っていた。

　ウィルだ。押し寄せる男たちの前に、その姿は一ひと吞のみにされるばかりに頼りない。

　だが、彼は気取った様よう子すで前髪をかき上げると、

「フン、ずいぶんと礼れい儀ぎ知しらずな客だよ。君たちのような無礼な輩やからを招いた覚えはないんだけどな。でも、我わが王は寛大でね。どんな客でも歓待せよとの仰おおせだ。ゆえに……僕が直々に、人間でない君たちにマナーを教育してあげる…………来い、フィンガル！」

　少年は鋭するどくひとつの名を呼んだ。その瞬しゆん間かん、少年の左手に現われたのは長大な剣。美しい十字型ヒルトの、触れて撫なでるだけで斬きれそうな鋭い光を放つ両りよう刃ばの大剣だ。

　その剣の柄つかを握りしめ、ウィルは力強く宣言した。

「僕は、〝門の王〟──称号・空間制定〈ヴォイドルーリング〉の境界守護士、聖爵士〈ナイトコマンダー〉だ。我が王の命令は歓待〈ウェルカム〉。それでは……遂行する！」

　呼こ応おうして響ひびき渡る金属音。一斉に、男たちの両手から鋭く長い金属の爪つめが飛び出す。

　軍隊の行進のように、乱れなくそろった足音が────

　疾走。たったひとりの少年の体を灰はい色いろの波が襲おそい押しつぶし喰くらおうと迫る。

　ウィルは一団の前で握った剣の先をす……っと掲げてかまえると、

　疾駆を開始！

　一陣の風となり男たちの間を駆け抜ける。




　両開きのドアの向こう側。

　白いオフィスの中で、茉まつ莉りは左手の手袋をはずし、そっとドアに触れた。

「─　城壁〈パリース〉　─」

　基き盤ばんとなるひとつの言葉を口にする。

「─　杖〈ウィルガ〉　─」

　触れた指を上方に動かし、境界を定める象徴の言葉を告げる。

「─　王冠〈ディアデーマ〉　─」

　下方に手を滑らせつつ、定めた境界を強化する。




　剣の光が左右に走り男たちを跳ね飛ばす。

　爪が少年を切り裂こうと追いすがる。ふり回す剣とぶつかり火花を散らす。

　ウィルは剣で斬り裂き斬り上げふりかぶり斬り下し真横に薙ないだ。

　廊下中に響き渡る衝しよう撃げき音おん、灰色の体が跳ね飛ばされてぐしゃりとつぶれ這はいつくばった。

　剣に斬られる体から血は出ない。ただの肉の固まりを薙いでいるようだ。

　弾はじき飛ばされ切り裂かれても男たちの数は変わらない。傾かしいだ背で立ち上がり、ちぎれかけの腕を伸ばし、斬り飛ばされた足のない体で床を這いずりウィルを襲う。

　少年は元の位置に戻ると向き直り、かまえた。かすかな汗で、金の髪が額ひたいにはりつく。

　群れる男たちが体勢を整ととのえると、ウィルに向かってさらなる疾走を開始した。

　そのタイミングで、

「ようこそ、お客さま。さらなるご歓待の準備が整ととのいましたわ」

　廊下の最さい奥おく、両開きの扉の前に白いワンピースの少女が立ち、しとやかに一礼した。

　ウィルがその姿を確かく認にんし、剣を持って走り寄る。

　茉まつ莉りは扉を開きウィルを中に入れると、突進する男たちの姿をふり返った。

　小指の美しいリングが光る。わずかに開いた扉を支える手がドアノブをひと撫なでし、

「──　虚空解放〈コンプリメレ〉　──」

　小さなつぶやきと同時に茉莉の姿が中に消え、ぱたん、とドアが閉まった。

　閉まるドアに男たちが殺到し、ビルが揺らぐほどの衝しよう撃げきでドアを破は壊かいしようと────

　そのドアが消えた。

　廊下に並んでいた全すべてのドアも一度に消えた。

　エレベーターのドアも消え照明の形も消え壁かべと床と天てん井じようとを分けるラインが消え全てが白一色になり─────────────刹せつ那な、




　一切が、消滅した。




　オフィスの中でウィルが左手を投げ上げる。と、剣が消えた。

　茉莉が金髪の少年に優やさしい声こわ音ねでいった。

「ありがとう、ウィル。準備の間、お客さまが退屈しないようお相手してくれて」

「いや、僕は少ししか相手ができなかった。かなり不満だよ」

「充分よ。その時間がなければ、制定は行えなかったから」

　生意気そうな少年の顔に、そのとき初めて誇らしげで得意げな笑えみが、浮かんだ。

　それを見て茉莉はかすかにほほ笑むと、

「〝デイブレイク〟…………確たしかに受け取りましてよ。戦せん闘とう開始の、布告を」

　そのまなざしに、不敵な光が宿った。
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　香か奈な未みは逃げていた。やみくもに無我夢中に走っていた。それを追って足音が続く。

　なぜ。なぜ、こんなことに。

　得え体たいの知れない影かげに捕らえられかけ、必死にふりほどいてその場を逃れてきた。

　だがいま自分がいる場所すらわからない。灯あかりもない人通りもない、どこまで行けばいいのかわからない。絶望と恐怖で、足がもつれそうになる。

　逃げる少女の耳に、ひたひたと迫る足音が聞こえる。

　気のせいだろうか。自分を追う足音が増えている気がする。

　いや気のせいじゃない！　確かく実じつにその音は路地いっぱいに広がるほどに香か奈な未みを追い詰め圧するがごとく四方八方からやってくる！

　助けを呼ぶ声も出せない。開く口から出るのは呼吸音だけだ。

「ああっ！」

　香奈未はつまずいて転んだ。その、スカートから伸びる足首をなにかがつかむ。

　影かげだった。黒に近い灰はい色いろの影。体の部分も定かではない闇やみだけで構成された影の形だ。地面からまるで湧わいて出たようにそれは石畳に這はいつくばって香奈未の足を握っていた。

「…………!!　い、いやぁっ！」

　悲鳴を上げる彼女を影だけの人間どもが囲む。

　数限りなく尽きることなく、それは香奈未の頭上を覆おおい圧して押し寄せる。

　もう声も出ない。倒れた香奈未に無数の黒い手が伸ばされて、




　光の一いつ閃せん。

　影どもの腕が斬きり飛ばされた。




　誰だれかが地面に着地する音。

　香奈未の前に、ひとりの少女が出現していた。輝かがやく銀の髪と、すらりと均きん整せいのとれた肢体を包むパンツスーツ──まるでモデルのように洗練された外見だ。

　優ゆう美びで装飾的な護ご拳けんと柄つかを持つ細身の剣を右手で握り、櫛くし状じようの刃やいばの短剣・ソードブレイカーを左手で握って、少女は香奈未を見下ろすと短くいった。

「立て。わたしのあとについてこい。走るぞ」

　はっと我われに返り、急いで香奈未は立ち上がった。

　少女は両手の剣を脇わきに下し、す……と一いつ瞬しゆん息を吸うと────

　走った。

　腕のひとふりが影どもを斬り飛ばし道を開ける。伸ばされる闇の腕を左手の短剣で受けとめ弾はじき返し右手の剣で突き刺し周囲を薙ないで押し寄せる異い形ぎようの物どもを跳ね飛ばし、後ろを懸けん命めいに走る香奈未の速度に合わせるように優雅に着実に少女は道を斬り開く。

　彼女は一本の暗い細い路地に香奈未を導みちびいた。

　その路地の前方は深い暗闇だった。だがその向こうに高くそびえる塀が見える。

「ま、まさか……行き止まり!?　そんな……！」

　香奈未の絶望の声を聞く少女の表情に、焦りはない。彼女は近くに設置してあったダストボックスのふたを跳ね上げ、香奈未に指し示した。

「隠れろ。そして動くな。声も立てるな」

　有う無むをいわさぬ命令に、香か奈な未みはうなずきごみ袋の詰まるボックスに急いで入った。

　彼女の頭が中に入ったとたん、ガン！　という激はげしい音とともにふたが閉まる。

　耐えがたい臭気の中、香奈未は目を閉じ息を殺して必死に小さく縮ちぢこまった。







　少女は香奈未をダストボックスに隠すと、迫りくる影かげたちに向き直った。

　路地いっぱいに広がり突進するそれらに彼女は告げる。

「わたしはクリス。〝門の王〟──称号・雷吼〈ディバインブロウ〉の境界守護士、剣舞士〈クルエルステッパー〉だ」

　彼女は両腕を前に突き出す。長剣と短剣をクロスさせ、その間から敵をにらむ。

　少年のごとく凛り々りしい声こわ音ねと表情で、クリスは朗々と宣言した。

「我わが王の命令は、舞踏〈ダンシング〉。デイブレイクに与くみする異い域いきの輩はい流りゆうよ。わたしの剣、『天啓』の前にひれ伏して、二度と我が主あるじの領土を侵すな！」

　影の足は止まらない。その宣言にもひるまずそれらは少女に襲おそいかかった。

　すい、とクリスは剣をクロスさせたまま前方に一歩移動─────────

　靴底が石畳を激しく蹴けった。

　身を低くしクリスは両手の剣を斬きり下ろす。

　切り裂かれた影の体が周囲で吹き飛ぶのも見ず少女は背を向ける。

　足を大きく開き体をしならせひねり華か麗れいにターンしつつ背後の敵に剣を突き出す。

　貫いた胴体から剣を引き抜き同時に左右を激しく薙ないだ。

　斬り飛ばされた影がビル壁かべに叩たたきつけられるがクリスは目もくれない。

　さらに彼女は右足を軸に回転、広げた両手の剣で周囲の影どもを宙高く跳ね上げ華麗なステップで前進、左手の短剣の刃やいばと柄つかを交互に使い相手の動きを止めて返して受けとめて、右手の長剣で貫き斬り裂き吹き飛ばす。

　それは戦いではない。剣けんの舞まいだ。

　剣舞士の名の通りクリスは優ゆう美びな舞を舞まっていた。

　足の運びと手の動き、しなる体になびく髪。彼女の全すべてが優雅で華麗で流麗だ。息も荒げず上着の裾すそも乱さず彼女は舞う。影どもの攻こう撃げきをいなしてかわして流して倒す。

　ひとつの舞ぶ台たいを見ているような、芸術的な美しさ────




　どこかで誰だれかが言葉をつぶやく。

「基盤構成─神具：電流〈エレクトリキタス〉─」

　中指にリングをはめた両手が握られこぶしが作られた。

「性質─呪詛：針〈アクス〉─」

　胸の前で両のこぶしを強く打ちつける。

「形状─網〈サゲーナ〉・付加─苦痛の金〈アウルム〉─」

　合わせたこぶしを離はなして向かい合わせる。

　パリ、と一いつ瞬しゆんかすかな放電の火花が散った。




　クリスは舞まいながら動く。

　誘さそい誘いざない彼女は少しずつ背後に移動する。ステップはじらすように遅くなりあるいは招くように早くなる。影かげどもは彼女の動きにつれて潮しおの満ちるがごとく押し寄せる。

　ついにクリスは通路の奥の奥まで追い詰められた。背後は闇やみ、その闇の背後は高い壁かべ。退路もない抜け道もない、文字通り彼女は行き止まりの場所で動きを止められた。

　クリスは剣持つ両手を開いて下ろして挑むように立つ。

　その前にそそり立ち襲おそいかかるは影どもの群れが集まり作る巨大な闇の壁。

　少女の細い肢体がいままさに吞のみこまれる────！

　突如、クリスの背後の闇から肩越しに誰だれかの両手が影どもへ激はげしく強く突き出された。

　その場の全すべてを打ち倒す言葉とともに。




「──流電砲撃〈バッリスタ〉──!!」




　轟とどろく雷鳴！！！！

　白はく熱ねつの光、衝しよう撃げきの電流、敵を包んでからめて捕らえる電でん磁じ網もう───────！

　それらが突き出た両手から一斉に放たれた。

　影どもの体たい軀くを四方八方から貫く凄すさまじいまでのショック。あらゆる音も光もかき消す強烈なエネルギーが全てを微み塵じんに粉砕し灰も余さずあとも残さず焼き尽くして吹き散らす。




　……あとには、焼け焦げた石畳が残るばかりだった。

　少女の肩越しに出ていた両手が下ろされる。慶けい介すけが現われ、冷れい徹てつにクリスにいった。

「ご苦労、クリス」

「いえ、我わが王の命令を遂行したまでです」

「これで全部か」

「かと思われます。この近辺では。しかし、この騒さわぎに他ほかの人々が出てこないのは……」

「名を奪われて〝ネイムレス〟にされたか。〝領りよう域いきの間あわい〟も拡大しつつある」

　慶介の冷静な指摘に、クリスの表情が沈む。だが彼は謹きん厳げんな表情を崩さず、いった。

「自分たちは前座の前座だ。根本をどうにかするしか手立てはない」

　クリスはうなずくと、思いついてダストボックスに駆け寄った。ふたを開けると香か奈な未みがぐったり失神している。怪け我がはないようだ。クリスはほっとした表情で小さくつぶやいた。

「ユイナのクラスメートが助かって良かった……あとは、団長の手腕次第だな」
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　誰だれもいない学校は、広く、静かで、闇やみの深い場所だった。

　黒衣の少女のあとにつき従うのは、ユイナ。うつむき唇を閉ざし、無言で少女は歩む。

　階段を上がる。踊り場の大きな窓から、外の弱い月明かりが射さしこんでいた。

「説明。これから〝門の王〟に志し願がんする、ある方のもとへお連れします。その方を〝王〟とするかどうか、ご自分でご判断ください」

　階段を昇りつつ、前を歩くカナメがいう。うつむくユイナは短くいった。

「……あなたにリングを託すのかと思っていた」

「解説。あなたの力は、王を選ばず守しゆ護ご士しとしての力を得ていないいまでさえ、かなりのもの。むざむざ無に帰すのは惜しいと考えます。いま一度、ある機き会かいを与えましょう」

　不ふ審しんの色がユイナの眉まゆをかすめる。だがそれ以上たずねはせず、口をつぐんだ。

　ふたりが階段を昇りきり、屋上に続く扉を開けて進んだときだった。

　屋上の端の方角から、誰かの声がした。

「……カナメ。志願者がお待ちよ」

「謝しや罪ざい。お待たせいたしました、ヴィヴィ、藤とう堂どう教きよう諭ゆ」

「え!?」

　ユイナが思わず声を上げた。緋ひ色いろのドレスの裾すそを波打たせ、ヴィヴィが歩んでくる。

　その彼女の後ろから────ひとりの人物が現われた。

　がっしりとした体格と、厳きびしく引きしまった顔がユイナの視界に入る。

「よく来てくれた、天あま音ね。話は丹に々に儀ぎ乃のから聞いている」

　彼はカナメと、驚おどろきで立ちすくむユイナのそばまでやってきた。

　大きな力強い手が、ユイナの細い両肩を包むように親しげに置かれる。

「藤堂、先生…………!?」

「最初は途方もない話で信じられなかったが、どうやら一刻の猶ゆう予よもないそうだな。実は大勢の生徒たちが、昨夜ゆうべから行方ゆくえが知れない。〝デイブレイク〟という存在のせいだろう」

「な……！」

　ユイナは言葉を吞のんだ。そこまで事態が切迫しているとは知らなかった。ヴィヴィのいうとおり、自分の想おもいに囚とらわれて、なにより大事なことを見失っていたのだろうか……？

「天音。生徒たちを守るために、喜んで私の力を尽くそう。私はおまえの王として充分な、経けい験けんも知能も身体能力もあると自負している。きっと、〝称号〟の力に応こたえられるはずだ」

　自信満ちあふれる声に、ユイナは藤とう堂どうを見上げた。

　彼は安心させるように笑った。大人おとなの余裕と深みの感じられる笑えみだった。

　ユイナは、服の上から胸のチェーンに下げたリングを握る。

　それを見る藤堂が、頼もしげにうなずく。少女の肩に置かれた手に力がこもった。

「さあ、天あま音ね。そのリングを私に」

　大きな片手が、ユイナの前に差し出された。

　ユイナはその手を見つめ、チェーンを握ると、ぐいと引いた。三つの、美しいフォルムのリングを手に乗せる。その冷たさと硬さを、手のひらに感じる。

　────先生に、これを渡せば。

　そうだ、自分は決めたはずだ。本当に守りたいひとを守るために、この〝神語の指輪〟にふさわしい王を選ぶのだと。藤堂は、知性も理性もある成せい熟じゆくした大人だ。思し慮りよ深ぶかく頼もしく、〝門の王〟として充分な人物だ。安心してリングを託し、任せられるだろう。

　そう。彼ならば王にふさわしい。自分の身も心も捧ささげて、仕えられるほどに………………

　……………………………………………………身も心も、捧げて？

　ユイナの瞳ひとみが見開かれた。我われ知らずリングを強く握りしめる。同時に自分の肩に置かれた藤堂の手を、その重みを強く意い識しきした。

「どうした、天音？」

　藤堂の力強い声がユイナの鼓膜を震ふるわす。だが動けない。

　目の前の相手にリングを渡すべきだとわかっている。しかしなぜか強烈に感じる、この違和感、拒否感。彼女の直感、感情、情動、感覚、全すべてが恐ろしいまでになにかに抗あらがっている。

　ぎゅ、とユイナは目をつぶった。藤堂から顔をそらしてうつむいた。

　リングを握りしめる手のひらの力が強く固くなり、こぶしがかすかに震えた。

　……………………………………だめ。

　だめ。だめ。絶対にだめ。

　渡せない…………渡せない渡せない渡せない！

　このひとには、この相手には、絶対に、絶対に絶対に、渡せない！

　あたしが選ぶのは、あたしの全てを託すのは、あたしが本当に守りたいのは…………!!

　ユイナがそう強く意識した瞬しゆん間かん、屋上に誰だれかの足音が走りこんできた。そして、

　声が聞こえた。

　ユイナは顔を上げた。瞳を大きく見開いた。

　自分の耳じ朶だを叩たたいた言葉を、それを叫んだ相手を、彼女は見つけた。

「─────────ユイナ！」

　校舎中に響ひびき渡るほどの叫びが、いま、少女の名を呼んだ。
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　全力で自転車を駆った。

　全速力で校舎まで走った。

　全身の力をふり絞って屋上までの階段を駆け上がった。

　息が苦しいまでに上がる。いまにも絶えそうほどに辛つらい。だが、

「ユイナ！」

　扉を開け放ち、慎しんは叫んだ。その場にいたみなが一斉に慎の方を見る。

　屋上の中央で、ユイナは、カナメとヴィヴィと、大柄な体の誰だれかと一いつ緒しよにいた。

　その人物が誰か、慎にも見えた。それは、

「……!!　藤とう堂どう先生!!　な、んで……ここに？」

「それはこちらの疑問だぞ、羽は立だて。私はいま」

　藤堂はユイナの肩に手を置き、まるで慎に誇示するようにいった。

「天あま音ねからリングを授与されるところだったのだ」

「え!?」

「そう。私が、彼女の〝門の王〟となる」

　彼は誇らしげにそういって、笑えみを浮かべた。

　慎は思わずユイナを見る。遠くて彼女の表情ははっきりしない。ただ、こちらに顔を向けているのだけは判別できる。思わず慎は、無む意い識しきにかぶりを振った。

「先生が……ユイナの王？　そ……んな、だめだ。それはだめだ！」

「だめだと？　それはなぜだ。私は彼女の〝門の王〟としてふさわしい、充分な力を持っている。その資格があると確かく信しんしている。自信もある。おまえに判断してもらう必要はない」

「け、ど……けど、それ、は…………」

「まさか、自分が彼女の王に適格だ、などというわけじゃないだろうな？　いいか、おまえはあまりにもごく普通の人間だ。考えも行動もまだ子どもだ。そのような凡ぼん庸ような子どもに、非常の場に挑む力などない。大人おとなしく私に任せ、おまえは普通の生活に戻るんだ。いいな」

　あまりの言葉に打ちすえられて、慎は奥歯を嚙かみしめうつむいた。

　藤堂の、聞きき慣なれた自信と説得力のある声で諭さとされて、それ以上言葉が出てこない。

　…………だが。

　だが、だが───────！

「わ……わかってます、先生。おれなんかが、大したことできるわけ、ないって……」

　慎はこぶしを握りしめた。強く強く強く強く、体の脇わきで震ふるえるほどにこぶしを握った。こぶしが震えて、声まで震えた。

「取り得もない、誰だれかと比べて優すぐれてるところもない。好きな部活でだってやっとなんとか平均で、流されやすくて考えなしで、誰かの上に立って指し導どうしたりひっぱったりできるリーダーでもない。けど、けど……けどおれ…………おれ、おれは!!」

　慎しんは顔を上げた。前方の、藤とう堂どうの体の陰にいるユイナを見つめる。

　いまにも心が萎なえそうだった。くじけそうだった。

　自信もない、自負もない、自分に対する誇りもない。恐ろしいまでの無力感しか、ない。

　──────けれど。

　けれど、慎は前に一歩、足を踏み出した。

「ユイナ」

　真まっ直すぐ、ユイナへ手を伸ばす。

　その手にはなにもなかった。空っぽで、確たしかな力もなくて、根拠のない自信すらもない。

　だが、慎はその手を伸ばした。なによりも告げたい言葉を、口に出した。

「ユイナ、おれのもとへ来てくれ。君が選ぶんじゃない…………おれが、」

　あらん限りの勇気をふり絞った。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて彼女に向かって慎は叫んだ。
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「おれが君を選ぶ！　来い、ユイナ！　君の〝王〟は、この────おれだ！」




　その言葉を慎しんが叫んだ次の瞬しゆん間かん。




　長い髪がなびいた。

　ユイナが、肩に置かれた藤とう堂どうの手をふりきりふり捨てて、走り出した。

　高く靴音を響ひびかせ彼女は真まっ直すぐ慎へ向かって走り跳びこむ。

　慎は、自分の胸の中に、彼女の温かな体を感じた。

　腕の中に柔らかな、ユイナの重みを受けとめた。




　ふたりは一瞬、強く強く抱きしめ合う。互いの体温を互いの腕と胸で感じ合う。

　だがユイナはすぐ顔を上げ、胸のチェーンにつけたリングをはずすといった。

「慎くん。両手、出して」

「……え、こう？」

　いわれた通り慎は両手を前に出す。

　その両の人差し指にユイナが、するりとふたつのリングを、はめた。

　まるであつらえたようにリングは慎の指にぴたりとはまり、

　刹せつ那な─────────!!

　激げき烈れつな灼やける痛みが慎の頭を襲おそった。

「……ぐぁっ……!?」

　凄すさまじい痛みに慎は体を折り曲げ────だがそれは、ほんの一瞬だった。

　割れそうな痛みは瞬時に引いた。そして、慎は悟った。

　自分が、まさにたったいまこの瞬間に、

「いまここに、羽は立だて慎を我わが王と宣言いたします」

　ユイナが目の前の床にひざまずき、握った右のこぶしを左胸に置いて自分を見上げている。その右手の人差し指に、慎と同じフォルムのリングがきらめいていた。

「あなたこそ、我が真の〝門の王〟。我が血、我が肉、我が魂──我が存在の全すべてはあなたのもの。あなたに仕え、あなたを守り、決して命を惜しまぬことを誓います」

　鮮あざやかな色合いの瞳ひとみが慎を見る。その瞳には喜びと誇りが満ちあふれ、輝かがやいていた。

「自分は、羽立慎──称号・全幻影領域〈ヘリオドライブ〉の境界守護士、無双闘手〈デイムウォーリア〉・ユイナ！　さあ、我が王。なんなりといつなりとご命令を！」

　ユイナの宣言を聞く慎の胸は、いまこれ以上ないほど誇らしさでいっぱいだった。

　自分が選び、彼女が選んだ道に、悔いも迷いもなかった。

　リングをはめた右手を差し出す。彼女がその手を握り、立ち上がった。

　ふたりは手をつないで、ヴィヴィとカナメ、藤とう堂どうへ向き直る。ユイナが告げた。

「いまあたしは王に見み出いだされ、自分の王を見出した。もう彼以外にあたしの王は、いない」

　ぎゅ、とユイナが強く慎しんの手を握る。慎も彼女の手を握った。自分の手のひらの中に、確たしかな彼女の力と温かさを、握りしめた。

　藤堂はあっけにとられた顔でぼうぜんと慎たちを見ていた。

　彼にとっては、思いも寄らない、想像もしていない成り行きだったに違いない。

　そのとき、みなの背後で成り行きを眺めていたヴィヴィが、ふ、とほほ笑えんだ。

　同時にカナメの感情のない冷静な声がいった。

「認知。無双闘手・ユイナ。あなたが王を選んだのを、裁定人のわたくしは認めます」

「な……なんだと!?」

　藤堂が我われに返り、カナメに食ってかかった。

「約束が、話が違うじゃないか！　天あま音ねを私のものにしてくれるといったはずだ！」

「否定。そのような約束は交わしていません。わたくしはあなたの要よう請せいにより、彼女のもとにお連れしただけです。結果については、わたくしの関知するところではありません」

「………………ふん……そうか」

　どす黒い、低い声がつぶやいた。穏おだやかで落ち着きのある大人おとなの顔が一変する。

　彼はそっとポケットに右手を入れると、昏くらい声で、いった。

「そこまで愚ぐ弄ろうするつもりか。俺おれを選べば正しく導みちびいてやったものを…………相手を侮あなどり軽かろんじるのも、未み熟じゆくで見る目のない子どもの証拠だな。それでは────永えい劫ごうその体に罰を刻んでやろう。愚物の身で真の王たる者を見誤った罪でな！」

　いきなり彼は右手を宙に突きつけ大声で叫んだ。




「──影気衝〈フリクトゥス〉──!!」




　叫ぶ言葉が放たれるのに合わせて─────────藤堂の足元から無数の人型の影〈フィギュア〉どもが出現、四方に猛然と突進する。

　慎はなにが起こったのかわからなかった。認にん識しきできなかった。知覚が追いつかなかった。ユイナとつないでいた手が強制的にふり解ほどかれ次の瞬しゆん間かん、

「…………!!　あ、うわあああっ！」

　みなが一斉に打ち倒され、あっという間にその場が闇やみに包まれ見えなくなった、

　慎はコンクリートの床に叩たたきつけられた。一瞬、息が詰まるほどの激はげしい衝しよう撃げきを感じたのと同時、倒れた自分の足をなにかがつかんで頭上にのしかかる。

　覆おおいかぶさるなにかは、影かげ。不ふ鮮せん明めいで不ふ明めい瞭りようで、黒い陽かげ炎ろうのようにゆらめく影は、なのに顔があり、姿があり、形があって、その中に、

「そ。そんな…………っ！　洋ひろし、宗そう司じ！」

　慎しんが呼ぶ、ふたつの名を持つ影かげがある───────！

　ふたつの影はその昏くらい顔で慎を見つめ、凍りつく慎へゆっくりと手を、伸ばす。

「ウェレランッ！」

　少女の叫びと同時、重なる発射音に影が霧む散さんした。慎の拘こう束そくが即座に解ける。カナメも体の自由を取り戻し立ち上がる。ユイナの拘束も解け、彼女は慎に向かって走り寄った。

「怪け我がは!?」

「おれはない。けど…………いまのは……！」

　慎の視し線せんの向こう、消え去り霧消する影の彼方かなたにヴィヴィが立っている。

　緋ひ色いろの手袋をはめた両手には二丁のホワイトメタルの大型銃。

　少女の細い腕に不釣合いなまでに巨大だ。その威力と迫力とに外見だけで威圧される。

　だが藤とう堂どうは、冷静な表情でヴィヴィを見つめ……即座、右手を突き出した。

「──夢魔〈インソムニウム〉──！」

　命令が飛ぶ。

　途と端たん、彼女へ数十体もの闇やみのフィギュアどもが豪速で急きゆう襲しゆうする！

　ヴィヴィの血色の瞳ひとみが輝かがやいた。

　影の伸ばす手をかわして左の銃を速射する。握る銃から無形の衝しよう撃げき波はが撃うち出される。

　弾はじけ飛ぶ闇に背を向けて、右の銃で背後の敵を払って殴って吹き飛ばす。その背を襲おそう次なる敵を脇わきから突き出す左の銃口で破は壊かいして、前から迫る別の影どもを迎える右手の銃が至近距きよ離りから粉砕、両側からの襲撃を両手の巨大な銃で殴り弾き飛ばして地に倒れる寸前、速射と連射で撃うち抜き跳ね上げ微み塵じんに破は壊かいし尽くした。

　少女を囲む影は瞬しゆん時じに消滅───────────

　したはずなのに、影どもはゆらめきながら形を取り戻し、藤堂の周りに集つどいつつあった。

　ヴィヴィは両手の銃をかまえ、藤堂に狙ねらいをつける。

　だが彼は、自分をにらむ緋色の少女を余裕ある態度で見返した。

「無む駄だだな……我わが配下は無む窮きゆう、尽きるを知らない。どれだけ撃とうと徒労だぞ」

「だったら無限に撃ち殺すまでよ…………カナメ！」

　ヴィヴィが藤堂から視線と照準をそらさずに、いった。

「行きなさい。アナタにはいま、なすべきことがあるはずだわ」

　黒衣の少女は一瞬、かすかな逡しゆん巡じゆんを見せたがすぐにうなずいて、

「肯定。そのとおりです。無双闘手が王を選んだなら、職しよく務むを遂行せねばなりません」

　カナメは出口近くに立つ慎とユイナに走り寄った。

「通告。場を移し、裁定を行います。階下へ」

「けど、あの影たちの中に洋と宗司がいたんだ！　あいつら、いったいどうなって」

「解説。あれは名前を奪われた人々の〝影〈フィギュア〉〟に過ぎません。本人は見えざる〝ネイムレス〟となって〝領りよう域いきの間あわい〟にいるはず。ですが使し役えき者しやから解放しない限り、いつかは〝影〈フィギュア〉〟が本人になります。その前に」

「正式な裁定をしよう……ということ」

　ユイナがつぶやく。そして、慎しんを見つめた。

　慎はその瞳ひとみに刹せつ那な考える。洋ひろしと宗そう司じがどうなっているのか、裁定がどんなものか、はっきりとはわからない。だが、いまの自分ではここにいれば足手まといにしかならない。

　けれどもし裁定を経て、なんらかの変化がこの身に起きるなら───────

　かたわらのユイナを見る。ユイナがそっと手をのばし、自分の手を握った。

　その手をぎゅ、と強く握る。勇気をもらうように。そして彼女の瞳を見つめ、いった。

「わかった……行くぞ、ユイナ！」

「うん。行こう、慎！」

　ユイナが力強くうなずいて答える。

　彼女の返事に〝くん〟の敬称がないのに気づく。それが慎には、とても心強かった。

　カナメが屋上から出るドアを開けた。促すように一いつ瞬しゆんふたりに目め線せんを向けると、階下へ走り出す。慎もユイナを従えて屋上に背を向け、闇やみの底へ延びる階段を駆け下りた。

　この先にある、〝裁定〟の場へ向かって。
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　屋上に立つのは、藤とう堂どうと、ヴィヴィのふたりだけになった。彼らは無言で対たい峙じする。

　ゆっくりと静かに、一歩、一歩、藤堂がヴィヴィと距きよ離りを保ってその周囲を歩く。

　彼に従うゆらめく黒こく灰はい色しよくの影かげどもは、屋上のそこかしこに立ち、床から半身を乗り出し、緋ひ色いろの少女を囲んでいまにも襲おそいかかるように彼女の方を向いていた。

　だがヴィヴィの銃口はぴたりと藤堂に合わされ、一ミリもゆらがない。彼の動きに合わせ、彼女もじりじりと、少しずつ円を描いて移動する。

　かすかな余裕の笑えみを浮かべ、藤堂が唇を開いた。

「……貴様も我わが導みちびきを受けて麾き下かに入りたいのか」

「笑いを取りたいの？　ここにいる、アナタの取り巻きにしかウケない冗じよう談だんは止やめて」

「余裕を見せているつもりならそれこそ徒労だ。己の無力を露ろ呈ていしているに過ぎない」

　彼は脇わきに下ろした右手を握る。親指のリングが弱い灯あかりを拾いそのフォルムを光らせる。呼こ応おうするように、ざわりと周りの影が蠢うごめいた。

　ヴィヴィは藤堂を厳きびしく見据え、ホワイトメタルのグリップを強く、強く握りしめる。握る指が白くなり血の気が失うせるまでに。恐ろしいまでの緊きん張ちようが、その姿勢からうかがえた。

　藤とう堂どうの歩みが止まった。握る右手がわずかに動く。

　ヴィヴィの指がトリガーに、かかった。




「はい、そこまで～」




　突如、だるげに誰だれかがいった。ふたりは驚おどろいて声が聞こえた方角を見つめた。

　まったく気け配はいがなかった。足音もなかった。開いたドアの向こうに現われたのは、

「九く条じよう！」

　ヴィヴィが叫んだ。その呼び名の通り、そこに立っていたのは───────

　鮮せん烈れつな赤いシャツに緑のタイのイカレたスタイル、闇やみから浮かび上がるダークスーツ。

　両手をポケットにつっこみ、怪しい男はドアの陰から現われて、ニヤリと……笑った。

「よ、カッコイイ俺おれ様さまがやってきましたよ。ったく少年、張り切りすぎなンだよなー。俺様置いてカッ飛ンでくから、追いつくのが大変だったぜ」

「！　貴様は…………！　なぜ貴様までここに！」

「あーっと、先生。あとは俺たちだけでお話しましょう。オトナの会話っつーヤツでね。ヴィヴィ、いいのか。裁定があるんだろ。オマエの場所はここじゃない……ハズだ」

　九条はそういって、燃もえるまなざしで自分をにらむ緋ひ色いろの少女に笑いかけた。

　ヴィヴィは銃を握って九条を見据える。視し線せんだけで相手を撃うち殺せるほどに、熱あつく激はげしく。

　────だが、

「……そうね。アナタのいう通り。アタシの場所はアナタの場所と、もう……重ならない」

　ふ、と銃を下ろし、ヴィヴィは誇り高い美び貌ぼうをそむけた。

　次の瞬しゆん間かん、ドレスの裾すそをひるがえし少女はさっときびすを返す。

「殺すのは、次よ」

　感情を殺した声で彼女は告げて、屋上の端へ歩き出した。

　中庭に面した柵さくの前で、ヴィヴィは「……ウェレラン」と一言つぶやく。二丁の銃は燐りん光こうとともに消滅、代わりに瞬時に翼つばさを持った火砲となってその右手に装着された。

　夜空に羽根を舞まわせて、折り重なる白い翼が広がる。少女の体がふわりと浮かぶ────と、あっという間にその姿は地上へ降下していった。

　九条は飛び去る少女を見送らなかった。彼女が闇に埋もれる寸前、わずかに目をそらす。

　残ったのは、ふたりの男たちだ。屋上の端と端、大柄でがっしりした体たい軀くの藤堂の向かいに、背が高く細長い手足の、わずかに猫背の九条が対たい峙じする。

　九条を見て、藤堂が頰ほおを冷笑で歪ゆがませた。

「裁定になんの意味がある。あの凡ぼん庸ような羽は立だてでは荷が勝ち過ぎるだろう。王となったはいいが力量を見定めるどころか、一瞬で命を落とすはめになるかもしれんな」

「いやいやいやあ、それはわからないですよ。裁定は、王の力量を測るためだけじゃないですからね。…………まあ、アナタにはもう関係ない話です」

「そうだな。羽は立だてが早々と打ち倒されればこちらも好都合だ」

　藤とう堂どうが、右手を一度きつく握りしめて、開いた。その親指に光るひとつのリング。

　それは〝神語の指輪〟だ。彼は九く条じように見せびらかすように、開いた手の甲を彼に向けた。

「私は〝門の王〟だ。ゆえに〝王〟たる資格はすでにある。羽立が倒れたならば天あま音ねのリングを奪い彼女を私のしもべにし新たな称号と新たな力を得てやろう！」

「………………先生。アナタ、わかってない。なーンにも、わかってない……ですね」

　肩をすくめ大げさに首をふってため息をつくと、哀れむ口く調ちようで九条がいった。

「〝神語の指輪〟は単なる力の発動具。それがイコール〝称号〟じゃ、ないンです。〝門の王〟は〝境界守護士〟が自分の王と認め宣言した時点で王となる。ですから」

　薄うすい、残忍な笑えみが、九条の唇の端によぎる。

「ユイナに拒否されたアナタは、彼女の王になンか絶対に……なれないン、ですよ」

「なッ…………!!　き、貴様ァッ!!」

　藤堂の顔が憤ふん怒ぬと恥辱で真しん紅くに燃もえ上がった。

「俺おれを侮あなどるなといった！　俺は称号・輝映主〈スキアスレイブ〉の〝門の王〟、全すべての王の上に立つ万物の王だ！　来るがいい、我わが下僕、我が走そう狗く、我が隷れい下かの異い骸がいのものどもよ！」

　いきなり藤堂は手のひらをひるがえし、叫んだ。

「──影気衝〈フリクトゥス〉──!!」

　叫ぶ言葉と同時、屋上いっぱいにわだかまる全ての影かげどもが知覚を超えた速度で疾走、鋭するどい爪つめを剝むいて九条に突進しその体を押しつぶすように群がった。

　あっという間に九条は影に包まれ食われるように───────────

「…………？　…………な…………っ？」

　影が霧む散さんした。塵ちりのように芥あくたのようにまばたきの間に。

　消えていく黒い霧きりの向こうで、九条はいった。

「先生、アナタの称号を教えてくれてありがとう。それでは俺も……俺の称号〈タイトル〉を、自慢させてもらいますか」

「く、くそぉぉおおおっ!!　──翳怒〈オブスクーロ〉──!!」

　九条の言葉を途中で阻はばんで藤堂が叫ぶ。

　叫びが新たな数知れぬ闇やみの影を空中から呼び寄せた。

　それらの全身から突き出す無数の金属の棘とげが九条を刺し貫こうと急進する。

　だが押し寄せる影を前にまったくひるむ様よう子すもなく、静かに、淡々と、声が告げる。

「俺の称号〈タイトル〉は………………」

　隠されていた両手が、その瞬しゆん間かん、




「…………神技者〈オールマイティ〉」




　鼓膜を破る衝しよう撃げき音おんが────────────!!

　藤とう堂どうは屋上を囲む柵さくを背にして崩れ落ちた自分の体を意い識しきした。

　自分の放った影かげが跡形もないのを認識した。その意識と同時に、

「あ、あ、ガぁっ！　がぐぅぁああああぁあああぁぁぁぁああっっ！！！！」

　激げき痛つうにのたうつ絶叫が腹の底から突き上げた。

　壮絶な衝撃が影と自分とを吹き飛ばし柵にめりこむほど叩たたきつけたのだと理解したとき、九く条じようが屋上の真ん中に立っているのが見えた。

　彼の両手が見える。九条は腕を伸ばし両手の甲を藤堂に向けて見せつけている。

　それはピアニストか芸術家を思わせる、優ゆう雅がで優美で長くて美しい形の指だ。

　だがその十本の指全すべてに─────────




　ずらりとはまる、拘こう束そく具ぐにも似たデザインの、光るリング。




　九条は告げる。目を細め冷酷な声こわ音ねで藤堂に。

「踊れよ前座。非常に可哀かわい想そうだが、オマエはウォームアップ用のキャラなンだ。真打〈スタア〉を引きずり出すためのな……。ほら、立てよ。立って存分に踊って見せろ」

「あ、ぁ、う……うぉおおおおおおっ！　──蹂闇破〈カーリゴー〉──ッ!!」

　叫ぶと藤堂は右手をかざして命じた。

　!!　全てをつぶす果てしない重みを持った昏こん闇あんが頭上から九条を急きゆう襲しゆうする。

　そこへ、す……っと五つのリングのはまった片手が差し出され、

「──御鹵〈オンル〉──」

　低いつぶやきが聞こえ同時に指を鳴らす高い音が響ひびいて、

　消滅…………!!

　ほんの寸秒、闇やみは全て黒い塵ちりとなり一気に消きえ失うせた。

　九条は一歩も動かずその場にたたずんでいる。

「だめだな、そんなンじゃ。さあ、俺おれが踊り方を教えてやる」

　彼は両手をまるでピアノを弾ひくかのように前に伸ばした。

　ギラリと過剰なまでに輝かがやく十個のリングを見せびらかして。

「なンで、俺が天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉の団長なのか。なンで、指人形劇〈ギニョル〉なンて名前なのか。それはだな……」

　にぃ、と九条が笑う。端正な面おもてが、不ふ穏おんで不吉で不敵な笑えみで歪ゆがんだ。




「俺おれ以外全部…………俺の指で動く、指人形〈ギニョル〉だからさ」




　藤とう堂どうが息を吞のんだ。甲かん高だかい悲鳴にも似た息を吞みこんだ。

　彼は立った。もつれる足で必死に立って逃げようとした。

　けれどその背に響ひびくのは、残酷な、宣告。

「──霆撃〈テイゲキ〉──」
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　慎しんたち三人が中庭に走り出た瞬しゆん間かんだった。

　背後上方ですさまじい音がした。いま自分たちがあとにした屋上付近だ。

　慎とユイナは驚おどろいて見上げたが、カナメは冷静にちらりと目め線せんを動かしただけだった。

　その彼らの前に、火砲を装備したヴィヴィがふわりと舞まい降りる。歩み寄る彼女に、カナメが短く問いかけた。

「質問。屋上でなにがありました。藤堂教きよう諭ゆはどうなったのです」

「……九く条じようが来ただけ。気にする必要はないわ。それより急ぎ裁定を開始しましょう」

　慎はヴィヴィのそっけなく短い答えに驚おどろく。

　藤堂の、あの得え体たいの知れぬ力を前に、九条がひとりで対たい峙じしているのかと不安になった。ユイナも眉まゆをひそめ心配そうに見上げている。

　しかし緋ひ色いろの少女はまったく気にした風もなく、広い中庭の中央に歩んでいく。

　そのヴィヴィに、カナメがいった。

「要よう請せい。神撃貴手、ヴィヴィ。お待ちください。裁定はわたくしだけで行います」

「…………それ、どういう意味」

　ヴィヴィがふり返り、詰きつ問もん口く調ちようで鋭するどくいった。カナメは淡々と答えを返す。

「解説。わたくしの力を、あなたに示したいと考えるからです」

　長い前髪で半ば隠れたカナメの黒い瞳ひとみが、血色の瞳を正面から捉とらえた。

「述じゆつ懐かい。あなたが、わたくしの母──先代裁定人の死に、後悔の思いを抱いているのを理解しています。ですが、彼女はただ職しよく務むを全うしただけ。あなたのせいではありません。ましてや、あなたの王のせいでは、決して、ないのです」

「アタシが、自責の思いだけでアナタのそばにいるっていいたいの」

「切せつ願がん。ヴィヴィ、あなたの良心の呵か責しやくを、わたくしにまで負わせないで欲しいのです」

　かたわらで聞く慎には、それは冷静な声こわ音ねと相まって、あまりにも冷ややかに聞こえた。だがカナメの本心が、その表面的な意味とはまったく違うのを、次の言葉で慎は理解した。

「懇こん願がん。わたくしはあなたがひとりの友人として、わたくしのそばにいてくれることを望みます。自責のためでなく、償つぐないのためでなく。それには、わたくしは強くあらねばなりません。あなたの強さに匹敵せずともせめて、なんら恥じる必要がないほどに」

　刹せつ那な。ほんの、ほんの短い一いつ瞬しゆんの間。緋ひ色いろの少女と黒衣の少女は見つめ合った。

　慎しんは黙だまって成り行きをながめていた。ヴィヴィとカナメ、それぞれの過去とふたりの絆きずなが、その短い会話でかいま見えた。

「わかったわ。裁定人・カナメ。アナタがどう裁定をするか……見せてもらう」

　ヴィヴィはカナメをじっと見つめて短く答えると、ふわりと跳んで後方へと離はなれた。それを見届けると、カナメは慎とユイナをふり返る。

「では解説。裁定は、わたくし対あなた方との戦せん闘とうによって行います。手加減はいたしません。王も守しゆ護ご士しも区別なく攻こう撃げきいたします。あなた方がどう戦うかはご自由に」

「わかった」

　ユイナは答えたが慎は返事につまる。どう戦えばいいのか、全く見当がつかない。

　慎は自分の人差し指にはまった、美しいリングの表面に刻まれた一連の文字を見つめた。

　〝Deus erat Verbumデウス　エラト　ウエルブム〟──言葉は神なりき。

　完全言語。それを口にすればなんらかの効果が現われるはずだが…………。

「だいじょうぶ。方法は、〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟が教えてくれる」

　リングを見つめる慎を、横からユイナが励ました。

「あたしがカナメの攻撃をすべて防ぐ。慎は力の使い方覚えて」

「覚えて……そうか。もしかして実戦訓練、とか」

　この裁定というのは、単に王の力量をテストするためのものではないのだ。実戦を通したチュートリアルに近いのかもしれない。

「でも油断したら死ぬ。向こうはそのつもりだから」

「げ、」

　ユイナの言葉に、慎は内心かなりびびる。それでも顔を引きしめうなずくと、ユイナもうなずき返して、カナメの方に体の向きを変えた。

　黒衣の少女は、ふたりが心の準備ができた様よう子すを見ると、左手を宙に伸ばした。

「出現。デイオブラース。怒りの審しん判ぱんを司つかさどる剣よ」

　呼び声と同時にその手に現われる、黒剣。

　しっかりと彼女が柄つかを握ると、黒い刃やいばに金の光が走り文様が現われた。

　ユイナも右手を真横に伸ばす。

　目を閉じわずかな間集中し────そして動きに備えて足をわずかに開くと、凛りんとしたまなざしでカナメを見つめ、高らかにいった。




「出いでよ、光輝〈デュランダル〉。無双なる英雄の剣！」




　瞬しゆん間かん、光が生まれた。

　ユイナの右手を中心に生じた光が少女の全身を包む。

　まぶしさに目をそむけかけた慎しんは、はっと目を見開いた。

　その手にあるのは、まばゆく輝かがやく不ふ思し議ぎな剣。

　護ご拳けんに囲まれた精せい緻ちな化粧彫りのほどこされた柄つかの両側から、鋭するどい刃のダブルブレードが伸び、神こう々ごうしいまでに輝く美しい形の白銀の剣だ。

　ユイナがその剣、光輝〈デュランダル〉を握り、かまえた。

　カナメは漆しつ黒こくの瞳ひとみで慎とユイナを見据え、口を開いた。

「それでは宣言。裁定を、開始…………します！」

　発した言葉と同時────ふたりの少女が疾駆、

　激げき突とつ!!

　刃がぶつかる激音が中庭中に響ひびく。

　ふたりはすぐさま離はなれた。

　ユイナが足を開いて踏みこむ。デュランダルの刃がカナメの足を横様に薙ないだ。

　カナメが跳ぶ。一瞬でユイナに肉にく薄はく、斜めに剣を斬きり下ろす。

　ギン！　と金属音とともにその剣は跳ね返された。白銀の刃が黒の刃を下から打ち上げ回転、反対側の刃が即座にカナメを襲おそう。

　カナメがバックステップで離れる。しかし彼女が下がると同時にユイナが進む。カナメのすぐ眼前に迫ると剣で斬りかかる、と見せて突如！

「！！！！」

　ユイナの制服のスカートがめくれるまでにひるがえる。

　白く細いふともももあらわに彼女は垂直にカナメのあごを蹴けり上げた！

　カナメが吹き飛ぶ。かろうじて顔はガードしたが、もろに体に喰くらった。そこへユイナは走り寄り、倒れたカナメが起き上がる前にその体に剣を突き立てる。

　カナメは横転、だが跳ね起きる最中の体勢が整ととのわぬそこに─────────

　長い髪が回りなびいて軌跡を描いた。

「ああぁっ！」

　カナメが声を上げて弾はじき飛ばされる。ユイナが凄すさまじい回し蹴りを放ったのだ。

　超絶のスピード、他に比類なき身のこなし、太た刀ち筋すじのキレの見事さ。

　剣を得たユイナは、まさに無敵で無む双そうの闘たたかい手だった。容赦も情けも甘さもない。

　ただ剣をふるうだけでなく武術の技も相まって、カナメをまったく寄せつけない。

　慎しんが感嘆して一瞬気がそれたときだ。

　跳ね飛ばされて転がる勢いを利用して、カナメは両手で地面を押し足で蹴けって跳び起きた。走り寄るユイナを避け反対方向に移動し突然ジャンプして、

「忠告。死にますがよろしいですか？」

「……なッ！」

　目の前にカナメの黒い瞳ひとみ。

　慎しんが息を吞のむ間もなく黒剣がふり下ろされる！

　のを横合いから光の剣が弾はじき飛ばした。カナメがステップではるか後方に飛とび退のく。

「だいじょうぶ！」

　ユイナの声に慎は必死で足を踏みしめ体勢を立て直す。

　そこへカナメが冷れい徹てつな声こわ音ねで告げた。

「自省。無双闘手との戦いに我われを忘れていました。ただいまより標的を変更いたします」

　いうが早いか、慎に向かって彼女は跳んだ。動けぬ慎をカナメが襲おそう。

　その前にユイナが割りこんだ。黒衣の少女が繰くり出す剣けん撃げきを阻はばんで受け止め打ち流す。

　だが慎に近づこうと小刻みに移動し跳ちよう躍やくを繰り返し目まぐるしく位置を変えるカナメに、今度はユイナが翻ほん弄ろうされた。追い詰めるのでなく守りに入る形でふり回される。

　────なんとか、しなくては…………!!

　慎は自分の両手を見つめた。
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　全幻影領域〈ヘリオドライブ〉。このリングとともに与えられた称号の〝力〟はどんなものなのか？　〝完全言語〟とはどうやったら発することができるのか？

　ユイナはリングが教えてくれるといった。

　慎しんは、一度だけ見せてもらった慶けい介すけの〝力〟発動の光景、そして九く条じようの説明を思い返す。

　目を閉じる。両手のひらを前に伸ばし、リングに意い識しきを集中する。

　チリッ……、と頭にかすかな痛みが走った。

　集中する人差し指のリング部分が、きつく締しまるように熱あつくなる。

　痛みに顔がわずかに歪ゆがむ。奥歯を嚙かんでこらえて慎は集中を続ける。

　基盤構成─性質─形状────望む現象を構築する〝言葉〟を探す。




　激はげしい打ちこみで一いつ瞬しゆん、ユイナは足を一歩下げる。

　襲おそいくる次なる攻こう撃げきを受け止めようとかまえたそのわずかな刹せつ那な、カナメはユイナに反して自分も下がり不意に、

「あっ!!」

　一息でユイナを飛び越し慎の頭上に出現した。

　疾風の勢いで漆しつ黒こくの斬ざん撃げきが慎へと落ちる─────────!!
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　闇やみの中、暗い廊下を藤とう堂どうは懸けん命めいに逃げ回っていた。

　体中が痛い。受けた衝しよう撃げきで生まれた痛みに、全身に脂汗がにじんでいた。恐怖にかられていなければ動くのもままならない苦痛だ。

　自分の全人生の内、これほど全力を出し全力を尽くして必死になったことなどなかった。常に勝者でありひとの上に立つ優すぐれた人物でありエリートであり、誰だれもが自分に頼り期待し指し導どうを待ち望み自分の発する一言にひれ伏し従ってきたのに…………！

　────ふと、藤堂は違和感を覚える。記き憶おくがあいまいになる。

　本当に？　本当に自分はこれまでの人生において勝者だったのか？　周囲の期待を決して裏切らぬ誰よりも優れ秀ひいでた生まれながらの指導者たる人間だったのか────？

　だがその疑問はすぐに、苦痛と恐怖でかき消された。

　走りつつ、藤堂は親指にはまるリングを意識する。

〝……光と影かげを遣う者、全すべての王の上に立つ主あるじ……〟

　この指ゆび輪わとともに、自分に〝門の王〟としての称号と力を与えたしもべはそういった。

　しもべは王に絶対服従のはずだ。そのしもべが王に噓うそなどいうはずがない。

　なのになぜいま、自分はみじめに逃げまどう、狩られる獲え物ものの立場にいるのだろう……！

　背後より足音が聞こえる。決して急がず悠々と、だが着実に確かく実じつに逃げる藤とう堂どうを追い詰める万能の力の持ち主────〝神技者〈オールマイティ〉〟の、迫る音。

　助けてくれ、助けてくれ!!　そう心の中で叫んだ瞬しゆん間かん、足が絡み彼は床に倒れた。

　倒れた姿勢で背後をふり返る。廊下の彼方かなた、暗がりの向こうから近づく靴音に彼は瞳ひとみを大きく見開き全身をわななかせ戦せん慄りつした。

　闇やみから次第に現われるその姿。徐々にあらわになる、細い長身の輪りん郭かく────！

　藤堂はあえぎで口を開けた。いましもその唇から恐怖の叫びが出そうになった。

「………………ご主人さま」

　突如かけられたその声に、床から藤堂はふり仰いだ。

　か細く小さな、ひとりの少年がいた。灰はい色いろのノースリーブパーカーを着て、枯れ木のような細腕をむき出しにして、本当に影かげのように寂しげに立っている。

　瞬間、救われたような絶望のようなそんな矛む盾じゆんした思いが藤堂に大きな声を上げさせた。

「お、おまえどこに行っていた！　主人の危き機きに、しもべがそばを離はなれるなんて……ッ！」

「……ごめん、なさい……ご主人さま……」

　大きな憂うれいを含んだ瞳をしばたかせ、少年は哀かなしげに答えた。その様よう子すはあまりに弱々しく、かえって藤堂に救いのなさを実感させる。

　背後からの足音が止まる。いぶかしげに九く条じようの声が、いった。

「ン？　その子は」

　ぎり、と藤堂は前歯を食いしばる。彼は少年に向けて鋭するどく残忍に命じた。

「い、いいか！　あいつに俺おれの命いのち乞ごいをしろ、まさか子どもに手は出さないだろうからな。それぐらいはできるだろう、役立たずのおまえでも！」

「はい……ご主人さまの、ご命令どおりに」

　少年は従順にうなずいて九条の前に進む。その隙すきに藤堂は這はうようにして起き上がり、必死の形ぎよう相そうで逃げ出した。

　か細い体たい軀くの少年は九条の足元にひざまずき、両手を組み合わせて祈るようにいった。

「お願ねがいです。ご主人さまを、許してあげてください……ぼくを代わりに、お好きなようにしていただいて、けっこうですから」

　九条の眉まゆが、これ以上ないほど不快げにきつく寄せられた。

「悪あく趣しゆ味みにもほどがあるンじゃないの……子どもを身代わりにして逃げる主人に仕えるなンて、まぁ、キミもずいぶん物好きだ」

「でも、それが、〝門の王〟に仕える者に課かせられた掟おきてです。どんなご命令にも従うのが当然……それが義務であると同時に、下僕としての喜びなのです」

「はっ、これまた忠義だね！　いっそ見事だよ……だがこれで、わかったことがある」







　そのとき藤とう堂どうは廊下の曲がり角で身をひそめていた。むざむざ逃げるつもりはなかった。

　殺す。殺す。絶対に絶対に…………絶対に、殺す！

　あの自分を愚ぐ弄ろうした男は絶対に殺す。殺して殺して殺して無限になんどでもいくどでも殺して飽かずにその体と精神を永えい劫ごうの闇やみの中で切り刻む。絶対に、そうする。

「──冥楯〈スクートゥム〉──」

　そのつぶやきに、彼の周囲に身を隠して包む影かげが出現した。さらに藤堂は言葉を重ねる。

「葬亡の告示：黎黒（ニグレードー〉─超越の道化：狂気〈インサーニア〉─形状：軍隊〈エクセルキトゥス〉─付加：冥罰の黒紅〈オストルム〉─強化：嵐〈テンペスタス〉……！」

　いくつもいくつもいくつもいくつも、これでもかこれでもかと執念深く偏執的に狂える言葉をつぶやく。自分を追い詰めたあの男を殺すだけの絶大な〝現象〈フェノメノン〉〟を生み出すために、憎しみの限りを尽くして彼は言葉を組み上げた。

　闇の衣に身を隠し、藤堂はそっと陰から九く条じようたちの様よう子すをうかがった。

　長身の男は目の前の少年と話をしている。両手をポケットに入れて。

　…………いまだ！

　藤堂は闇をまとう姿で勢いよく立ち上がると、右手を九条に向けて激げき烈れつな言葉を放った。

「──幽軍迪〈アーグメン〉──！！！！」

　叫びが宙に放たれた刹せつ那な、




　ありとあらゆる攻こう撃げきが九条を見み舞まった。

　床から壁かべから天てん井じようからなにもない虚こ空くうから激げき甚じんたる狂気の影が喚起された。

　突き刺す闇の剣、暴あばれ狂う嵐あらしのごとき黒い風、

　背後から急きゆう襲しゆうする漆しつ黒こくの波、吹き荒れる純黒の吹雪ふぶき、

　縦じゆう横おう無む尽じんに襲おそいかかる昏こん闇あんの影かげ───────!!

　それは藤堂の全力だった。紛れもなくいま彼が持てる全すべての力だった。

　そのはずだった────のに。




　九条の瞳ひとみが怒りで見開いた。襲いくる影へと両手のひらが勢いよくつき出される。

　力強い言葉が即座に続いた。

「──拒穹〈キョキュウ〉──!!」

　影かげの軍勢の進行が急停止、まるで透明な防ぼう壁へきに阻はばまれたように震ふるえて動かなくなった。

「！　そ、そん、そんな……ッ!!」

　息を吞のんで硬直する藤とう堂どうの耳に、聞こえる九く条じようの残忍な声。

「前座のくせに引き際も知らずしぶといな。そうかそンなに死に向かいたいか？　それなら望み通りに死ぬまで踊り狂わせてやる!!」

　九条が両手を交差させ一気に開いて閃ひらめかせた。

　十個のリングが輝かがやきを増す。その瞬しゆん間かん、




「──神威迅激〈シンイジンゲキ〉──！！！！」




「ッ!!　がぁああああああああああああああああああああぁぁあっ!!」

　藤堂の体がはね上がった。九条の周囲を囲む影も吹き飛んだ。

　天てん井じように叩たたきつけられる。床に落とされる。

　壁かべに弾んで窓にぶつかりガラス破片と一いつ緒しよにまた床に落とされ再度打ち上げられる。

　九条が指を鳴らし腕をふり上げふり下ろし横に払い下からすくい背後にふり抜き高らかにまた指を鳴らすのに合わせ、嵐あらしのような無形の力が吹き荒れる。

　指揮者のごとき九条の動きに藤堂は自分が呼び出した影の軍勢ごと翻ほん弄ろうされた。

「踊れ踊れ踊れ踊れ踊れ！　足を上げろケツをふれ、客を呼びたきゃ後ろの穴までさらして見せろ！　なンだその腐れた動きは？　三文の価値すらないなら客席からも出て失うせろ！」

　九条はラストに思い切り、鍵けん盤ばんを叩きつけるように両手のひらを広げふり下ろし宙に叩きつけた─────────！

「─────────────ッ!!　うあああああああああっ！！！！」

　悲痛な絶叫が長く尾を引き彼方かなたに飛んでいった。

　校舎が揺れ動くほどの衝しよう撃げき音おんがして、藤堂の体がコンクリートの壁に叩きつけられめりこんだ。壁に大きく蜘く蛛もの巣状にひびが入って崩れ、その体が瓦が礫れきと一緒に床に落ちる。

　そのまま哀れな前座は動けなくなった。

　九条は自分の両手を一いつ瞬しゆん見つめた。十個のリングの輝きがその瞳ひとみを射る。彼は肩をすくめてポケットに手をつっこみ、瓦礫に埋もれた藤堂にすまなそうにいった。

「…………えっと……、ごめン。ちっとばかり過剰防ぼう衛えいでした」

　返事はない。しまったなあ、という顔で九条はちょっと首をすくめる。

　す、とその九条の横から、灰はい色いろの髪と瞳の少年が動く。

　なにげなくそれを見た九条は目をみはった。その少年の動きは、

「あ、ああ、あ……、たす、けて……たす…………黎れい明めい…………俺おれ、を」

　黎明と呼ばれた少年は、倒れた主人の前にひざをつき、彼の右手を両手で握る。

　少年はそっと優やさしく主人の手を撫なで、するり、とその親指にはまるリングをはずした。

「…………!!　黎れい、明めい……な、な、なぜ…………!?」

「橋きよう頭とう堡ほになってくれてありがとう。もう、君の存在は不要です……では、さようなら」

　少年はリングをポケットに入れ、立ち上がって背を向ける。その瞬しゆん間かん───────

　藤とう堂どうの姿が消きえ失うせた。瓦が礫れきの間にあったはずの大柄な体たい軀くが一瞬で消え、その体が占めていた空間をコンクリートの欠片かけらが崩れて埋めた。

　少年は数歩進んで、九く条じようの真正面に立った。

「…………あなたは、とても強いのですね」

　九条は答えない。昏くらい色の瞳ひとみで、相手を見つめている。少年の紅あかく妖あやしい唇が開いた。

「お願ねがいです。ぼくの、新しい王……ご主人さまに、なってもらえませんか？」

「やだ」

　大人おとなげない即答が返る。黎明は、愛らしい仕し草ぐさで小首をかしげた。

「なぜ。どんな命令にも従う忠実な守しゆ護ご士しになります。あなたにさらなる力も与えます」

「もう俺おれは充分以上に強いよ。それに俺には、ちゃんと守護士がいるンでね。だから新たな守護士もいらない。そしてなにより、オマエは境界守護士なンかじゃない。そうだろう？」

　九条がびしりと鋭するどくいった。だが少年の寂しげな表情は変わらない。

「……どうして、ぼくを境界守護士ではないと思われるのですか」

「じゃあなぜ守護士に、選んだ王の命令に絶対服従なんて掟おきてが必要なのか、わかるか？」

「それは、修辞上の質問ですね。問いであって問いではない。それで？」

「守護士たちはまさにその掟のために、理性も感情も知性も直感も総動員して、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて選ぶのさ。指ゆび輪わの力だけでなく、自分の身も心も安心して託せる人物を……つまり」

　九条が静かな、重く深く染み入る声こわ音ねで、いった。

「決して、己の身勝手な欲望と衝しよう動どうで、命令〈オーダー〉しない人物をね」

　色のない瞳がゆっくりと一度、大きく瞬またたいた。その言葉を吟ぎん味みするように。

「……あのような主人を選んだという事実が、ぼくの偽りを証明していると？」

「ま、そういうことかな。なによりあの可哀かわい想そうな先生はどこに消えた。いや、本当にあの先生自身だったのかも疑わしいな。あれは、オマエが作った影〈フィギュア〉だろ」

　九条の瞳がいっそう昏い輝かがやきを帯びる。地を這はう低い声で、彼はひとつの名を呼んだ。




「…………〝黎明〈デイブレイク〉〟」




　しばし、沈ちん黙もくの間があった。少年は穏おだやかな瞳で九条を見つめ……紅い唇を開く。

「────お久しぶり、です。神技者〈オールマイティ〉」

「今度は子どもの姿か。これまた、新しい趣しゆ向こうだな。名前を奪われて〝ネイムレス〟になった先生本人は、まだ健在か？」

「〝領りよう域いきの間あわい〟にいますよ。消滅寸前ですが。彼には感かん謝しやしています。名家に生まれ、実力にそぐわぬ周囲の期待につぶれかけていた彼が、誰だれをも屈服させる強い人間像をあれほど明めい確かくに思い描いてくれたおかげで、ぼくは〝ここ〟への足がかりを得ましたから……」

「おかげ？　違うな。そっちが煽あおったンだろう。オマエが手を出さなきゃ、あの先生だっていつかは望んだ姿になれたかもしれないぜ。あンな歪ゆがんだ影〈フィギュア〉でなくて、誰にも認められる熱ねつ血けつで生徒思いの先生にな」

「心外ですね。あれは紛れもなく、彼の抱える暗く歪んだ卑いやしい欲望の具現なのですが」

「聖者でもない限り、そンな歪ンだ妄想はみんな持ってるさ。そこで誰かが〝具現〟なンて要りもしないおせっかいをしなきゃ、すべて世はこともなしだったのに」

「ですが、彼の歪みにぼくは招かれました。すなわち、あなた方が属する〝領域〟の抱える〝歪わい曲きよく〟がぼくらを必要としているということ……それは、免れようのない事実です」

　黎れい明めいはほのかにほほ笑えむ。それは、はかなげな子どもの姿に似つかわしくない、酷こく薄はくな笑みだった。そのはかない笑みが消える寸前、おもむろに彼は一歩、前に踏み出し、

「!!」

　九く条じようは息を吞のむ。数メートルの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで越え、黎明が自分の背後に現われたのだ。

「それでは失礼します、神技者。ぼくらの〝領域〟が目指す最終目的は、あなた方の〝領域〟──著しい歪曲を抱える、ぼくらにとっての〝虚域〟──を是正し、消滅させること。そのためには、あなた方が自らの〝領域〟を確定するために恣し意い的てきに設定した〝境界の象徴〟を、破は壊かいしなければなりませんので。つまり──ぼく自身はそれを非常に残念に思いますが──あなたがいくら、どれだけ強くとも、」

　紅あかい唇に美しい、けれどぞっと怖おぞ気けの走る狂気にも似た陰惨な笑みを浮かべて彼は、

「守しゆ護ご士しのいない〝門の王〟は、もう……ぼく自らが相あい対たいするに値しない、のです」

　また一歩、前方に移動した。次に出現したのは廊下の端。そこで彼は角を曲がり──

　消えた。なんのゆらぎも気け配はいも、なかった。

　九条は少年がいた場所を険しいまなざしで見つめる。黎明が向かった先は、おそらく、

「ルーキーなアイツらに勝敗をゆだねようってか。やれやれ、古参は辛つらいね。どの〝領域〟でも、まず新顔に注目がいく…………で、」

　つぶやく彼の背後で、うなじの毛が逆立つようなおぞましい気配が立ち上がった。

　九条はふり返り、さりげなくポケットから片手を出す。

「この俺おれに雑ざ魚こをぶつける気なら、新しい趣しゆ向こうで攻めてくれンだろうな。失望させンなよ、期待してるぜ。まずい演出するなら容赦なく─────────ぶち壊こわす」

　指ゆび輪わのこすれる金属音がした。ゆっくりと、五つのリングのはまる片手が差し出される。

　底知れぬ闇やみの深しん淵えんが九条の周囲に現われて、その巨大な口を…………開いた。




　　　　　　　２




　カナメの剣が慎しんの体を両断した！

「…………な……ッ!!」

「……これは……!?」

　ヴィヴィとカナメ、ふたりの少女がほぼ相前後して声を上げた。

　黒剣デイオブラースが貫いた慎の体がその瞬しゆん間かん粒子になって崩れ去る。

　突如、目もくらむ熱あつい閃せん光こうが破裂した。




「──輝閃〈フルゴル〉──！」




「!!　あぁっ!!」

　カナメがたまらず顔をそむけた。そこにふり下ろされるのは、白銀の光。

　とっさに左手の黒剣で受け止めるが、鋭するどく速く重い斬ざん撃げきがそれごとカナメを吹き飛ばす。地面に叩たたきつけられる寸前、カナメは体勢を取り戻した。

　だがそののどもとに突きつけられたのは、光輝〈デュランダル〉の刃やいば。

　黒い瞳ひとみが見開かれ、眼前のユイナを見つめ、それから視し線せんを移した。

　カナメの視線の先で、慎がまだ信じられないという顔で両手を前に出し、立っていた。

「……や……や、った？」

　ヴィヴィがその様よう子すを見ると、後方から声をかける。

「どう、カナメ。裁定は下った？」

「…………肯定。そして感嘆。短い時間によく使い方を学びました」

　その言葉に、ユイナはカナメの首から剣を引き、慎のそばに駆け寄った。

「慎、いまのなに！」

「えっと……自分の姿の幻げん影えいを作った。んで、光を呼んだってわけ」

「じゃあ、全幻影領域〈ヘリオドライブ〉は、光を使う力なの？」

「たぶん。でも光があると影かげもできるから……両方を操あやつれるってことになるかな」

　は、と息をついて、慎は手を下ろしユイナに笑いかけると、カナメたちに顔を向けた。

　黒衣の少女は剣を握り、まだ少しくらくらするかのように頭を押さえ、ふたりを見ていた。思わず、といった風に慎は首をすくめる。

「ご、ごめん。加減がわからなくてさ。その、だいじょうぶ？」

「笑止。自分を殺そうとした相手の無事を気にかけるとは、面おも白しろい方です」

　無表情でカナメはいった。だがかすかに声こわ音ねに、笑えみがこめられている気がする。それは裁定人・カナメのものでなく……慎しんが見知っている委員長・丹に々に儀ぎ乃のの声に聞こえた。

「宣告。裁定は終了です。まだおぼつかない点はありますが、合格と判定しましょう。確かく認にん。ヴィヴィ、異い議ぎはありますか」

「私的には甘い判定。顔見知りだからって情状を入れてないわよね」

　冷ややかな答えに、慎とユイナがびく、と固くなる。

「……でも、〝全幻影領域〟。その称号の通り、光と幻げん影えいを巧うまく操あやつったとは、思う」

　その場の空気が、ほっとゆるんだ。慎の胸が安あん堵どで満たされる。ユイナが横目で慎を見る。その鮮あざやかな色合いの瞳ひとみも、安心したように和らいだ。

　彼女の笑えみに、慎も応こたえて笑いかけ─────────────

　その空気が凍りつく。

　緊きん迫ぱくした面持ちでヴィヴィが、カナメが、そしてユイナがある方向に向き直る。

　慎だけが反応に遅れた。少女たちの緊張にあわてて背後を見た。

　中庭の端、校舎と校舎をつなぐ渡り廊下に、小さな、小さな人ひと影かげがいる。

　穏おだやかで優やさしげな、けれどどこか弱々しい声がした。

「……お兄にいさん。あなたが、誕たん生じようしたばかりの〝門の王〟なんだね」

　その呼びかけに、慎は不ふ審しんの思いで眉まゆを寄せる。

　足音が近づく。中庭の照明の下に、その人物は姿を見せた。

　子ども。少女──いや、少年だ。自分たちよりひとつかふたつ、下だろうか。

　足も腕も体もなにもかも細い。灰はい色いろの髪に灰色のパーカー。灰色の半ズボンより伸びる足が履はく靴も灰色。こちらを見る少年の光のない瞳も灰色、さらに肌の色は真っ白。

　とても綺き麗れいな顔立ちなのに、その色のなさが彼の存在を悲しげに見せている。

　無色の造作の内、ただ一箇所、紅あかい唇が開いた。

「はじめまして…………名前を、名乗ってもいい、かな」

　抑揚のない口く調ちようで彼がそういったとき、慎には、なぜかその名がわかった。




「ぼくは、〝黎明〈デイブレイク〉〟────境界を、破は壊かいする者」




　その名が告げられたのと同時、

「下がって、みんな！」

　大きな翼つばさのはばたきが聞こえた。は、と慎がふり仰ぐ前に、ユイナが彼の腕を取って走り後方に下がる。その横を大気を貫いて砲ほう撃げきが灰色の影を目がけて飛んだ！

　だが衝しよう撃げき波はは空を裂いた。

「ああっ!!」

　慎の目の前で、突如ヴィヴィが落下した。白銀の火砲に銀ぎん灰はい色しよくのなにかが巻きついている。それが彼女を空から引きずり落としたのだ。

　ヴィヴィは右腕をふる。翼つばさと火砲は消え、巻きつく銀ぎん灰はい色しよくのストリング状の物も宙を滑り消えた。火砲の代わりに緋ひ色いろの少女が握るのは、先せん鋭えい的てきなフォルムをしたホワイトメタルの、サブマシンガン型銃だ。彼女はそれを地にひざをついてかまえ辺りを見回す。

　先ほどまでいた灰はい色いろの少年は中庭のどこにも見えない。

　だがヴィヴィは緊きん張ちようを解かず、剣をたずさえ駆け寄ったカナメに叫んだ。

「来ないで、カナメ。ユイナたちといったんこの場を退いて！」

「抗こう議ぎ。ヴィヴィ、あなたを置いていけというつもりですか」

「馬ば鹿か、裁定人がいなかったら誰だれが王を裁定する役目を果たすのよ、さあ早く！」

「勇ましいね……でも、王のいない守しゆ護ご士しなど、ぼくは怖くないよ…………」

　感情と無む縁えんの平淡な響ひびきの、しかし非情な言葉がどこかから聞こえて、

　ざわり。

　全身の肌があわ立つほどの、恐怖と狂気のオーラが辺りを包む。

　瞬しゆん間かん、その場のみなが息を吞のむ。

　灯あかりの届かぬ場所、中庭のここかしこにわだかまる闇やみが一斉に───────────







　空に飛び立つ。

　それは無限の数の、漆しつ黒こくの凶鳥。




　空を埋め宙を覆おおい灯りと光とを閉ざして乱らん舞ぶする闇の羽根とはばたきが竜巻のごとく渦を巻いて飛び狂い中庭に集結してその中心に────両手を広げ、現われる、黒こく灰はい色しよくの体。

「くっ!!」

　ヴィヴィがホワイトメタルの銃を連射した。

　響き重なる鋭するどい発射音！　無形の無数の衝しよう撃げきが続けざまに闇の鳥に喰くらわされた。

　衝撃で塵ちりとなって消え去る数知れぬ鳥たち、だがその中心にいる人物には届かない。

　空中を舞まい飛ぶおびただしい数の闇の鳥たちをその周囲に従えて、〝それ〟は、細い指先を、そっと、ふたりの少女に…………………………突き刺すように向けた。

　刹せつ那な、影の鳥が音を立て急きゆう襲しゆうする！

「ああああっ!!」

　ヴィヴィとカナメが上げる驚きよう愕がくの悲鳴ごと影が包む。影はまるで分厚い壁かべのごとくふたりの少女を取り囲み、その姿を隠してそびえ立った。

　姿が黒に塗りつぶされる寸前、かすかなヴィヴィの叫びが届いた。

「ここから離はなれて！　早く、ユイナ！　アナタの〝王〟をつれて……守っ……て……」

　その声とともに闇やみの壁かべが突破され、上空へ向け白銀の翼つばさが恐ろしい速度で飛ぶ。

　ヴィヴィだ。彼女はぐったりしたカナメを抱きしめ、闇の虚こ空くうへ飛ひ翔しようする。そのあとを無限の夜闇のはばたきが追いかけて、彼方かなたへ飛とび退すさっていく。

　離はなれた場所にいた慎しんは空を見上げたまま、一歩も動けなかった。

　口中が乾く。唇が震ふるえる。足も、小刻みに震えていた。

　その前に現われ出いでる、細い体。灰はい色いろの中にある赤い唇が、開いた。

「我らが輩はい流りゆうどもに、あとは任せた。あなたたちは、ぼくが相手。さあ……」

　素す早ばやくユイナが剣を握って慎の前に移動する。その横顔に、戦せん闘とうへの強い意志が見える。

　だが慎は、彼女の表情の中に、かすかに、ほんのかすかにだが、怯おびえを見た。

　少年・黎れい明めい／デイブレイクは、左手をゆるやかに横に差し伸べて、いった。

「…………おいで、一望監獄〈パノプティコン〉」

　突如。

　彼の言葉の語尾に重ねてユイナが疾走した。銀の刃やいばを閃ひらめかせいきなり黎明に打ちかかる。

「!?　な!?」

　剣の光は空を切った。

　ユイナの疾走は目にも止まらぬほど素早かった。なのにその瞬まばたき以下の間でどこへ、

「ッ!!　あ、うぁああああッ！！！！」

　不意に体の前面に強烈な衝しよう撃げきを喰くらい跳ね飛ばされて慎は地面にバウンドした。

　息が詰まる。腹にはしびれるような恐ろしい痛みがある。まるで竹刀しないのようなしなる硬いなにかで強烈に叩たたかれ弾はじき飛ばされたような痛みだ。

「慎ッ!!」ユイナが慎の名を呼びながら必死の面持ちで、剣をかまえて駆け寄ってくる。

　やっと、慎は顔を上げた。灰色の少年が離れた場所に立っているのが見える。

　灰色の少年の左腕に巻きつくのは、奇怪な蛇へび────いや、本当に蛇なのか。

　ウロコも目もない、半透明で銀ぎん灰はい色しよくに輝かがやく太いストリングだ。一方の端は少年が握り、もう片方の剣先のように尖とがった端は彼のひじ近くまで巻きつき、生き物のようにうごめいている。ヴィヴィを宙から引きずり落とした物と同一だろう。

　戦せん慄りつする慎に、少年・黎明が淡々といった。

「これが、一望監獄〈パノプティコン〉。変幻自在で死角のない、ぼくの戦具……」

　慎は足を踏みしめ、立ち上がる。得え体たいの知れない存在への恐怖で、全身が石にも等しい。

　黎明の不ふ鮮せん明めいな灰色の瞳ひとみが、ふたりを見つめる。

「門の王のように、実はぼくにも、ある称号〈タイトル〉がある。それは、」

　魅み入いられたように動けない慎とユイナに、黎明は、

「───────時空操〈マイナス・ゼロ〉」

　動きはなかった。気け配はいもなかった。

　しかし告げた声は慎しんのすぐ耳元でささやかれた。息遣いが聞こえるほどの距きよ離りだった。

「!!　うわぁっ！」「あぁっ！」

　またしても強烈な衝しよう撃げきが慎を見み舞まった。ユイナも一いつ緒しよに吹き飛ばされた。

　ふたりは宙に飛ばされ校舎の壁かべに激はげしく叩たたきつけられ芝しば生ふの上に落ちた。

　全身を襲おそう苦痛が、慎の声も息も意思も意い識しきも奪いかける。

　黎れい明めいが、焦点のない瞳ひとみで倒れたふたりを見下ろし、いった。

「ぼくには時間も空間もない。目に見える範はん囲いなら０時間で移動できる────さぁ、」

　少年の、奇怪な戦具を持った左手が上がる。

　彼は告げる。左手で彼方かなたを示し、命の波動の感じられない、弱々しいささやきで。

「……逃げても、いいよ。無力な命を刈るんじゃなく、抗あらがう意思を狩るのが、目的だから」

　ざわ、と慎の背筋が総毛立つ。

　一見感情もなく敵意も見えないのに、その底にある明めい確かくな害意を感じた。

　彼の望みは〝狩り〟だ。労働としての戦いでなく、楽しみを求めているのだ。

　それに気づいて、慎は絶望にかられた。

　無む駄だなんじゃないか。あの得え体たいの知れない武器、距離も時間も関係ないという能力。それとどう戦えばいいというのだろう。逃げても結局狩られる。いや、この場から逃げ出すことが命の終わりとイコールだ。どうしようもない……！

　…………けれど。

　少女がふらつきながらも立ち上がる。慎の前に出て白銀の刃やいばをデイブレイクへとかまえた。そして彼女は、慎にだけ聞こえる声で、そっとささやいた。

「逃げて」

　びく、と慎の肩が動く。

「あたしは逃げない」

　きっぱりと、ユイナは黎明にいった。かすかにその声は震ふるえている。

　だが、彼女は果敢な決意もあらわに凛り々りしく告げた。

「狩られるためになんて逃げない。あたしたちは獲え物ものじゃない！」

「では、先に刈られる方を望むんだね。……あなたは」

　慎は慄りつ然ぜんとした。その言外の意味を悟ったから。

　逃げない選択をするユイナをおそらく黎明は、真っ先に、あっさりと、ためらいもなく、

　────だめだ！

　慎はとっさに地面を蹴けって起き上がるとユイナの腕をつかんで走り出した。

　驚おどろく彼女が息を吞のんで一いつ瞬しゆん抗ったが、かまわず校舎内へ走る。

　背後に黎明／デイブレイクが遠ざかる。彼は追ってこない。追う気け配はいもない。逃げて隠れて怯おびえるのを追い詰めようとでもいうのだろうか────

　校舎一階の中に逃げるふたりの背中に、灰はい色いろの少年の言葉が届く。

「……五分」

　その、ただ一言が。







　校舎内は暗かった。目が慣なれるまで闇やみ一色と同じだった。

　その暗闇の中、手近な教室に身を隠すと、ユイナが声をひそめて慎しんに抗こう議ぎしてきた。

「慎、どうして!?　逃げたって彼はきっと殺すまで追ってくる！」

「た、たぶん、その通り。けど、逃げなかったら即殺される。だったら、なんとかちょっとでも抵抗する方法を考えよう。それと」

「なに」

「さっきみたいなこと、絶対するなよ」

　慎の心には、いいようのない恐怖があった。痛みに対する恐れもあった。いっそ全部あきらめてしまいたいほどの。それでも、目の前で彼女が自分をかばって死ぬのだけは……！

「おれをかばって自分ひとりで戦おうなんてそんなマネ、絶対にしたらだめだ」

「なぜ。あたしは君を守る守しゆ護ご士し。王のために命を捨てるのは当然だ！」

「そうじゃない。そうじゃないんだ、ユイナ」

　慎は思わず身を乗り出した。怯おびえを押しのけ、真剣に、必死の想おもいで彼はいった。

「おれは、君〝だけ〟の王だ。君がいなかったら王じゃない……戦うなら、一いつ緒しよだ」

　鮮あざやかな色合いの瞳ひとみが、その言葉に大きく見開かれる。

　彼女は一いつ瞬しゆん、そっと慎の肩に頭を寄せて、深く、うなずいた。

「……それで、どうする？　慎」

「どうしよう……って、カッコイイこといっといてアレですが」

　確たしかに、そうはいったもののどう戦っていいかわからない。

　五分。彼が告げたのは猶ゆう予よだ。五分後に彼はすぐにも〝ここ〟に来るだろう。

「誰だれかに協力してもらえないかな。九く条じようさんはどうしたんだろう」

「あのひとに助ける気があるならとっくに来てると思う。目立ちたがりだし」

「なら、事情があって来れないか、来るつもりがないか、だよな……」

　小さく絶望のため息をついて、慎は言葉を続けた。

「じゃあ、アイツの不意をつくとか……つければ、だけど」

　情報が少なかった。あの正体不明の敵に対する対処方法は思いつかない。

　見える範はん囲いならどんな距きよ離りも関係ない相手。変幻自在の武器を持つ相手。

　そんな相手と、どう戦えばいいのか、どう立ち向かえばいいのか。

　自分たちに有利な点などあるのだろうか────？

「おれたちに有利な、点……って、なんだと思う」

　慎しんはユイナに聞いた。ユイナは考えこみ、答える。

「この場所をよく知ってるとか。毎日過ごしてる校舎だから」

「そっか。隠れる場所もたどる道も、見当つきやすいし選びやすいよな」

「あとは個々の能力……あたしの剣と武術。慎の〝全幻影領域〈ヘリオドライブ〉〟」

「そう、か。こっちはふたりだ。よし、アイツに……」

　慎は立ち上がる。まもなく五分は経たつはず。彼が来る、その前に。

　同じく立ち上がり剣を握ったユイナに、慎はいった。

「か弱い獲え物もののウサギでも……蹴け飛とばせる後ろ足があるのを、教えてやろうぜ」
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　きっかり五分後、黎れい明めいは歩き出した。

　芝しば生ふを越え中庭を出て校舎内に入る。照明のない中、足音はむやみに響ひびく。

　彼らはどう出てくるか。それを待ちうけ、待ち望む自分がいる。

　これが、〝娯楽〟という感覚だろうか…………。

　そう思ったとき、前方に気け配はいを感じた。うごめく銀ぎん灰はい色しよくの蛇へびを持つ左手を横に伸ばす。

　歩みを止めない彼の行く先に、少女が、いた。







　ユイナは光輝〈デュランダル〉の柄つかを握り、廊下のただ中に立っていた。

　灰はい色いろの影かげが歩んでくるのが見える。その姿を、その細部の形を、認にん識しきした。

　……と思ったその刹せつ那な、

「────遅すぎるね」

　すぐ真横のささやきにユイナは反射的に身を引いた。だがそこに鋼鉄の蛇が伸びる。

　とっさに剣ではじく。金属がぶつかる音と一いつ緒しよに蛇が跳ね返る。

　跳ね返る蛇は宙で方向を変え少女の足元へ伸びた。

「ッ！！！」

　ユイナの脚を払う蛇、たまらず倒れかかる少女を剣先のごとく尖とがる先端が襲おそう。

　懸けん命めいにまた剣で跳ね返し少女は床を蹴って跳とび退のいた。

「……同じだよ」

　蛇が宙に一気に伸びる。

　細い足首に巻きつく〝一望監獄〟がユイナの体をふり回し床に思い切り叩たたきつけた！

「───────!!　……あ、くぅ!!」

　震しん動どうが廊下を震ふるわせる。剣をふる間もない、さらにユイナは宙に飛ばされた。

　壁かべに激げき突とつし、少女は床に崩れ落ちる。その瞬しゆん間かん、口中を切ったか唇の端から血が流れ出た。そのすぐそばにただの一歩で少年は近づくと、ささやいた。

「…………主人はどこ。まさか本当に、あなたは彼をかばって先に死のうというの」

　キッとユイナは鋭するどい視し線せんで彼を見上げ、突如跳ね起き同時に無言で剣を繰くり出した。

　当然相手の姿は消え剣は空を────

「なに!?」

　前方に突き出されたはずの剣が回転、ユイナのすぐ後ろに出現した黎れい明めいを襲おそった。

　黎明は後ろに身を引く。だが、間を置かず襲いくる白銀の一いち撃げき。

　くらう寸前、姿が消える。数メートル離はなれた場所に黎明は出現、体勢を立て直し再度攻撃に移ろうとしたそのとき、

「──輝閃〈フルゴル〉──！」

　間近で激はげしい光が生まれた。

　確かく実じつに光は黎明の目を灼やく。とっさで少年は避けられず目をおさえ顔をそむけた。

　その間かん隙げきをついて、

「イィイイヤァーッ!!」

　超速度の斬ざん撃げきが光って斜めに薙なぐ!!

　灰はい色いろの少年は驚おどろきに目を見開いたまま吹き飛んだ。

　流れる血を宙に残して彼は床に激突、数メートルも滑って止まった。

　教室の扉に隠れてタイミングをはかっていた慎しんが、ユイナの背後に現われた。

「……や、った？」

「まだ、わからない。でもかなりのダメージは負わせたと思う」

　ユイナが肩で大きく息をつき、握った剣を下ろす。

　が、すぐにふたりは驚きで息を吞のんだ。

　黎明が立ち上がる。体の前面、肩から脇わき腹ばらまで斜めに赤く深い傷が開いている。

　血は流れ肉は裂け、内ない臓ぞうに届く一歩手前なまでの恐ろしい深ふか手でだ。普通の人間なら起き上がるのが奇跡なぐらいの傷口だった。手加減できるほどユイナに余裕がなかったせいだ。

　なのに、黎明は無表情だ。冷静、冷れい徹てつ、沈着──そういう、感情を理性で抑えている表情ではない。本当に痛みも感覚もないような、不ふ鮮せん明めいな無表情。

　美しいだけに命のない人形めいて、さらに不吉で不気味だった。

　量るように、彼はふたりを見つめる。慎もユイナも脅威を感じて身を硬くした。

「さすが、ふたりいるとそれなりに楽しい……」

　暗がりに立つ血まみれの人形が、静かにそういった。

　突然、

「！！！！　あああっ！」

　風を切る音。少女を切り裂き打ちすえる強烈な斬ざん撃げきが即座に来た。

「ユイナッ！」

　ユイナが飛ばされ慎しんが叫んだその瞬しゆん間かん。

「…………ッ!!　……ぐ、あ……！」

　灼やける熱ねつ。

　腹に感じる恐ろしい痛みが、息を奪う。慎はわななきながら自分の腹を見下ろした。

　────貫通する、銀ぎん灰はい色しよくの戦具。

　引き抜かれた。慎のひざが、がくりと崩れて床につく。同時に血があふれ出る。腹を押さえる腕がぬるりと生暖かい感触で滑った。

　息がつけなかった。震ふるえる唇が開くが、声も出ない。

　誰だれかの手が慎の背中に当てられる。冷たい、体温の感じられない手のひらだ。

　そしてその誰かは身をかがめ、激げき痛つうであえぐ慎の耳元でささやいた。

「でも、その楽しみは………………一いつ瞬しゆん、みたいだね」

　空を裂いてしなり飛ぶ音が響ひびいた。慎は宙を舞まった。次の刹せつ那な、苛か烈れつな衝しよう撃げきで床に叩たたき落とされバウンドするのをさらに激烈な一撃で弾はじかれた。

　床を恐ろしい勢いで滑る。滑る軌跡に赤い血がなすりつけられる。

　そのままうずくまり意い識しきを失いかけた慎のそばに、黎れい明めいが一歩で届く。

「あっけないにもほどがある……称号の力も、大したことないのかな……」

　声の響ひびきに嘲あざけりはない。しかし言葉そのものは、この上なく軽けい蔑べつに満ちていた。

　灰はい色いろの少年が左手を上げる。見せびらかすように。

　獣けものの舌なめずりのごとく、巻きつく戦具がしゅるりと動いた。

「慎にさわるなっ！」

　鋭するどい声とともに白銀の刃やいばが閃ひらめいた。

　黎明の左腕を叩く、かに思えたが空を切った。灰色の影が離はなれた場所に現われる。

　しかし少女はそれに目もくれず慎に駆け寄った。

「立って！　お願ねがい、慎！　しっかりして、慎……！」

　慎は失神しかけていた。貫かれた腹で灼かれる痛みが暴あばれ狂い、打たれた全身はしびれ、呼吸すらできないほどだった。だが残る気力を動く力に回し、彼はユイナを見上げた。

　少女も無残な姿だった。あんなに綺き麗れいな顔だったのに、唇と額ひたいと頰ほおに血がにじんでいる。全身は切り裂かれ、身につける制服もあちこち破かれ、スカートからのぞく脚は血まみれで、半はん袖そでから伸びる白い腕も血で汚れていた。まさに満まん身しん創そう痍いだった。

　それでも少女は一心に慎を助け起こそうとする。自分の状態などまったく顧かえりみていない。歯を食いしばり泣きそうな顔で慎の体を抱きかかえようとしている。

　だが、その背後に迫る、灰はい色いろの影かげ───────────

　そのとき死にかけの慎しんの体に噴ふき上げる怒りがみなぎった。

　バン！　と床を激はげしく右手で叩たたいて慎は叫ぶ。

「──暉電光〈フルグラーティオ〉──!!」

　痛みをともなうほどの激しい閃せん光こうが続けざまに出現、黎れい明めいを直ちよく撃げきした。

　跳ね飛ばされるように彼は後ろに飛とび退のく。

　…………光が薄うすれたとき、ふたりの姿は黎明の前にはなかった。

　彼は足元に目をやる。わずかな明かりの中、白い床に血が点々と続いているのが見えた。

「逃げて。さあ、逃げて。鞭むちで追われる家畜みたいに……」

　陶酔の声こわ音ねでつぶやくと、彼はその血の跡をたどり歩き始めた。血けつ痕こんは近くの理科室の前で途と切ぎれている。部屋の扉は閉まっていた。しかし彼らがどこにいるのかは、明白だった。

　黎明は色も光もない瞳ひとみで、その扉の前に近づいた────







　ユイナに抱きかかえられるようにして、慎は理科室に逃げこんだ。

　意い識しきがなんども遠くなりかけた。その失いそうな意識をつなぎ止めるのは、

「歩ける？　慎……！　だいじょうぶ!?」

　必死に呼びかける声と自分を抱く傷ついた腕に、正気を保とうと慎は唇を嚙かみしめる。

　彼女を、ユイナを残してどうにかなるわけにはいかない！

　だが、立ち並ぶステンレス製の実じつ験けん机づくえの陰に慎の体を下ろすと、ユイナは剣を握って入り口をふり向いた。その背には、決意がみなぎっている。

　その決意を一目で悟り、かすれる声を上げて慎はいった。

「だ、だめ、だ……！　約束、したはずだ。ひとりで、行かない……って……！」

「だいじょうぶ。簡かん単たんにやられたりしない」

　ユイナは慎を見下ろすと、明るく強い声で告げる。その明るさは痛々しいまでにまぶしくて、逆に無理に装っているように、慎には感じられた。

「それに、アイツの動き、わかってきたから」

「動き……？」

「アイツの持ってる武器の有効範はん囲い、だいたいつかめた。確たしかにアイツは、離はなれたところから移動できる。でも攻撃するにはある程度近づかないといけない。しかも、必ず移動したあと、攻撃するためにあたしの方に向きを変える。そのタイムラグがあるから」

「向きを、変える……」

「あの移動は〝直進〟なんじゃないかって、思う。見える範囲ならどこでも移動っていってた。だから真まっ直すぐ見える場所に動く……のかも」

　──見える範はん囲いに、直進──

　それがなにかを教えてくれそうだったが、痛みでかすむ思考ではうまくまとまらない。

　急にユイナが背後をふり返った。剣を握り、慎しんのそばから離はなれる。

　行くな、といおうとしたとき物音がした。

　がらり、と扉が開く。机の隙すき間まから、近づく細い剝むき出しの足が見えた。

「……まだ、抗あらがいの意思は残っているんだね」

　乾いたつぶやきが聞こえる。間違いなく黎れい明めいの声だ。そこにユイナが答える。

「当たり前。終わりは自分で決める。オマエなんかに決められたくない！」

「そう。けなげで勇ましいんだね……じゃあ、殺してって哀あい願がんするまで……」

　ふ、と語尾がかすれ────突然、黎明がユイナの前に近接した。

「やろうか」

　凄すさまじい速度で投げられる銀ぎん灰はい色しよくの蛇へび。

　だが動きを予測していたユイナの剣がそれを弾はじく。

　黎明とユイナが同時に机に飛び乗り、ステンレスの机を激はげしく蹴けりつけ跳ちよう躍やくした。

　部屋の中央で彼らは激げき突とつ！

　剣で打ちかかるユイナとそれを〝一望監獄〟で払う黎明はまたも同時に飛とび退のいた。

　暗がりの中、ユイナが宙を飛んで黎明に一息で近づき、

「ハァアッ!!」

　すさまじい速度で刃やいばを突き出す。

　刃の届く直前、黎明は斜め前方に跳んでユイナから距きよ離りを置いて向き直る。

　再度ふたりは激しく打ち合った。黎明は防戦一方に見えた。打ちこまれる剣けん撃げきをただ避けて流しているだけのように。しかし、その全身からは余裕と余力が見える。

　対してユイナは怪け我がの痛みか徐々に冴さえがなくなりつつあった。

　息も切れかかる。額ひたいに汗がにじむ。厳きびしいまなざしで眉まゆが寄せられる。

　慎はぞっとする。もたない。ユイナはこのままではもたない。

　どうすればいい。確かく実じつに、黎明を止める方法は…………!?

　苦痛に鈍る思考力で考える慎の脳裏に、とりとめなくいくつもの疑問が浮かんだ。

　────どうして、彼はこの部屋に入るのに、わざわざ扉を開けたのか？

　なぜ〝超移動〟で一足飛びに自分たちのそばに出現しなかったのか？

　自分の存在と接近を誇示したかったのか？　恐怖を与えるためなのか？

　そして先ほど中庭や廊下で対たい峙じしたときとは違う、この狭い部屋での動き。

　見える範囲への、直進移動────

　腹から流れ出る血で、体が冷えてくる。手足のしびれも強くなり、思考まで薄うすれていく。

　死ぬのか。このまま、無様に血まみれで這はいつくばって死ぬのか。

　慎しんの脳裏で、誰だれかの顔が次々と浮かび横切り通り過ぎて消えていく。

　……名を奪われた友人、洋ひろしと宗そう司じ。王として認めてくれた委員長、カナメ。自分の知らない事実を教えてくれた香か奈な未み。打ちひしがれた自分を励ます姉の真ま由ゆ子こ…………。

　そして、彼方かなたに遠ざかる打ち合う剣けん撃げきの音。

　自分を守り、血を吐き血を流して戦う、ひとりの少女………………。

　慎の目が開いた。ある考えが、突如彼の思考の中で閃ひらめいた。

　もしかして。もしかして。もしか、して────！

　だがここではだめだ。なんとしても彼が〝超移動〟する場所に出なくては……！

　両の人差し指のリングが熱あつくなる。燃もえるように灼やけるように、それは慎の指を強烈に締しめつけ、同時にとある〝言葉〟を慎の脳内に送りこむ。

　慎は、血の気の失うせた唇でつぶやいた。

「…………基盤構成─霊的再生：光〈ルークス〉─」

　こわばる両手をつっぱり、慎は全すべての力を使って立ち上がろうとする。

「性質─爆発の示威：舞踊〈サルターティオ〉─」

　震ふるえわななく両足に力をこめて、彼は机に寄りかかり体を起こす。

　ユイナが黎れい明めいの左手の蛇へびに足を払われ、机の下に叩たたき落とされるのが見えた。

「形状─網〈サゲーナ〉─・付加─遅延の銀〈アルゲントゥム〉─」

　荒くかすれる息の下、慎は必死に言葉をつむいだ。

　黎明は慎の方を一いつ瞬しゆん見て──その瞳ひとみは変わらず色も光もない──左手の蛇をふり上げた。そこへと両手のひらを向け、慎は乱れる息で叫んだ。




「ユイナ、立って外に走れっ！　──瑩羅乱舞〈ニトル・ニトル〉──!!」




　叫びの瞬間、発動する爆ばく発はつのごとき光の〝現象〈フェノメノン〉〟。

「…………!?　ッ、ああああっ！！！！」

　うめく灰はい色いろの影かげを包んで凄せい絶ぜつな輝かがやきの光球が乱らん舞ぶする。

　視神経を灼やくばかりにそれは熱くまばゆく止まることなく無限に踊り狂った。

　黎明は目を両手で押さえてひざをついた。それでも光球はおさまらない────！

　彼は左手の戦具を体の周囲で強く激はげしくひとふりした。

　蛇の一いつ閃せんが光球を消す。残る光球も徐々にその光が弱まってやがて消えた。

　黎明は目を開けた。なんの変わりもない。まったくダメージを受けた様よう子すもない。灰色の少年はぐるりと室内を見回す。慎とユイナの気け配はいはない。開いた扉に彼の視し線せんが止まった。

　かすかな────ほんの、かすかな笑えみが、その紅あかい唇の端によぎる。

「……よく逃げる獲え物もの、だね。弄もてあそぶには充分だけれど、少し、苛いら立だつ……。そろそろ、ぼくが終わりを告げてやりたい……な」

　彼は歩き出す。ほんのわずか、足の運びが早い。

　それが、まったく感情の起伏のないはずの彼の心に起こった、さざ波の現れだった。







　廊下をユイナに抱えられるようにして走った。

　だが突き当たりで足の力が抜けて、慎しんは床に崩れ落ちた。

「慎！」

　悲痛な声でユイナが名前を呼ぶ。もう、歩けない。大量に失った血液は、致死量近いはずだった。慎の意い識しきはユイナの声も抱く腕の体温も引き止められず、遠くなりつつある。

　最後だ。これで…………もう。

　ユイナも覚悟を決めたのだろうか。慎を強く抱きしめ、唇を嚙かんで目を閉じる。

　彼女の体は柔らかかった。その髪から、優やさしく甘い、包むような香りがする。

　…………いや。慎は弱々しく首をふって、唇を開いた。

　だめだ。あと一度。これで死ぬなら、あと、一度だけ────！

「いい、か…………おれ、のいう通り、に…………して。これが、最後……」

　ユイナの瞳ひとみが開いた。不ふ思し議ぎな色合いの美しい瞳が、慎をじっと見つめる。

　血に汚れた可か憐れんな唇が開く。彼女は静かに、けれど毅き然ぜんとささやいた。

「命令して、我わが王〈レクス〉。君の命令なら、あたしは命を尽くして必ず、果たす」

　ユイナの手が、慎の手を包むようにそっと、握りしめる。

　命令〈オーダー〉。

　自分の欲望でなく衝しよう動どうでなく、彼女の王として彼女を正しく使うためにくだす、命令。

　真まっ青さおな、白に近づきつつある唇が、震ふるえて開いた。

「わかった。おれの守護士〈ディフェンソル〉……命令、する…………！」

　彼はユイナに命令を告げる。彼女はそっとその場に慎を横たえると立ち上がった。

　それを見る慎が、かすかな、いまにも消え入りそうな声で、つぶやいた。

「……基盤、構、成─魂の殻：影〈イマーゴー〉─…………」







　廊下に出て、黎れい明めいは彼らが逃げた痕こん跡せきを探す。床に続く血の跡を目で追った。

　東校舎から西校舎へ向かう連絡通路へその跡は続いていた。

　ふと、黎明の目め線せんが止まる。灰はい色いろの瞳が細められる。

　ユイナが、前方にいた。血に汚れ全身に傷を負いつつも、白銀の剣を握り立っている。

「境界を破は壊かいする者、〝デイブレイク〟」

　響ひびく声に弱さはかけらもなかった。

　誇り高く決然と、彼女は黎れい明めいに向かって宣言した。

「あたしは、無双闘手のユイナ。我わが王の命令をいま────遂行する！」

　そういって彼女は光輝の剣を握り、黎明に向かって駆け出した。

　灰はい色いろの少年が、無表情で遠くを眺める。駆け寄る彼女の背後、彼方かなたまでのびる廊下の真ん中に倒れている人ひと影かげが見えたのだ。

　おそらくあの少女は、死に瀕ひんする主人を守って決死の覚悟で挑んできたに違いない。

　飽き飽きしたという色が、わずかに灰色の瞳ひとみに浮かぶ。

「それでは、あなたたちの愚かに繰くり返される型〈パターン〉を、終わらせようか……」

　彼は一いち撃げきで終わらせるつもりだった。

　あの少女の背後に即座に回り、主人の命を絶ってやろうと、そのあとに、〝一望監獄〟を彼女の背中から心しん臓ぞうに突き入れてやろうと……そう、考えた。

　黎明は真まっ直すぐ、ユイナに向かってゆっくりと一歩、

「……我が王の命令〈オーダー〉は！」

　ユイナが叫んで、剣をふりかぶって跳ぶ────!!

　その刹せつ那な、灰色の靴が前方に踏み出され、
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　凄せい絶ぜつな大だい爆ばく発はつ─────────！！！！







　校舎が揺れた。

　床が揺れ天てん井じようが揺れ壁かべが震ふるえいつまでも反はん響きよう音おんが残った。

　瓦が礫れきが四方八方に吹き飛び天井からバラバラとコンクリートの欠片かけらが降り注ぎ床を埋めた。灰はい色いろの煙が連絡通路の曲がり角手前の壁から立ち昇っていた。

　ユイナがたまらず床に身を伏せる。

　震しん動どうと煙がおさまり、少女は必死に瓦礫を取り除いて立ち上がった。

「……命令〈オーダー〉は……〝奸計〈イニクイティ〉〟」




　それは慎しんが生み出した幻げん影えいだった。

　慎は、黎れい明めいが〝障害物〟を越えられないのではないかと、考えたのだ。

　実はユイナは、黎明の真正面、通路の曲がり角の壁のすぐ前にいた。慎の生み出した幻影で、あたかもその背後にまだ通路が続いているように見せかけた。

　黎明はユイナの後方にあると思いこんだ空間に向けて〝超移動〟した。

　しかしそこは分厚い壁。彼は壁の中に飛びこんで実体化し───────

　そして、大爆発が、起こった。




　────街を覆おおう影かげは、この瞬しゆん間かん、跡形もなく消きえ失うせた────




　ユイナは、はっと背後を振り返り、破は壊かいされた壁を見た。

「慎！」

　ユイナは叫んで走った。曲がり角付近はコンクリートの欠片に半ば埋もれている。

「どこ、慎！　慎！　返事して、お願ねがい。少しでいい、返事して、慎!!」

　ユイナは慎の名前を呼びながら、瓦礫を必死に取り除いた。

　取り除いても取り除いても、慎の姿は見えない。だがユイナはあきらめない。無我夢中で瓦礫を避けて、探し回る。

　それでも、慎の体は出てこない。

　彼を呼ぶ声に涙が混じる。涙をこらえ、彼女は血とほこりに汚れても、たったひとりの姿を求めて一心不乱に探し回る。

　恐怖が彼女の心を満たしていた。

　瓦が礫れきに押しつぶされてしまったのか。爆ばく発はつに巻きこまれ吹き飛んでしまったのか。

　もう、会えないのでは…………ないか。

　あの〝ビジョン〟の恐ろしさがよみがえる。

　自分が、彼を選ばなければ良かった？　彼を選び、王となしたことは間違いだった？

　果てしない後悔がユイナをつぶす。狂おしい悲しみと嘆きと絶望が胸の中で荒れ狂う。

「慎しん───────────────っ!!」

　叫んだ。力の限り血を吐くように叫んだ。

　涙が伝った。抑えられない嗚お咽えつがこみ上げた。

　そのとき。

「…………ユイ………………ナ…………」

　ユイナの瞳ひとみが見開かれた。はっと彼女は瓦礫の上から下方を見下ろす。

　曲がり角の向こう、廊下の床に瓦礫に半ば埋もれて誰だれかが倒れているのが、見えた。

　ユイナは崩れた壁かべを跳び越え一息でその誰かのもとへ走った。

　瓦礫をあらん限りの力で取り除き、その体を助け出す。

　それは、慎だった。

　彼の胸に耳を当てる。弱々しくかすかだが、確たしかな鼓動が耳じ朶だに響ひびいた。

　……生きてる。

　生きてる。良かった。彼が、生きてる。

　自分の傷もなにもかも、ユイナにはどうでも良かった。

　ただ彼が生きている、その事実だけが彼女の全すべてだった。

　倒れた彼を抱きしめる。きつくきつく、絶対に絶対に離はなさないように。

　この世界で自分が決めた、たったひとりの存在を、全身で抱きしめる。

「……ばか……ばかばかばかっ！　ホントに、ホントに君なんか、君なんか君なんか……」




　──薄うすれ行く意い識しきの端っこで、慎はユイナの言葉を聞いた。

　また、〝ばか〟っていわれてるよ、おれ。

　君なんかだいっきらい。きっとまた、そういわれるんだろうな。

　でも……でも、おれのこと、ばかっていって、だいっきらいって叫ぶ君を、おれは、

　おれは…………きらいじゃ、ないよ──

　慎の意識が消えていく。

　だからユイナの小さな、優やさしいつぶやきは、慎の耳には届かなかった。










「……………………君なんか……………………大好き」
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　目覚めて見えたのは、染みひとつない真っ白な世界だった。




　手足は固く動かない。指のひとつも動かせず、首の角度も変えられない。

　体中の感覚がなくて頭の中までしびれたように空白で、自分の名前も定かでない。

　まぶたがまばたきするわずかな動きを脳のどこかが認にん識しきして、それでやっと〝自分〟が、もしかしたら〝生きて〟いて〝存在〟しているのではないか、と理解しかけ────




「慎しんちゃぁああああん！」

　と思ったら、大げさな泣き声で誰だれかが抱きついてきた。

　聞き覚えのある声、見覚えのある泣き顔、抱きしめられて体の上に乗られて感じる重さと痛みと頰ほおに感じる涙の熱あつさ…………。

　その瞬しゆん間かん、あらゆる感覚と記き憶おくがなだれをうって押し寄せてきた。

　自分を抱きしめているのは姉の真ま由ゆ子こだ。腹はひどく痛いし頭も痛いし腕も足も拘こう束そく服ふくかと思うほど包帯でぐるぐる巻きで、指先すらも自由にならない。

　ここはどこで自分はなにでどうなって、とぼうぜんと尋ねる言葉に返ってきたのは、

　…………………………交通事故。




　最後に記き憶おくにある日から、日付はすでに一週間以上が過ぎていた。

　慎しんは血まみれの大おお怪け我がで病院に搬送されたらしい。

　ひき逃げらしく、目もく撃げき者しやも犯人も、見つかってはいなかった。

　それに呼こ応おうしたかのように、桜おう菱とう市し中じゆうも大混乱に陥っていた。

　街中のそこかしこで破は壊かいの跡があるのに──特に桜菱中の西校舎は完かん膚ぷなきまでに破壊されていたのに──誰だれ一人として目撃者もなく、犯人につながる痕こん跡せきも形跡もない。

　数日間から数時間にかけての記憶がなくなった人々も続出していた。原因不明の伝染病かと大おお騒さわぎになったが、短期間の記憶喪失以外にはなにも症状がなく、さらに謎なぞは深まった。

　警けい察さつもマスコミも連日街中を走り回っていた。国の調ちよう査さが入るとの噂うわさもささやかれたが、結局、詳しいことはなにも公おおやけにされなかった。




　入院生活は退屈で時間の経過はゆるやかで、曜よう日びも日にちの感覚もなかった。少しずつ治っていく怪我の具合と自由になっていく体の動きだけが、時が移り行くのを教えてくれた。

　副担任が山ほどの宿題とプリントと見たくない成せい績せき表ひようを持ってきて、ついでに担任の藤とう堂どうは、病気を理由に自主退たい職しよくしたと話してくれた。

　委員長の丹に々に儀ぎ乃のも欠席中で、姿を見せないという。

　洋ひろしや宗そう司じ、香か奈な未みも見み舞まいに来た。三人とも、やはり数日から数時間にかけての記憶を失っていたと話してくれた。香奈未にいたっては、目が覚めたらダストボックスに入っていたという。洋たちと大笑いしたら頭をはたかれた。怪我人なのに。

　そんなふうに日々が過ぎて、そのまま慎は、病院で夏休みを過ごした。

　大会には結局…………出られなかった。

　そして、ただひとり。

　慎が待ち望む相手は─────────現われなかった。







　玄関の扉を開けると、懐なつかしい家の匂においが慎の鼻び腔こうをくすぐった。

　一ヶ月ぶりだ。やっと帰ってこれたという安心感で、胸がいっぱいになる。

「慎ちゃんお帰り～、退院おめでとう！」

「お帰りってもな……姉ねえちゃん毎日病院来てたじゃん」

　はしゃぐ姉にこみ上げる照れくさい気持ちを隠せず、ついぶっきらぼうに慎は返す。

「荷物置いて一息入れようか。う～んと美お味いしいケーキ、買ってあるからね」

「ん、じゃあ着替えてくる」

　リュックを肩にひっかけて、慎しんは自室の扉を開ける。閉めきった部屋特有の、こもった空気が流れ出てきた。カーテンと窓を開け空気を入れ替えて、ほっとベッドに腰を下ろす。

　そのまま、ごろんと慎は横になる。見み慣なれた自室の天てん井じようをぼんやりと見つめる。

　なにもかも、元通りだった。元通りの日常に自分は帰ってきたのだ。

　そしてきっとこのまま、前のようにいつもの日々が始まるのに違いない。なんら変わったこともないおかしなことも起こらない、いつも通りの日々が。

　ふと、両手を真上に掲げる。その人差し指にはなにもない。

　彼女がはめた、あの美しいフォルムのリングの跡は。

　どうしたのだろう、彼女は。もうこのまま会えないのだろうか。

　全すべてはみな、一いつ瞬しゆんの夢、一いつ時ときの幻だったのだろうか─────────

　そのとき不意に、枕まくら元もとの充じゆう電でん機きに置いた携帯が鳴った。

　短いメール着信音だ。誰だれからメールだろう、と慎は身を起こす。

　慎は携帯を開きメールを開いてその内容に目をやって──瞬間、心しん臓ぞうが激はげしく高鳴った。

　はね上がるように大きく、強く。




「今日きようの18時、東校舎の屋上に来て　　　ユイナ」

　そのメールに、件名は、なかった。




　夕方十八時。

　夏の終わりの兆しが見える、夕暮れに向かう八月の青空の下。

　慎は退院したばかりとはとても思えない正気を超えた速度で自転車をかっ飛ばしていた。

　校門を豪速で走り抜け自転車置き場に放り投げるように停とめて、無人の校内を駆ける。

　西校舎は修復中で工事中のシートが張られ、立ち入り禁止のロープも張り巡らされている。配備された重機が、傾く陽ひ射ざしに長い影かげを壊こわれた校舎に落としていた。

　無事だった東校舎の入り口は、開いていた。

　薄うす暗ぐらい校舎内に入り、階段を駆け上る。息が切れる。入院で体力が衰えたのか全身がだるい。肺が熱あつく焼けそうだ。だが慎はまったくかまわずに、懸けん命めいに必死に上階を目指す。

　一気に階段を昇り、屋上へ続くドアの前でひとつ深呼吸────して、開けた。

　夏の青空がどこまでも広がる。

　夕暮れ近い夏空の彼方かなたから熱ねつ気きをはらんだ風が吹いて、慎の髪を乱して通り過ぎていく。

「…………慎」

　声がした。慎はその方向へ視し線せんを動かした。

　そこにいたのは、風になびく鮮あざやかな色の髪と不ふ思し議ぎな色合いの瞳ひとみの少女────ユイナ。

　彼女は慎しんの姿を認めると、風に乗るように飛ぶように、一心に駆けてきた。

　だが唐突に目の前で立ち止まり、そこでうつむく。かすかに、怯おびえと喜びと、不安がその面おもてによぎる。うつむき目を伏せ、ささやきにも近い声で、ユイナはいった。

「良かった。退院できたんだ。お見み舞まい行かなくて、ごめん。でも……怖くて」

「え？　怖いって……なんで？」

「後悔してないかなって。あたしの〝王〟になったこと。あんなひどい怪け我が、したから」

　そういうと、彼女は胸の間からチェーンを引っぱり出す。鎖くさりに下がるふたつのリングを取り、手のひらに乗せて慎に見せた。

「預かってた。これ」

　ユイナは一いつ瞬しゆん目を閉じ、それから決心したように慎を見上げて、強い口く調ちようでいった。

「今度は、絶対にあんな危険な目にあわせない。絶対に絶対に、あたしが命かけて君を守る。だから、だからまだ、あたしの〝王〟でいて…………くれる？」

「いやだ」

　間かん髪はつ容いれぬ即答に、ユイナが息を吞のむ。切ないまでの哀かなしみがその面によぎった。

　思わず慎は笑いがこみ上げる。そしてちょっと可哀かわい想そうになって、急いでいった。

「いや、あのさ。一方的に守るとか守られるとかそんな関係じゃなくってさ、あの」

　いったん言葉を止めると、慎は目の前の少女を見つめた。

　命をかけて守ると決意を伝えてくれた彼女。

　誰だれより綺き麗れいで、強くて凛り々りしくて……なのに不器用で一いつ生しよう懸けん命めいな、少女。

　自分が選び、自分を選んでくれた、自分だけの守護士〈ディフェンソル〉────

　慎はユイナに手を差し出した。

　その手はどこにでもある、ひとりの少年の手だ。

　大きくもなく小さくもなく、優すぐれた力があるわけでも確たしかななにかをつかんでいるわけでもない…………ありふれて平凡な少年の、手。

　だが慎は、その手を差し出した。

　選ぶために。目の前の道を、目の前の相手を。

　誰だれかに選ばれるのでなく、自分で選び取るために。

　世界でたったひとりにとっての、〝特別〟であるために。

　────よし、カッコイイこといえよ、おれ。

　心の中で慎は決意し、自分を真まっ直すぐ見つめている少女の鮮やかな瞳を見返すと、一瞬大きく息を吸い思い切って………………

　力強く、告げた。




「一いつ緒しよに戦うために、おれは……君の、〝王〈レクス〉〟になるよ」







　ふたつの小さな人ひと影かげが、桜おう菱とう中学の校門前に立っていた。

　ノースリーブのグレーのパーカーのフードを深くかぶり、彼らの顔はよく見えない。背格好から子どもだろう。陽ひに照らされる東校舎の屋上を、ふたりはじっと見つめている。

　背後の道路をダンプトラックが通り過ぎた。巻き起こる風にふたりのフードがはずれる。

　その下から現われる、短い灰はい色いろの髪と、ひるがえる長い灰色の髪。同じ灰色の瞳ひとみ。

　それは、美しく精せい緻ちな顔立ちの、妖あやしい紅あかい唇を持った双子の少年と少女だった。

「……〝全幻影領域〈ヘリオドライブ〉〟。光と影かげを分かち司つかさどる〝境界の王〟」

「ボクらが目指し破壊すべき象徴である、存在……」

　ふたりは声をそろえていうと、フードをかぶり直し、校舎に背を向ける。

「……また来ます。ボクらは黎れい明めい。デイブレイク」

「虚妄を具現し、虚域を破壊する存在。どうか、忘れないでくださいね……」

　言葉が終わると同時に、彼らは校舎に背を向けて───────

　消えた。

　夕暮れに向かう夏の青空の下には、気け配はいも影も、残らなかった。







　あとがき




　こんにちは。もしくは初めまして。マサト真ま希きです。

　最近凝こっているのは、iTunes Music Storeと、炊すい飯はん器きでケーキを作ることです。




　このあとがきを、実は著者校正真っ最中に書いています。完成形が未いまだ見えてこないこの状況で書いているので、どうなるんだちゃんと終わるのかとドキドキです。

　今作品が刊行に至るまでは本当に長い長い道のりでした。

　出すプロット出すプロット全部没、書き上げた四百ページ超も全没で、捨てテキストと捨てプロットでハードディスクは埋まり気力もつきかけて、ああもう、だめかいオイラ、などとだいぶ途方に暮れていました。

　それでもこうして無事に上じよう梓しすることができたのは、ひとえに根気良くつき合ってくださった担当の湯ゆ浅あさ様、応援してくれた家族や身内や友人の皆様のおかげです。どれだけ感かん謝しやしても足りません。本当にありがとうございます。




　以下は謝辞です。

　担当の湯浅様。今作品では前にも増してエライことお世話になりました。ちゃんと恩返しできるといいなあ……。

　イラストの芳よし住ずみ様。お忙しい中、カッコよく素す敵てきなイラストをありがとうございます！　実はまだラフしか拝見していない状況ですが、ラフだけでもエキサイトしてました。

　電でん撃げきの作家様方──川かわ上かみ稔みのる様、円まる山やま夢む久く様、壁かべ井いユカコ様、葉は山やま透とおる様、藤ふじ原わら祐ゆう様、有あり川かわ浩ひろ様。皆様にメールや電話などでアドバイスや励ましをいただいたおかげで、がんばれました。なんと感謝していいかわかりません。ありがとうございました。

　この本の出版に携わってくださった、メディアワークスの関係者の方々にも感謝を。

　友人で漫画家の住すみ吉よし文ゆき子こさん。アドバイスから愚ぐ痴ち聞き役から、色々とありがとう！

　その他ほかの友人の皆様と、身内と大事な家族。様々な形で力になってもらって、本当に本当に感謝しています。こうやって優やさしいひとたちに支えられて、許してもらって甘えて生きてるんだなあと、いまさらながらに自覚し、恐きよう縮しゆくするとともに頭が下がる思いです。

　そして、この本を読んでくださった方々へ。どうもありがとうございました。楽しんでいただけたなら、それが私にとって一番の喜びです。

　また、お目にかかれますことを願ねがって。


あの。お気が向いたら、スカイワード一～三巻も、どうかよろしくです。







二〇〇五年九月　マサト真希
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、現在は小説のお仕事中。家族を愛し美味しい物を愛し快適さを愛して、ときに黄昏れつつも、おおむねのほほんと生きてます。

黄昏れる著者
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イラスト／芳よし住ずみ和かず之ゆき

１９７７年岡山県生まれ、埼玉県在住。某ゲームメーカー勤務を経てフリーのイラストレーター兼グラフィッカーに。趣味は散歩して風景写真を撮ること、コーヒーを淹れることなど。
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